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写真(PL) 1 空撮1 (金峰山を望む)

写真(PL) 2 空撮2 (雲仙普賢岳を望む)



写真(PL) 3 空撮3(平成17年3月10日)

写真(PL) 4 空撮4 (昭和37年(19 62) 8月7日 国土地理院撮影)

※この写真は、 国土地理院長の承認を得て同院及び米軍撮影の空中写真、 米軍

撮影空中写真を掲載したものである。(承認番号 平18九複、 第195号)



写真(PL) 5 空撮5 (調査区全景)



写真(PL) 6 空撮6 (調査3区)

写真(PL) 7 空撮7 (調査1 ・ 2 区)
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調査1 区
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調査2区一1
土層 断面

写真(PU 10 
調査3区
土層 断面



写真(PL) 11 
調査3区
S009遺物出土状況

写真(PL) 12 
調査1区
ピット31番柱材残存状況
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写真(PL) 13 
調査区外井戸検出状況
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(写真のみ)

(写真のみ)

写真(PL) 14 S006出土遺物近世陶磁器 【17世紀�18世紀前半】
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写真(PL) 15 S006出土遺物近世陶磁器 【18世紀�19世紀】 (1) 
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写真(PL)

16 

S006出土遺物近世陶磁器 【18世紀"-' 19世紀】 ( 2 ) 

写真(PL) 17 調査区外出土遺物(古代の包含層)



(写真のみ)

(写真のみ)

写真(PL) 18 3区出土遺物(墨書・刻書)

(写真のみ) (写真のみ)

(写真のみ)
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写真(PL) 19 3区出土輸入陶磁器
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写真(PL) 20 S009出土遺物 弥生(1)

写真(PL) 21 S009出土遺物 弥生(2 ) 
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はつくっちょうさ みゆきき べ いせきぐん ようす
発掘調査でわかった御幸木部遺跡群の様子

みゆきき ベ いせきぐん しょうかい
【御幸木部遺跡群の紹介】

みゆき き ベ いせきく'ん う がん ひろ いせき

御幸木部遺跡群は、

くまもと し みゆき き ベ まち か せ がわ ち ゅうりゅう

熊本市御幸木部町に ある加勢川の中 流、 右岸に 広がる遺跡

ひ ょうこう や く メートル か せ がわりゅう いき やよいじだい こだい ら じだい へいあん

です。 標高は約3mで、すO 加勢川流域に は弥生時代から古代(奈良時代から平安

いせき みつLゅう

時代) や中世(鎌倉時代から室町時代) にかけての遺跡 が密集しており、 江津湖
いせき ぐん

遺跡群、

ちょうさ
権藤遺跡、

はち の っぽいせき

入ノ坪遺跡、

く まもとへ いやじようりあと あ

熊本平野条里跡などが挙げられます。

【調査のきっかけ】

いせき う え こ く どこう つうLょうくまもと かせんこくど うじ むじよ

この遺跡の上に 国土交通省熊本河川国道事務所により、

か せ がわ ていほうこうじ おこな

加勢川の堤防工事が行

こうじ おこな いせき こわ

わ れる事に なりました。 この工事が行わ れることで遺跡が壊されたり、

はんえいきゅうてき

半永久的

に 埋 もれてしまいます。

はつくっちょうき おこな

ょう ばあい

この様な場合に は

ぶん か ざい ほ ご ほう

「文化財保護法J に基づいて、

こうせい のこ さぎよう おこな

じぜん

事前に

発掘調査を行い、

いせき き ろく

遺跡の記録 (報告書) を後世に 残すための作業を行います。

へいせい ねん がつ へいせい ねん がつ おこな

調査は、 平成16年 12月から平成17年 3月まで行わ れ、

としました。

ゃく はん い たいしょう

約1， 100ばという範囲を対象

図 (Fig)① 周辺遺跡地図 s= 1 /25，000 



弥生時代
(終末期が主体)古代
(奈良時代B世紀後半)

近世
(;工戸時代前~後JI日).時代不明

• 
• 

⑥ T 

昼Z望塑里
U 

⑧ 

X 
'<.1念品噌

下府

(③層ïf面)

15 

提三三主同
。

)(� 
u 

V 

x ・2μω

R4s

 

五三ニ2型盟
。

= 

U 

V 

己E

調査区 と 遺構配置図図 (Fig)②

など。

や

(矢じり)

たとえ せきぞく

例ば石倣

せっき いし つく とうぐ

石器…石でイ乍った道具のことO

ょうご せつめい
【用語の説明】

ど き ねんど や っく うつわ

土器…粘土を焼いて作った器のこと。

てっき てつ つく どうぐ

鉄器・・・鉄でイ乍った道具のこと。

石器や鉄器のことO

い ぷつ むかし ひと つか ど き

遺物…昔の人が使った土器、

など。

たとえ じゅうきょあと いえ あと

例ば住居跡(家の跡)

いせき い こう い ぷつ はっけん ばしょ

遺跡・・・遺構や遺物が発見された場所のことO

むかL ひと のこ せいかつ あと

遺構...昔の人が残した生活の跡。



いぷつ いこう み ねんだい
.は遺物や遺構が見つかった年代

-2，000年
紀
ヨE 現

在-1 ，000年-5，000年

縄文時代

期早

-1 0，000年

草創期
ム約500万年前に

人類が誕生

寺
代

旧
石
器

現代
( 1 cmをし000年とし定年表〕

1995を改変)遺跡年表 (網目表(Tab)①

ちょうさ
【調査でわかったこと】

いま や く ねん ねんまえ

(今 から約1，800年� 1，700年前) から

ひと びと せいかつ あと かく にん

にかけての人々の生活の跡を確認すること

弥生時代の後期後半~終末期

いま や く ねん ねんまえ

(今 から約400年�140年前)

ちょう さ けっか

調査の結果、

え ど じだい

江戸時代

ができました。

な ら じだい いま

奈良時代(今

いま や く ねん ねんまえ

(今 から約1，800年� 1，700年前)、

と く やよいじだい こう きこう はん しゅうまっき

特に弥生時代の後期後 半~終末期

は遺物や遺構

え ど じだい いま や く ねん ねんまえ

と江戸時代(今 から約400年�140年前)

ゃく ねん ねんまえ

から約1，
250年�1，

200年前)
いせき ちゅう しん じだい はんめい

この遺跡の中心となる時代であることが判明しました。

かく にん

が確認されており、

あたま ほく と うほうこう む まいそう じん

頭を北東方向に向けて埋葬された人

じ き ふ めい

はっきりとした時期は不明ですが、また、

はっけん

も発見されました。骨(お墓)

やよいじだい
①弥生時代

じゅうきょ ょうす
〔住居の様子〕

にかけての遺構

いま や く ねん ねんまえ

(今 から約1，800年� 1，700年前)後期後 半~終末期

やよいじだい

弥生時代は、

みぞ じ ょうかく にん

溝が1条確認されました。

ほ あな き

掘られた穴が1 基、

じ ゅう きょ あと けん

住居跡は3軒、が5 基あり、

じ ゅう きょ こう ぞう はば

住居の構造は幅

りょう はL ほん はLら も けいたい

両端に2本の柱を持つ形態であることがわか

たすう ど きへん Lゆっど

多数の土器片が出土し、

ちょう さ く けんしゆっ じ ゅう きょ あと

調査3区で検出された住居跡からは、

中央に炉、

ゃく ちょうほう けい

約 4�5mの長方形で、

りました。

やよい ど き はへん ふく はしら あな はしらざい いちぷ Lゆっど

弥生土器の破片を含んだ柱穴 から柱材の一部が出土しま

じ ゅう きょ はLら いちぷ のこ かんが

住居の柱の一部が残されたと考えられます。

ちょう さ く

調査1区では、

ふか かく らん

した。 深い撹乱により、

また、
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みぞ そんざい
〔溝の存在〕

せい きこう はん つく かんが

8 世紀後 半に作られたと考えられ

ちょうき く かくにん ちい みぞ

調査2区-1 で確認された小さな溝からは、

みなみがわ きたがわ む
ほぼ南側から北側に向かつて

こうさく と もな ちい みぞ そんざい か の うせい かんが

耕 作に伴う小さな溝が存在した可能性が考えられ

みぞ

この 溝は、

かんけい ちか す え き しゆっど

る完形に近い須恵器が出土しています。

当時、

なが かんが

流れていたと考えられ、

物�
-見通しの遺物

務協

勿勿�
@ 

ます。

u二三二二イ。

S003 

2 m  0 
0 
』亘孟孟孟孟

と出土遺物実測図奈良時代の溝 ( S 003) 図 (Fig) ④



ず さんしょうえ ど じだい③江戸時代 (図⑤を参照)
おおみぞ そんさ.い

〔大溝の存在〕
う く か く に ん おおみぞ な ら じだい やよ いじだい こうさこうはん しゅうまっき ほう

調査3区から確認された大溝は、 奈良時代や弥生時代の後期後半~終末期の包

が んそう い こうめ ん こわ っく

含層や遺構面を壊して作られていました。

みぞ なか ゃあな のこ いしがき ぷぷ ん てき

溝の中には矢穴を残した石垣が部分的

に列をなして残っており、

たりよう とうじ き しゆっど

多量の陶磁器などが出土しました。

え ど じだいぜ ん き きず そうてい

ゃあな な が

矢穴の長さなどか

ら江戸時代前期に築かれたことが想定され、 出土した陶磁器の時期111高から江戸時

だいこうさ みぞ そん ぞく すいてい い じ じだし、しよ き みぞ

代後期まで溝が存続したことが推定されます。 その後、 明治時代初期までには溝

が埋められていたことが、

くまもとけ んか んかっひ ごこくたく まぐ ん き ベむら

「熊本県管轄肥後国託麻郡木部村 (明治14年

ねん

[1881年]

さくせい

までに作成) という絵図 (図57参照)

むら そんざい

江戸時代、 ここには村が存在し、

れます。
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図 (Fig)⑤ 江戸時代の大溝 ( S 006) と 出土遺物実測図 ( 1 ) 
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江戸時代の大溝 ( S 006) 出 土遺物実測図 ( 2 ) 図 (Fig) ⑥

ず さんしょう

(図⑦を参照)④11寺期不明
はか そんざい

〔墓の存在〕
と うぷ ほくと う ほう こ う む

頭部を北東方向に向け、

ちょうさ く まい そ う だんせい じんこ つ は っけん

調査2区から埋葬された男性の人骨が発見されました。

この墓に伴う遺物はありま

の じよ う たい まい そ う

体はまっすぐに伸ばした状態で埋葬されていました。

古
っく すい て い

より以前に作られたことが推定

じよ う そ う ほ こ なか そんざい たん かぶっ ねんだ い そくて い

せんでしたが、 上層から掘り込みの中に存在した炭化物による年代測定から、

せいきぜんはん せいきしょとう

( 6世紀前半�7世紀初頭)
ふんじだい お

墳時代の終わりころ

L=1 . 000.胃 n- ・ n

粉骨範囲
- B 

されます。

A ←ー

�) 

0 1m 

時期不明の土墳墓 ( S 004) 実測図図 (Fig) ⑦
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序 文

熊本県教育委員会では、 平成16年12月から平成17年3 月まで、 国土交通省熊本

河川国道事務所加勢川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、 熊本市御幸木

部町に所在する御幸木部遺跡群の発掘調査を 実施しました。

調査の結果、 弥生時代後期の竪穴式住居跡、 近世の溝などの遺構を 中心として、

弥生時代中期~後期、 古代、 中世、 近世の遺物が発見されました。 特に近世の溝

には安山岩や凝灰岩を 加工した石組み遺構が確認されており、 当時の水路の状況

を 窺うことができます。

この報告書が県民の皆様を 始め多くの方 に々活用され、 埋蔵文化財に対する関

心と理解を 深めて頂く一助 となれば、 喜びに堪えません。

なお、 調査の円滑な実施に御理解と御協力を いただいた地元の方々、 並びに関

係機関、 そして調査に対する指導、 助 言を いただいた諸先生方に対して厚くお礼

申し上げます。

平成18年 3 月31日

熊本県教育長 柿 塚 純 男



例

1 . 本書は、 平成16年(2004) 12月20日~平成17年(2005) 3 月31日にかけて実

施した熊本市御幸木部町に所在する御幸木部遺跡群の発掘調査報告書であり、

熊本県文化財調査報告書第23 3集である。

2 . 調査は、 平成16年度国土交通省熊本河川国道事務所加勢川改修事業に伴い実

施した。

3 . 調査は、 国土交通省熊本河川国道事務所の依頼を受け、 熊本県教育庁文化課

が実施し、 遺物の整理・保管は熊本県文化財資料室で、行っ た。

4. 整理報告は平成1 7年度(2005) に行った。

5 . 国土座標軸 による測量基準杭の設定は、 (株)旭測量設計 に委託 した。

6 . 本書で使用 した航空写真は、 九州航空株式会社 に委託 撮影 したものであるo

7 . 現場での遺構実測・写真撮影 ・遺物取り上げは、 岡本真也、 高野信子、 林禎

一郎が行い、 今村明美、 山田由美、 前田和子がこれを補助した。 遺物実測は、

松本裕子、 佐藤淳子、 平川恵里子、 手柴智晴、 橋口冬美、 戸田英佑、 岡本が

行い、 一部を(有)九州文化財リサーチ に委託 した。 遺構製図及び遺物製図は、

松本、 佐藤、 平川、 竹原麻美、 高野、 手柴、 橋口が行った。 図版の作成にあ

たっては、 松本、 佐藤、 平川が行った。 鉄器処理は、 谷川亜紀子が行った。

遺物写真撮影 は、 村田百合子、 手嶋裕子が行った。

8. 英文要約は、 岡本が作成し、 村田がこれを訂正 した。

9 . 本文の執筆は、 第V章を(械パレオ ・ ラボ、 松下孝幸(土井ヶ浜遺跡・人類学

ミュージアム)、 附論を池田朋生(熊本県立装飾古墳館) に委託 し、 それ以

外を岡本が行った。

10. 本書の編集は、 岡本があたり、 校正等 に際 しては松本、 佐藤、 平川がこれを

補助した。

1 1. 遺物は、 熊本県文化財資料室 に保管 している。

凡 例

1. 写真図版のキャプションにある矢印は撮影方向を示す。

2 . 本書で使用している方位は、 座標軸を基準とした北を示している。

3. 報告書に掲載した実測図の縮尺は不統ーであるため、 おのおのの頁に明記した。

4. 出土遺物の観察表は、 掲載分については全て巻末の遺物観察表に掲載している。
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第I章 調査の経過

第 1 節 調査に至る経緯

本遺跡の調査 は 、 国土交通省熊本河 川 国道事務 所

加勢川 改良事業 に 伴 う 事前 の記録保存 を 目 的 と し た

発掘調査で あ る 。

事業 の実施に先立 ち予定地内が御幸木部遺跡群の

中 に含 ま れ、 埋蔵文化財が存在す る 可能性が高 い こ

と か ら 、 確認調査 を 実施 し た 。 そ の結果、 古 代、 中

世の遺構や遺物が発見 さ れ、 遺跡の存在が確認 さ れ

た。 そ の 後、 埋蔵文化財の発掘調査が必要 な範囲 を

確認 し 、 国土交通省 と 協議を 重ね た上で、 調査 を 行

う 運 び と な っ た。

第 2 節 調査の組織

確認調査は平成14年度、 発掘調査は、 平成16年度、

報告書作成及び印刷は 平成 17年度 に行 っ た 。

【平成1 4年度 (2002) 確認調査】

調査主体 熊本県教育委員 会

調査責 任者 成瀬烈大 (文化課長)

島津義昭 (教育審議員 ・ 課長補佐)

調査総括 高木正文 (主 幹 兼調査第 1 係 長)

調査事務局 小 田信也 (教育審議員 ・ 課長補佐)

中村幸宏 ( 主 幹 兼総務係 長)

天 野寿久 ( 主任主事)

杉 村輝彦 (主 事)

調査担当 坂田和弘 (参 事)

【平成1 5年度 (2003) 確認調査】

調査主体 熊本県教育委員 会

調査責 任者 成瀬烈大 (文化課長)

島津義昭 (教育審議員 ・ 課長補佐)

調査総括 高木正文 ( 主 幹 兼調査第 1 係 長)

調査事務局 小田信也 (教育審議員 ・ 課長補佐)

欄杭正義 ( 主 幹 兼総務係 長)

天 野寿久 ( 主 任主事)

杉 村輝彦 (主 事)

調査担当 坂田和弘 (参 事)

【平成16年度 (2004) 本調査】

調査主体 熊本県教育委員 会

調査責任者 島津義昭 (文化課長)

倉 岡 博 (課長補佐)
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調査総括 高木正文 (課長補佐兼調査第 1 係 担当 )

調査事務局 吉 田 恵 (課長補佐)

欄杭正義 ( 主 幹 兼総務係 長)

天 野寿久 ( 主任 主事)

小谷仁志 (主 事)

調査担当 岡 本真也 (参 事)

高野信子 ( 嘱 託)

林禎一郎 ( 嘱 託)

【平成1 7年度 (2005) 報告書作成】

調査主体 熊本県教育委員 会

調査責 任者 梶 野英二 (文化課長)

倉 岡 博 (課長補佐)

調査総括 高木正文 (課長補佐兼調査第 1 係 担当 )

調査事務局 吉 田 恵 (課長補佐)

四元正明 (主 幹 兼総務係 長)

塚本健二 ( 主 任主事)

小谷仁 志 (主 事)

調査担当 岡 本真也 (参 事)

高野信子 ( 嘱 託)

手柴智 晴 ( 嘱 託)

調査指導及び協力者 (順不同 ・ 敬称略)

松下孝幸 ( 長門市 人類学 ミ ュ ー ジ ア ム ) 、 池 田 朋 生

(熊本県立装飾古 墳館) 、 長井 勲 (美里町文化財保

護委員 ) 、 前 川 清 一 (熊本県立教育 セ ン タ ー ) ・ 馬

場正弘 (熊本県教育庁文化課) 、 矢 野裕介 ( 装飾古

墳館 「歴史公園鞠智城 ・ 温故創生館J ) 、 金田 一 精 ・

林田和人 (熊本市教育委員 会) 、 林 田鶴秋 (熊本市御

幸木部) 、 大橋康二(佐賀県立九州陶磁文化館)

第 3 節 調査の過程

本調査 は平成 16年 (2004) 12月 1 日 (火) か ら 平

成17年 (2002) 3 月 30 日 (水) ま で行 っ た。

以下 に 各 月 を 前半 と 後 半 に 分 け て 、 調査 日 誌の 中

か ら 特筆す べ き 事項や 内容を 簡単 に述べ た い 。

[ 12月 1

(前半)

1 日 か ら 、 前現場の新南部遺跡群か ら 御幸木部遺

跡への 引 越 し を 行 う 。

6 日 -17 日 、 表土剥 ぎ。 調査区外に ピ ン ク 色 の石

材で作成 さ れ た井戸 1 基を 確認。 阿 蘇ピ ン ク 石 (馬

門石) の 可能性が高 い と 確信す る 。
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(後半)

20 日 か ら 、 現場開始。 4 級 基準点及ぴメ ッ シ ュ杭

も 打つ 。 調査区 内 の 表土剥 ぎ。 1 、 2 区の清掃を 中

心 に作業 を 行 う 。 3 区で は石列 を確認。 調査区内 に 、

以前住ん で お ら れた林田鶴秋氏 (昭和 5 年 3 月 5 日

生 ま れ) が来跡。 検出 し て い る ピ ン ク 色 の石製の井

戸 は 、 林 田 氏 は記 憶 に は な い が、 話 は 聞 い て い た と

の こ と 。 5 . 6 代前 は庄屋 だ っ た そ う だ。 屋敷や井

戸 は近世末 に 上 る 可能性があ る 。

27 日 、 本年 の作業終了 す る 。

[ 1 月 】

(前半)

6 日 、 作業開始。

12 日 、 1 区 の ピ ッ ト の埋土 を 3 種類 に 分類 し 、 柱

の位置 を 検討す る が う ま く 並 ば な い 。

(後半)

20 日 、 1 区 の ピ ッ ト No.3 1 に は柱の 基部が残存 し

て い る こ と が判 明。 弥生土器片 も 数点含 ま れ る 。 住

居の柱の可能性が考 え ら れ る が、 他の柱の位置が う

ま く 並 ば な い 。

21 日 、 文化課の文化財保護主事 馬場正弘氏 に 土

層 及 び石製の井戸枠 を 見て も ら う 。 1 区 の 地 山 と 考

え ら れ る ガチ ガチの層 は 、 かつ て 湿地帯 の 芦 原 だ っ

た 証拠だ と い う 。 ま た 、 ピ ン ク 色 の石製枠 は 阿 蘇搭

結凝灰岩 ( い わ ゆ る ピ ン ク 石) と 松尾地方で採集 さ

れ る 安 山 岩が混入 し て い る と の弁。

22 日 、 第 1 回 目 の空撮実施。

[ 2 月 ]

(前半)

10 -11 日 、 2 区一1 で古 代 の溝 と 人骨 を 伴 う 土墳

墓 を 検出。 人骨 の残存状況 は あ ま り 良 く な い。 共伴

遺物 は な い。

(後半)

近 く に あ る 浄尊寺の住職 さ ん に 来 て い た だ き 、 お

経 を 上 げて も ら う 。 非常 に徳の 高 い住職 さ ん だっ た。

21 日 、 土井 ヶ 浜 ミ ュ ー ジ ア ム の松下孝幸先生 に 人

骨の取 り 上げに き て も ら う 。 伸展葬。 性別 は大腿骨

や頚骨 の太 さ か ら 男性 と 推定 さ れ る 。

22 日 か ら 、 2 区一 1 を 業者 に 引 き 渡す。 3 区の近

世の溝の掘 り 下 げ を 行 う 。 陶磁器片、 漆塗 り の木製

品 、 き せる や寛永通宝 な どが出土。 調査区外に古 代

の包含層 と 遺構が存在す る こ と が判 明 。 調査区外で

あ る た め 、 保存す る こ と に す る 。

[ 3 月 ]

(前半)

近世の溝の完 掘 に 向 け て 全力 を 挙 げる 。 同 時 に 石

組み遺構の実測 も 行 う 。 特 に 石組遺構 に つ い て は 、

前川 先生、 長井氏や池 田 氏 に 指導 を 仰 ぐ。

弥生時代後期~終末期 の住居跡等の掘削や実測 に

追わ れ る 。

(後半)

25 日 、 荷物 を 県資料室 に搬出す る 。 実測作業の残

り は 4 月 上旬ま で行 う 。

第E章 位置と環境

第 1 節 地理的環境

御幸木部遺跡群が所在す る 熊本平野 は 、 熊本県の

中央部 に 位置 し 、 市域の西側 は 島原 湾 (有 明海) 、

東方 に は 阿蘇火 山 、 北西部 に は金峰火 山 を 望み、 島

原湾 と 内陸部 と を 隔 て て い る 。 ま た 、 南部 は低地で

占め ら れ、 北部 ・ 東部一帯 に は 台地 (火砕流台地や

河 成段丘) が広が り 、 こ れ ら は東方へ高度 を 増 し 、

阿蘇火 山 の西側外輪山斜面へ と 続い て い る 。

熊本平野 に は、 白 川 、 坪井川 、 井芹 川 や緑川 と そ

の支流であ る 加勢川 、 秋津川 、 木 山 川 や秋津川 が流

れ る 沖積平野で あ る 。

今回調査 を 行 っ た御幸木部遺跡群 ( 元 々 御幸木部

遺跡、 木部箱式石棺、 阿弥陀来迎図像 ・ 芥川 守拙観

音図像線刻板碑 な どが存在す る 弥生時代か ら 中 世 ま

での遺跡の総称) は 、 熊本市御幸木部町字外村屋敷

及 び古 屋敷に所在す る 。 緑川 の支流であ る 加勢川 の

下流域、 緑川 河 口 か ら 約 1 1k m上流 に 位置 し 、 標 高

は約 5 mであ る 。 こ の遺跡群 は 、 対岸の嘉島町下仲

間 地 区 に も 広が り を み せる 。

第 2 節 歴史的環境

こ こ で は 図 1 御幸木部遺跡群が所在す る 熊本平野

を 中心 に 各時代の歴史的環境 を 概観 し て み た い。

【|日石器時代】 (-約1 3，000年前)

現在、 熊本県下 に は 300 を 越 え る 旧 石器時代 の 遺
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跡が確認 さ れて い る 。 河川流域 に 集 中 し て お り 、 そ

の 中 で も 白 川 を 中心 と す る 阿蘇外輪 山 一帯や球磨川

上流域 を 中心 と す る 球磨盆地一帯な どが特 に 集 中 し

た 地域であ る 。

現在、 熊本市 に は 1 5遺跡以上が確認 さ れて い る 。

そ の 中 で も 石 の 本遺跡 8 区 の 後期旧 石器初頭の石器

群 (刃部磨製石斧、 台形様石器、 鋸歯縁石器、 ピ ッ

ク な ど) は 、 日 本で も 最古級 の石器群 と し て位置付

け ら れ て い る 。 (包含層 出 土 の 木炭 に よ る 放射性炭

素年代で約32，000年前 を 示 し て い る 。 )

【縄文時代】 (約1 3，000年前-2，300年前)

熊本平野周 辺の縄文時代 は 、 草創期 を 除 き 、 各時

代 に わ た る 遺跡が存在 し て い る 。

早期 の押型文土器が出土す る 遺跡 は 、 丘陵の裾や

台地の縁辺 に 位置 し て い る も の が多 い 。 竪穴住居跡

が検出 さ れた庵ノ 前遺跡があ る 。

前期 に な る と 中 九州 に広 く み ら れ る 現象であ る が、

遺跡の 数 も 少な く 、 規模 も 小 さ く な る 。

縄文時代前期 に は気候の温暖化 に伴い海水面が現

在 よ り 3 - 5 m 上昇 (縄文海進) し 、 そ の 後 も 気候

の変動 に よ り わずかな海進、 海退 を 繰 り 返 し て い る 。

中期か ら 後期 は じ め ま で は縄文海進期 の影響 を 受け

て 、 熊本平野の奥地 に ま で員塚が形成 さ れ る 。 沼山

津貝塚、 カ キ ワ ラ 貝塚 (嘉島 町) 、 辺国見員塚 (御

船町) な どがその好例 で あ る 。

後期 に な る と 中 九州 の縄文時代 の遺跡、は急激 に増

加す る 。 そ の 初頭 に は 中期 か ら 継続 し て阿高式系 の

土器が作 ら れて い た が、 新 し い磨消縄文文化 も 伝来

す る 。 中 葉 に な る と 磨消縄文文化が鐘 ヶ 崎式土器 と

し て 定着す る 。 そ れか ら 中 九州独特の北久根 山式土

器な ど も 生み 出 さ れ、 太郎迫式 ま で磨消縄文文化が

継続す る 。 後葉 に な る と 、 三 万 田 式以降黒色磨研土

器が作 ら れ、 晩期前半 ま で数多 く の大規模集落 を構

成す る こ と と な り 、 日 本全体で み て も 人 口密度の高

い地域で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ の代表的遺跡 と し

て 、 四方寄遺跡、 太郎迫遺跡、 上南部遺跡、 健箪上

ノ 原遺跡 な どが挙げ ら れ る 。 ま た 、 こ の 時期 に は土

偶や石棒な ど、 祭記に用 い ら れた と 考 え ら れ る 遺物

も 数多 く 出 土す る 様 に な る 。

晩期前半 は後期末葉か ら 引 き 続 き 大規模遺跡がみ
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ら れたが、 中葉か ら 後葉 に な る と 遺跡の数が激減 し 、

そ の規模 も 小 さ く な る 。 黒川 式土器以 降み ら れ る こ

の特徴 は、 次の新た な 弥生文化の胎動期 か と も 考 え

ら れ る 。 0 996 富田 )

御幸木部遺跡群 か ら 南 に 約 5 k m 、 下益城郡城南

町の浜戸 川 周 辺 に は 黒橋員塚 (縄文 中 期 ~後期) 、

阿高貝塚 (縄文 中 期 ~後期) 、 御領貝塚 (縄文後期 )

な どが集 中 し て い る 。

【弥生時代】 (約2，300年前- 1 ，700年前)

弥生時代前期 の遺跡 は 、 近年熊本市立泉 ヶ 丘小学

校の プー ル改修工事 に 先立 ち 調査が さ れ、 報告書が

刊行 さ れた江津湖遺跡群が、 有名 で あ る 。 早期後半

~前期初頭 に 位置付 け ら れ る 墓地群で、 土墳墓 103

基 ・ 斐棺 ・ 壷棺 6 基が確認 さ れ た 。 (2005 金 田 )

その他に は黒髪 町遺跡群、 新屋敷遺跡群、 御坊山遺

跡 な どがあ り 、 いずれ も 海や河川流域 に 位置 し て い

る 。 こ の こ と は 弥生文化が有 明海 を 通 し て伝播 し た

可能性が高 い こ と を 示唆す る も の と 考 え る 。

中期前半 で は 、 八 ノ 坪遺跡か ら 熊本県 内初 と な る

青銅器の鋳型等、 護藤遺跡群か ら 朝鮮系無文土器等、

白 藤遺跡群か ら 聾棺群が検出 さ れて い る 。 前 半期 の

中 で も 八 ノ 坪遺跡群→護藤遺跡群→白 藤遺跡群 と い

う 時期的変遷が捉 え ら れ る 。 ( 11

中期後半~後期初頭 は 、 聾棺墓 を 主体に展開す る 。

黒髪 町遺跡、 大江 白 川 遺跡群、 神水遺跡、 白藤遺跡

群 な どが挙げ ら れ る 。

後期 中 葉 ~ 後葉 は 、 石神原遺跡 ( 島崎 4 丁 目 ) 、

道城方遺跡 (蓮台寺町、 二 本木 4 丁 目 ) 、 上 高橋高

田遺跡 な どで遺物や遺構が確認 さ れて い る 。

御幸木部遺跡群で は 、 加勢川 川 底か ら 出 土 し た 前

期後半~ 中 期前半期 の遺物、 字古屋敷で 出 土 し た 中

期 ~後期 に わ た る 遺物 が確認 さ れて い る 。

【古墳時代】 (約1 ，700年前-1 ，400年前)

古墳の原形 と い わ れ る 周 溝墓 は 、 広 木 町 ・ 水源町

一体に見 ら れ、 方形周溝墓 と 円 形周溝墓が密 集 し て

い る 。 4 世紀か ら 7 世紀 頃 に わ た る 高塚式古墳 は 西

山 に 多 く 、 そ の 中 に は 千金甲 ・ 稲荷山 ・ 富 ノ 尾 の よ

う な 装飾 古墳 も 含 ま れて い る 。 いずれ も 幾何学文様

の 装飾 を 彩色 し て お り 、 富 ノ 尾古墳 に は かつ て 石 人

も た て ら れて い た 。 古墳時代終末期 の 小 円墳 は 立 田
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山麓に多 く 分布 し 、 横穴墓 も 立 田 山麓 を は じ めとす

る 白 川 の崖線お よ ひ京町台地の凝灰岩の崖面に多い。

( 1 987 鈴木) つ つ じ ヶ 丘横 穴墓群 や古城横 穴墓群

が有名 で あ る 。

【歴史時代】 (約1 ，400年前--- ) 

古代 は 、 律令体制 の 導入 に伴 い 、 肥後 国 に お い て

も 行政組織の整備、 条里の施行が進め ら れ、 そ の影

響が周 囲 に 及 ん で く る 。

7 世紀後半- 8 世紀初頭 に は託麻郡家と推定 さ れ

る 渡鹿 A 遺跡 (大江遺跡群) 、 8 世紀前半 に は 渡鹿

廃寺 (大江遺跡群) が創建 さ れて お り 、 同遺跡群内

に お い て 当該期 の集落 も 形成 さ れ る 。

8 世紀中葉~後半 に な る と国分寺、 国分尼寺が創

建 さ れ、 ま た 託麻国府の設置や駅路の整備 も そ の前

後 に な さ れたと考 え ら れ る 。 大江遺跡群、 黒髪 町伊

遺跡群 に お い て は南北に延びる 西海道跡が検出 さ れ

て お り 、 加え て黒髪町遺跡群 は蚕養駅跡に推定 さ れ

て い る 。 (2002 美濃 口 )

御幸木部遺跡群が所在す る 御 幸 木 部 町周 辺 は 、

「和名抄」 に よ る 託麻郡 の 下井郷 に 比 定 さ れ る 。

(1987 鈴木)

ま た 、 周 囲 は熊本平野条里跡 に 推定 さ れて お り 、

中世の 「詫摩文書」 に 出 て く る 寺 田里、 丸田とい う

地名 は 同遺跡群周辺 に比 定 さ れて い る 。 現在 も 熊本

市 出 仲 間 に は七 ノ 坪、 三 ノ 坪、 北坪の地名が残 っ て

い る 。

鎌倉期 に な る と、 飽田郡 に は飽田郷 ・ 立 田郷 ・ 鹿

子木荘 ・ 活亀荘 ・ 河尻荘、 託麻郡 に は安富荘 ・ 神蔵

荘 ・ 六箇荘な どが現れて く る 。 託麻郡 内 の 大荘園 は

神蔵荘で、 江津湖以西の部分を占め、 さ ら に 同荘の

西側 に は安富荘があ り 、 安富本荘がそ の 中心地で、

現在の本荘町がそ の 地 に あ た り 、 神蔵 ・ 安富両荘の

地頭 は詫摩氏 で あ っ た 。 ( 1 987 鈴木) 当 時の御幸

木部遺跡群周辺 は 、 こ の詫摩氏の支配 下 に 置かれた

も のと考 え ら れ る 。

鎌倉期 に 入 っ て建立 さ れた寺院に は、 川尻の大慈

禅寺と大江の往生院があ る 。 大慈禅寺は順徳天皇第

3皇子の寒巌義予が、 河尻荘の地頭河尻泰明の外護

に よ っ て 弘安 5 年 (1282) に建立 し た 寺院で、 義予

の頂相と文書 は義罪文書と し て 国重文 に 、 石層塔 ・
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宝塔 ・ 宝陸印塔な ど は県重文 に指定 さ れて い る 。

調査区の付近 に は北東か ら 東方 向 、 約 1 00-200m

地点 に 木部地蔵堂石造物群や天文元年 ( 1 532年) 林

田右京亮の創建とい わ れ る 木部神社があ る 。

木部地蔵堂石造物群 に は 、 文 明 7 年 ( 1475) 1 2月

3 日 銘の六地蔵石瞳と天文 2 年 (1533) 4 月 7 日 銘

の阿弥陀来迎図像線刻板碑及 び寛政 6 年 ( 1794) 芥

川守拙観音図像線刻板碑が立て ら れて い る 。 こ の六

地蔵石瞳は 「願主沙門霊珠」 が結縁衆 を 募 り 、 文明

7 年 (1475) 12月 3 日 に 「結縁衆吉祥加意」 を 祈願

し て 建立 さ れた こ とが銘文か ら 明 ら かで あ り 、 当 時

木部周辺 に相当 な 人 々 が集 ま る 場が存在 し て い た こ

とが想像 さ れ る 。 そ し て 結縁 の 中 心と な っ た 「沙門

霊珠」 は 『国郡一統誌』 に み え る 「道伝寺」 の寺僧

と推定 さ れ る 。 阿弥陀来迎図像線刻板碑 は 、 そ の 銘

文か ら 「林 田右京亮」 が天文 2 年 (1533) 4 月 7 日

に 「二 世福願J を 祈願 し て 「西方無量寿仏尊」 を 刻

ん だ逆襲供養板碑で あ る 。 こ の銘 文 の 一節に 「天

宝現世安福後生善処漸湘之南揮之北 中黄金充一 国」

とあ り 、 禅宗系 の 表現用語や 「黄金充一国」 とい っ

た 商業的文言が見 ら れ る 。 所在地 の 地形か ら 「漸湘

之南揮」 は 加勢川 を 示 す も の と み ら れ、 「黄金充 一

国」 ほ ど繁盛 し た加勢川 河川 交通の拠点津の一つ で

あ っ た も のとみ ら れ る 。 「林 田右京亮」 は禅宗 に 帰

依 し た 、 領主的側 面 を 持つ 有徳 人 (商人) と推定 さ

れ る 。 こ の よ う に 木部地蔵堂及 ぴ境内石造物群 は 中

世加勢川 河川 交通や津の景観 を 考察す る 上 で重要な

資料 を残す最重要の遺跡のーっと考 え ら れ る 。 (1996

青木)

近世に入札加藤清正 は肥後入国後、 豊 臣秀吉の

命 に よ っ て検地 を 実施 し 、 ま た 、 土木 ・ 治水工事 に

力 を 入れ、 白 川 筋 ・ 緑川 筋 の 改修 を 開始 し た 。 清正

は慶長 5 年 ( 1600) の 関 ヶ 原 の戦で は 東軍 に つ き 、

西軍の 中心と な っ た小西行長の 宇土城 ・ 八代城 を 攻

略 し、 次い で小西領 を 合わせて領する こ ととな っ た。

清正の茶臼山新城の築城開始時期 は 明 ら かで は な

いが、 同 12年 (2007) 熊本城が完成 し て い る 。

慶長16年清正 の死後、 子の忠広が相続 し た が、 幼

少 の た め幕府の厳 し い介入の も とで の統治が行 わ れ

た。 寛永 9 年 (1632) 加藤家 は取 り 潰 さ れ、 豊前小
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回司
N
8

南
海
き州
都
品目同

熊本県 (4 3) 熊本市( 201 )
県NQ 市NQ 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文 弥 生 古 墳 古 代 中 世 江 戸 種 別 指定 |日 遺 跡 名 備 考
1 83 7 -4 3 池辺寺塔遺跡群 池上町池上 古代 寺社 堂床遺跡ー パパドン・ライゴウインビフ ・池の上+ニ塚

品坊古i買・皆械 古 I 百 群 一本松古1ft群ー小松山吉t百 群 烏帽子山古 I 百

高橋町遺跡群 高橋町 古1貫~平安 包蔵i也 -堂ノ園古1買 高橋窯跡 上高橋堂図遺跡ー上高橋高田遺跡綿打遺跡1 86 7 -4 6 -高橋貝I軍・高橋南貝塚・宮山古1/1・聖徳寺跡・烏帽子山遺跡・
上高橋遺跡・高坊遺跡・，南田坂遺跡・放牛阿弥陀像

1 87 7 -4 8 池の上 池上町池上 古代・中世 包蔵i也
188 7 -4 9 池辺寺関係石造物 池上町池上 古代・中世 石造物 市 宝峰、 字 石碑、 板碑、 石灯篭、 孤峰秀晃池辺寺再興碑

独鈷山山頂遺跡・独鈷山西麓遺跡・品野辺国遺跡・金光寺跡石碑
1 89 7 -5 0 独鈷山遺跡群 池上町池上、 械山上代町 古lf!-中世 包蔵i也 -兜率石・妙椙水・高野辺国のJ悶仏・肥州高野山弥生遺跡・独鈷

山中腹遺跡

花岡山 万 日 山遺跡群 機手町、 春 日 町 古i商 古 i 買 花岡山遺跡・万 日 山遺跡 ・ 万B山古i買群・万 日 山 I 買墓群・ 万 日 山古i買群4 基 以上。 長 持型石郭、 家形石棺検穴式石室190 7 -5 0 花岡山箱式石棺群・ 長谷寺跡・来迎院 長谷寺境内古i菩碑群
191  7 -5 2 清水原 池上町 縄文~中世 包蔵i也
193 械山吉境群 城山町上代町城山 古墳 古墳 市 一 ~ニの爆 円 i 買
1 9 6  上代町遺跡群 城山上代町 縄文~平安 包蔵地 上代町遺跡・下代遺跡・中代遺跡・お徳・徳兵衛古i 買 弥生則矧土器
25 0 8 -5 8 船場町 新町 2丁目. 鍛冶屋町 弥生 包蔵地 新町 2丁目護偲 獲得群
25 3 8 -62 辛島町 辛島町 弥生・古 I 貫 包蔵地

吉町 (旧唐人町) 唐人町 、 古町ほか 弥生~明治 包蔵地 令永寺跡・動院松林寺跡・本覚寺福緊山多聞院跡・護国寺常住院跡254 8 - 63 -霊山寺跡 古往生院跡・明十橋際遺跡
25 6 8 - 65 戸坂御田尻 戸坂町 縄 文 ~中世 包蔵地
25 7 8 -66 吉祥寺楠穴群 繍手町 古 I買 古蹟
25 9 8 -69 妙解寺細川家霊廟及び門 繊手 2丁目 江戸 建造物 国
25 9 8 -69 妙解寺細川家墓地 繊手 2丁目 江戸 醸造物 県
260 8 -70 紹川家音提寺妙解寺跡 機手 2丁目 江戸 建造物 市 市指定史跡
261 8 -7 1  山由雲院 ( 春 日 寺) 春 日 3 T EI 江戸 寺社 市 細川忠利公火葬のi也のみ市指定 市指定史跡
262 8 - 72 �t岡神社境内古墳 春 日 1丁目 古I轟 古i買 円1買鳥文鏡
263 8 - 1 07 北同機穴群 春 日 1丁目 古 I富 古t貰
264 8 - 74 石埴( 白川橋) 一本木 1 ・ 2丁目 弥生~中世 建 造 物

二本木遺跡群 二本木 1 ・ 2丁目ほか 弥生~中世 包蔵地 一本木国府跡亙び関連遺跡。春 日 町遺跡。田崎本町遺跡。吉町小学 二本木国府推定地265 8 -75 校校庭遺跡・延命寺i苦心礎
266 8 -76 八島町遺跡 八島町 弥生 包蔵地
267 8 -77 道械方遺跡 運台寺町道域方 弥生・古代 包蔵地
268 8 -78 南新宮遺跡 蓮台寺町南新宮 弥生~中世 包蔵i也

大江遺跡・大江青葉遺跡。大江東原遺跡・白川中学校校庭遺跡・産鹿
283 B ・ 93 大江遺跡群 大江 3丁目 縄文~明治 包蔵地 旧電電;庄高校遺跡・熊高敷地遺跡・熊高通リ遺跡・杉ノ本遺跡・託麻郡

家 推定地 ・ 渡鹿廃寺 熊本英学校跡・謹設会館遺跡他
285 8 - 95 本庄 ( 熊大病院敷地) 本荘 2丁目 古i貰~平安 包蔵地 熊 大 I里:立網査室調査
286 8 -96 不動院跡の六地蔵i吾 九品寺4丁目 中世 石造物 県 県指定重要文化財
287 8 - 97 本山城跡 ( 本庄城跡) 本山町械の本 弥生~中世 包蔵地 冗弘年間に詫麻宗直
288 B ・ 98 世安池田遺跡 世安町池田 弥生~中世 包蔵地 輸入陶磁器など
289 14- 2 平田町遺跡 平田 1丁目 弥生~平安 包蔵i也 聾4官群
290 8 - 1 00 出水国防跡 九品寺、 国府、 国府本町 弥生~中世 包蔵地
291 9 - 65 函水刷寺町 水前寺 1丁目 縄文~中世 包疎地 縄文阿品系
292 9・ 72 国分寺跡 出水 1丁目 iiIl文~中世 包蔵地 七重i苦心磁石 田 宮園遺跡・労働金庫遺跡 県・市 に よ る 多数の網査晶り

293 9 - 75 江津湖遺跡群 神 水町 、 函図町ほカ、 縄文~中世 包蔵地 よ江津大曲遺跡・堀内邸石造遺物・神 水右宮・神祇寺跡・弁天石
古屋敷遺跡

34 0 9 -5 7 帯山遺跡群 帯山 1丁目 縄文~平安 包蔽地 帯山遺跡・保田窪遺跡 布 目瓦、 曽畑、 阿晶、 竹崎

周辺遺跡一覧表(1 ) 表 (Tab) 1 
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県Na 市Na 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文弥 生 古 111 古 代 中 世 江 戸 種 目リ 指定 l日 遺 跡 名 備 考
347 9 -64 北水前寺 水前寺 3丁目 奈良 ・ 平安 包蔵地
348 9 -66 水前寺 廃寺跡 水前寺公園 奈良 ・ 平安 包蔵i也
349 9 -67 水前寺 廃寺 塔心礎石 水前寺公悶 奈良 寺社 市 i苦( 基i宣・心礎 礎 石群)部分Lついて市指定史跡
350 9 ・68 水前寺 成題図 水前寺公園 江戸 庭園 国 国指定史跡亙ぴ名勝、 細川忠利、 山 水式
351 9 - 69 古 今伝慢の間 水前寺公園 江戸 建造物 県 県指定重要文化財、 細川穏孝古 今集伝十費、 かやぶき茶室
352 9 - 70 陳山 廃寺跡 水前寺 公園 奈良 ・ 平安 寺社 国分尼寺推定地
354 9 - 73 肥後国分寺 出水1丁目 熊野神社 奈良 寺社 市 t苦心礎並びL磁石が市指定
355 9 -74 神 水 神 水本町・出水2丁目 縄文~平安 包蔵地 県 ・ 市調査、 報告書品 り
356 9 - 77 健軍神社杉馬場 健軍 2丁目 ・ 神 水1丁目 江戸 参道 市 市指定史跡
380 1 1- 3  古 議藤 八分字町 弥生~中世 包蔵地 須玖式聾棺

381 1 1- 4  白藤遺跡群 島町、 白藤町ほか 弥生~中世 包蔵地 童小路箱式石精倉小路型信遺跡・屋敷遺跡・今村遺跡・向j早遺跡鳶 白藤遺跡青銅器鋳型、 ミニチュ7青銅矛町遺跡
382 1 4日 議藤遺跡事手 議薩町 古i百~中世 包蔵地 戸崎B ( 馬場)遺跡
383 1 1- 6  中無回遺跡群 議藤町 弥生・中世 包蔵地
386 1 4- 1 0  重宮遺跡 国図町 古i貫 ~平安 包蔵地
387 1 3- 3 所島大工免 由図町 弥生~平安 包蔵地
388 1 4-24 山王遺跡 由図町 弥生~中世 包蔵地
389 1 4・3 近見遺跡 近見町 縄文~中世 包蔵地
390 1 4- 6 西祭回遺跡 御幸西祭田町 弥生~平安 包蔵地 賓館、 石包丁
392 1 4- 8 下乙地頭館跡 回迎町 中世 包蔵地 土塁残存
393 1 4- 9 四才町陳屋敷遺跡 田迎町 中世 包蔵地 土塁残存
394 1 4- 1 1  良町一石遺跡 回迎町 弥生 ・ 古 t百 包蔵地 弥生 前期土器出土
395 1 4・ 1 2 南品江西馬出遺跡 南晶江町 弥生~中世 包蔵地
396 1 4- 1 3  中椎因遺跡 八幅町 古墳 ~中世 包蔵地 膏磁
397 1 4- 1 4  マYヒサ屋敷遺跡 八幡町 古墳~中世 包蔵地 土累残存

398 1 4- 1 5  御幸木部遺跡群 御幸木部町 弥生~中世 包蔵地 御幸木部遺跡 ・ 木部箱式石棺 ・ 阿弥陀来迎 i也被文明7、 阿弥陀天文2 、 観音寛政6図像回芥川守拙観音図像線刻板碑
399 1 4・ 1 6 木部六地蔵i吾 御幸木部町 中世 石造物 市 道伝寺跡
399 1 4- 1 6  木部六地蔵堂敷地 御幸木部町 中世 包蔵地 市
400 1 4- 1 7  川尻 外線跡 川尻町 中世 城 川尻氏の居城 . 川尻 械跡
401 1 4- 1 8  学承院跡 野田町 平安 寺社 平安時代間創、 天台宗
402 1 4- 1 9  大慈寺の層i吾 野田町508 鎌倉 石造物 県 2 基、 九重石i吾本来は十三、 永仁5年銘
402 1 4・ 1 9 大慈寺の宝医印i吾 野田町508 鎌窟 石造物 県
402 1 4・ 1 9 大慈寺の宝i吾 野田町508 鎌倉 石造物 県
402 1 4- 1 9  大慈寺境内 野田町508 鎌倉 寺社 県 弘安 5年寒厳義伊創建、 肥後最古の曹洞宗寺院
405 7 -59 池辺寺関連遺跡群 池上町 平安~中世 寺社
454 7 - 54 じゅうげんじ山 吉i買 城山上 代町 古 慣 古 I 買
455 位当なし うまの塚古10 械山上代町 古 t誼 古 111
456 !i当主し 享禄の板碑 城山上 代町 中世 石造物
485 8 - 63 板屋町 ・ 細工町寺院群 板屋町、 細工町 近世 寺社
486 !!当主し 願行寺跡 横手町 近世 寺社
487 8 - 66 繊手町寺院群 検手町 近世 寺社
491 !!当止し 八丁 馬場 板碑群 神 水本町 中世 石造物 3 基
492 !i当主し 大光寺跡 画図町 中世 寺社 板碑、 石仏
493 睦当主し 所島 神社石仏 四図町 近世 石造物
494 1 4-20 回迎下乙遺跡 自迎町田井の島 古 代 ・ 中 世 包蔵i世 六地蔵、 字一石
495 1 4-21 御幸笛田神社遺跡 御幸笛田町 弥生~中世 包蔵地
496 1 4-22 良町遺跡 回迎町良町 弥生 包蔵地

丹時斗同門
什
川相日片同一円

判官
間
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表 (Tab) 2 周辺遺跡一覧表(2)
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県N<l 市N<l 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文弥 生 古 1ft 古 代 中 世 江 戸 種 目リ 指定 l日 遺 跡 名 備 考
497 聾当主し 南高江六地蔵111 南晶江町居屋敷 中世 右造物
498 昌吉止 し 品江機跡 商品江町居屋敷 中世 域
499 話当主し 蓮台寺桧担i吾 蓮台寺町居屋敷 中世 石造物 蓮台寺境内 重石i吾
500 \;当者し 無漏寺跡 世安町川措 中世 寺社 古i吾碑
527 詰当なし 御船手永会所跡 川 尻 町 江戸 包蔵地 出 入船舶監視の役所
528 話当者 し 川尻船積場跡 川 尻 町 近 世 包蔵地 1 50m、 1 3段の石担
530 昌吉右 L 大渡旧街道 野田町 江戸 主通
531 詰当者し 野田町旧寺跡 野田町 近世 寺社
538 ( 7 羽) 仁王堂板碑 池上町 中世 石造物
541 8 ・63 光 明寺跡 呉服町万 2丁目 ほ か 近 世 寺 社
544 8 -75 熊本駅前の石塘 春 日 町 近世 建造物
546 ( 8 ・95) 代継神社の層t吾 中世 建造物
547 ( 8 -lì3) 浄f言寺跡 呉服町万 2丁目 ほ か 中世 寺社
548 詰童書 し 熊本平野条翌跡 古 代 ・ 中 世 生 産
549 詰当な L 熊本平野条里跡 古代 ・中世 生産
550 詰当主し 熊本平野条里跡 古代 ・ 中世 生産

14-23 上 ノ 郷遺跡

熊本県 ( 43) 械南町 (34J)
県N<l 市N<l 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文 弥 生 古 IØ 古 代 中 世 江 戸 4重 別 指定 |日 遺 跡 名 備 考
001 金福寺 赤見 "'J回 中世 寺社 町 薬師堂島 リ 、 菅沼出 土 、 石造物 あ り
002 高の石造六地蔵 塔 間 中世 石造物
003 品の石造宝 塔 晶 中世 石造物 町 正応四年銘、 1 基個人蔵
004 今村倹穴群 今 吉野 ・東原 古111 古員百 須恵器片
005 益械軍団推定地 板野 西天神原 古代 包蔵地 町
006 西天神原(a) 1庄野 西天神原 純文~古代 包蔵地
日07 西天神原 ( b) 坂野 西天神原 縄文~古代 包蔵地 399 
008 東天神原 1長野 東天神原 縄文~古代 包蔵地
009 東天神原 甲 古墳 坂野 東天神原 古111 古積 町 同 繍 、 土製管玉、 東x神原古墳群
010 東天神原乙古i貫 坂野 東天神原 古111 古i責 町 円 i 買 、 土製管玉、 東天神原古墳群
01 1 東天神原丙古i買 坂野 東天神原 古i百 古i責 町 土製管宝、 東天神原古1買群
012 大i軍 山西古I草 坂野 東天神原 古i責 古I員 町 円I賞、 大i草山古i買群
013 大塚山南吉積 坂野 東天神原 古11'1 古島貫 町 円i百、 大場山古Ii!群
023 西天神原償穴群 坂野 西天神原 古墳 古損 町
028 今東原 今 吉野 ・ 西原 弥生 ・ 古 I 貰 包蔵地
030 今村貝爆 今 吉野 ・ 西原 縄文 貝 塚 純文晩lI.日土器
031 今西原 今 吉野 ・ 西原 弥生 埋葬 弥生中期聾棺
032 西福寺 宮池 宮本 弥生 寺社 弥生中期聾棺
033 熊寺古I貫 宮地 宮本 古1百 古i責
034 熊寺跡 宮地 宮本 中世 寺社 町 文永 2 年創造、 最古の禅寺
035 七社宮の雪i吾身 宮地 宮本 中世 石造物 町 天福 年 銘
036 宮本倹穴群 宮地 宮本 古111 古I貫
037 新御堂 宮地 新御堂 縄文 ・ 弥生 包蔵地 縄文晩期、 弥生中期土器 ・ 石庖丁
038 祇園寺跡 宮地 祇園寺 中世 寺社 町 隈牟田荘の初期壮寺、 須恵器 ・ 石造物
039 図貝場 宮地 図 弥生 良厚 町 弥生後期、 須恵土器 ・ 石庖丁、 出土品のみ町指定
040 限庄城跡 隈庄 古城 中世 城跡 町 瓦 出 土
041 域の屍古I貫群 隈庄 古械 古1責 古墳
042 域の鼻犠穴群 隈庄 古城 古i百 古墳

表 (Tab) 3 周辺遺跡一覧表(3)
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県Nn 市Nn 遺 跡 名 所 在 地 時 代 |白石器 縄 文 弥 生 古 i西 古 代 中 世 江 戸 種 別 指定 l日 遺 跡 名 備 考
043 中尾貝i草 宮地 ，胃口 弥生 員塚 弥生中 矧 土器 、 磨石剣 ・ 右庖丁
044 溝口 宮地 ，曹口 弥生 包蔵地 弥生中則土器、 石庖T
045 熊仁寺跡 下宮地 居屋敷 中世 寺社 町 文永 2 年A1Jl童 、 最古の禅寺
046 上 ノ 山 隈圧 上 ノ 山 弥生 埋葬 町 弥生中 期聾倍
047 安募 限庄 安幕 弥生 包蔵地 弥生後 ・ 末矧土器
048 向権現 下宮地 向権現 弥生 包蔵地 弥生後納土器
049 迎 原西 ・ 東 沈 目 迎原西 ・ 東 弥生 包蔵地 弥生土器・ 石庖T
050 沈 目 池頭 沈 目 池頭 塚本 純文 包蔵地 純文早期土器. 押型液状文
051 沈 目 奥野 沈 目 奥野 純文・ 古 I 買 築港 町 県教鯛査I也、 沈 自 土器出土地
051 沈 目 奥野 沈 目 奥野 純文~ 古i百 集活
053 沈 自 横穴群 沈 目 奥野 古 I l'I 古漬 土製管玉
077 黒橋貝塚 下宮地 縄文 ・ 弥生 貝i穿 国 純文・ 弥生 ・ 石器 ・ 土器
078 阿晶員雰 阿 品 東原 純文 貝I享 国 純文中期土器 ・ 骨角 器 、 阿品式発生1也
079 西原 関品 笛原 弥生 埋葬 弥生饗棺
080 阿晶火醇墓跡 東阿品 崎山 中世 ・ 近世 墓地 骨製苦手 目 蔵骨器
081 影熊古墳 伺品 影熊 古漬 古 I 貴 円 I 置
082 阿弥陀尾犠穴群 阿晶 軍m ・ 山 口 古車自 古墳 町 須恵器 ・ 亀 甲 人 骨
083 御領検穴群 東問品 八 y 尾 古i責 古涜 町 須恵器
084 御領貝塚 東阿晶 八 ツ 尾 縄文 員塚 国 蹴文晩期土器 ・土偶、 御領式本拠
085 ア ン ド ン 坂償穴群 東阿晶 子 々 屋 寺 古i百 古i買 町 亀甲
087 一位田繍穴群 東 阿 品 一位回 古i白 古 t責 町 須恵器
090 岸古111群 東 阿 品 岸 古墳 古I貫
091 松手 i草原 松手 純文 包蔵地 純文後期土器
092 権現社 塚原 砥用 弥生 I里再 弥生式Z書館
095 塚原古111群
095 丸山第1-4号古1/1 塚原 丸尾 古1/1 古i責 国 円i目
095 り ゅ う が ん塚古墳 縁原 丸尾 古 I 貰 古t昌 国 円i貫
095 将軍塚古 I 百 塚原 丸尾 古i買 古埼 国 円i置、 鏡 玉 ・短 甲 な ど
095 く ぬ ぎi草古i貰 t軍原 丸尾 古 I 白 古 I 買 国 円i貰
日95 日 焼i軍古煩 I軍原 北原 古i酉 古 I 買 国 曲玉 ・ 管玉 ・ 小玉
095 北原第 1 - 2 号古i貫 鐸原 北原 古111 古 I 責 国 2 号は円滑
095 石 ノ 室古 I 貫 i草原 北原 古i百 古1買 国 円筒状石製品、 突起の あ る 家型石棺
095 花見塚古 I 買 i軍原 北原 古111 古i買 国 鉄剣 ・ 鉄鉱 ・ 金環 ・ 銅銭
095 琵琶塚古憤 I軍原 丸山 古i百 古i貫 国 円筒油輸
095 ニ段i軍 古 I 買 I軍原 丸山 古 I 買 古i貫 国 円1百
095 丸山第 1 - 5 号古i貫 塚原 丸山 古 I 目 古i貫 国 円J!!
095 土取塚古墳 i軍原 丸山 古i罰 古墳 国 前方後円1/1
095 i草原 塚原 上 ノ 原 縄文 ・ 古 I自 包蔵地 国
1 1 3  条里跡 古 代 ・ 中 世 生産

熊本県( 43) 富合町 ( 342)
県Na 市Nn 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 純 文 弥 生 古 JIt 古 代 中 世 江 戸 種 目リ 指定 |日 遺 跡 名 備 考
001 観音寺跡 杉島 中崎 古 代 ・中世 寺社 閉山 日 語、 道冗 と も 『肥後国誌1 に 記
002 開眼の浜 御船手 中世 緑地 道工、 船板L観音像 を 刻 み 開自民のi也 と いう
003 円通寺跡 杉島 久保田 中世 寺社 禅曹、 観世音 、 本尊
004 福勝寺跡 杉島 南江 古 代 ・ 中世 寺社 薬師二尊 をまつ る 、 台宗、 天台延暦末寺
005 極楽寺跡 釈迦堂 天神免 古 代 ・ 中世 寺社 曹洞禅、 本尊釈迦仏
008 光 明寺跡 志 々 水 天神免 古 代 田 中世 寺社 大慈御寺の末寺、 1 299中大慈ニ世鉄山士和尚ノ開墓

に。

周辺遺跡一覧表(4)表 (Tab) 4 



時吋
同
日判官

河
湾
き
閣制
u源

県Na 市Na 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文 弥 生 古 ll! 古 代 中 世 江 戸 種 目1) 指定 |日 遺 跡 名 備 考
010 国町 富合 園町 古墳 ・ 古代 寺社 地表下 1 .5m 、 土師器 ・ 須恵器
01 1 薬普寺跡 杉島 情 ロ 中世 寺社 黄紫宗、 薬師二尊、 十一神将
012 4草津条塁跡 榎津 四の1平 古代 ・ 中世 生産
013 普門寺跡 大町 大岩 中世 寺社 宗 旨 開基 外不明
014 長福寺跡 南田尻 11口 中世 寺社 本尊阿弥陀 2 基 、 付近L大永 7 年板碑
0 1 5  平原窯跡 平原 本生 古代 生産 3 基 、 登 り 窯 、 布 目 瓦 ・ 須恵器
016 ソ ピ 工 石貝塚 木原 鱗天 ・ 鯖i畢 縦文 貝 i翠 制文中 ・ 後 ・ 晩期
0 1 7  西蔵 木原 西口 弥生 埋葬 巨 石 、 喪中官群
018 木原古i貫主平 木原 明熊 古i百 古i貰 栗崎古i賞、 須弥堂古i百
0 1 9  宮山 木原 宮の谷 古代 包蔵地 蔵骨器
020 木原山城跡 木原 城山 ・ 小械 中世 城 仁平年中、 為朝築 く と い う 、 木原山ょに あ り
021 雁固山海上寺跡 木原 小城 中世 寺社 跡地釈迦堂島 り 、 木原不動の臭院
022 阿弥陀寺跡 木原 居屋敷 中世 寺社 路地に板碑 あ り
023 早馬神社跡 木原 明熊 中世 寺社 木原山西裾
024 玉屋寺跡 木原 玉屋寺 中世 寺社
025 長泉寺跡 木原 長泉 中世 寺社
026 神 ノ 上古1轟 平原 神 ノ 上 古墳 古I買 繍穴式石室
027 視;軍械跡 4草津 中碇 中世 械 下屋敷 ・ 中屋敷 ・ 有 り 城跡 は 不明

熊本県 (43) 嘉島町 (442)
県Na 市Na 遺 跡 名 所 在 地 時 代 旧石器 縄 文 弥 生 古 t買 古 代 中 世 江 戸 4主 君1) 指定 |日 遺 跡 名 備 考
001 加瀬川i流域条里跡 下仲間 古代 ・ 中 世 生産
002 ，争事事寺跡 下仲間 中世 寺社
003 善正寺跡 上仲間 居屋敷 中世 寺社
004 大正寺跡 犬測 中世 寺社
007 銭関pfi跡 鎗 浮明 近世 包蔵地
日08 光淋寺跡 総 中世 寺社
009 本木寺跡 総 宮図 中世 寺社

熊本県 (43) 宇土市 (21 1 )
県Na I 市Na 遺 跡 名 所 在 地 時 代 |旧石器 縄 文 弥 生 吉 j貫|古 代|中 世 r工 戸 種 別 |指定 l日 進 跡 名 備 考

岩熊の観音堂 | 岩古曽 近世 建造物 | 七番札所 、 木造+ 面観音音醒立像

周辺遺跡一覧表 的表 (Tab) 5 



倉か ら 細 川 忠利が就封 し た 。 以後細 川 氏 は 明 治維新

ま で12代240年余肥後 を 統治す る 。 (1987 鈴木)

熊本城下 は 白 川 の右岸に構成 さ れ、 城内の二の丸 ・

三 の 丸は重臣の邸宅 に あ て ら れ、 城の北側の京町台

地か ら 東面の坪井 ・ 子飼 ・ 千反畑 ・ 上林 ・ 手取 ・ 高

田原一帯に侍屋敷が配置 さ れた。 城の南手 に は古町

と 呼ばれる 町屋、 南西部 に は新町の 町屋が並 び、 さ

ら に坪井に も 町屋が設 け ら れた 。 城下 の外郭 は水濠

と 土居で固 ま れ、 城下か ら 外への 出 口 に は番所が設

け ら れ、 夜 間 は 門 を 閉 じ る 決 ま り で あ っ た 。 城下 町

は、 は じ め そ の職種に よ っ て 同業者 を 同 じ地域 に 集

め た た め 、 古 町 に は細工町 ・ 板屋 町 ・ 鍛冶屋町 ・ 米

屋町 ・ 魚屋 町 ・ 紺屋 町 ・ 大工 町 ・ 呉服町 ・ 桶屋町 ・

な ど、 新町に は塩屋町 ・ 槍物屋町 ・ 瓶屋町 ・ 鳥屋町 ・

職人町 ・ 桶屋 町 ・ 魚屋 町 な ど、 坪井に は米屋 町 ・ 魚

屋町 ・ 八百屋 町 ・ 職人 町 ・ 鳥 町 な どがあ っ た が、 幕

末に な る と 材各的 な職種に必ず し も 拘束 さ れな く な っ

て い る 。 ( 1987 鈴木)

近年、 熊本市古町遺跡の調査成果 (2004 美濃口 ・

原 田 ) が公表 さ れ、 町屋 の様子が明 ら か に さ れつつ

あ る 。

熊本城下への 日 常生活必需 品 は 主 に海路で高橋港

に 運 び込 ま れ、 坪井川 を 経 て 輸送 さ れた。 そ の た め

高橋 に も 多 く の運送業者や 商庖が軒 を 並べ、 幕末に

は さ ら に下手の小島が物 資搬入保管の港町 と し て栄

え た 。 南の川尻 も 加藤氏の 時代か ら 藩 の 米倉庫が設

け ら れ、 緑川流域の年貢米が集積 さ れ、 多 く の労働

者が集 中 し 、 そ の に ぎ わ い に拍車 を か け た 。 年貢米

を 運 ん で き た 船 は，帰 り に 農業 お よ び 日 常生活 に 必

要な 道具類 を 買 い入れた た め 、 川 尻は刃物 と 木製品

の 製造 な ら びに 木造船の 製作が盛 ん で、 高橋 と と も

に五 ヶ 町の う ち に加 え ら れ商業の 中心地 と も な っ た。

飽田郡の南部 と 託麻郡の大半は水田 地帯で米作 の

中心地であ り 、 馬場楠井手 ・ 大井手な どの取水に よ っ

て用水を 賄 っ た 。 飽田郡北部の金峰 山麓や 託麻郡東

部の台地では畑作が主体で、 麦 ・ 大豆 ・ 小豆 ・ 粟 な

どの穀物が主体であ っ た が、 中 期 頃 に は城下 町へ供

給す る ダ イ コ ン ・ ナ ス ・ カ ブ ・ 唐芋 ・ ニ ン ジ ン ・ ゴ

ボ ウ ・ な どの野菜 (主 と し て根菜類) が近郊農村で

栽培 さ れ、 販売 さ れ る よ う に な っ た (番太 日 記) 。

第E 章 位置と環境

幕末の特産 品 と し て 「肥の後州名所名物数望附」

の な か に松尾の唐芋、 水前寺 の 晒 し葛、 熊本織、 熊

本 白 髪素麺、 水前寺 も や し 、 熊本生蕎麦切 、 水前寺

苔、 白 川 の鮎、 江津の鯉鮒、 は え 、 熊本大小金具彫

物、 細工町キ セ ル 、 象蔽鍔、 加世以多、 朝鮮飴、 真

珠丸 な どが見 え る 。 ( 1987 鈴木)

肥後藩 に お け る 地方行政単位 と し て 手永制度が用

い ら れて い た 。 手永 は 郡 と 村の 中 間 に あ っ て 、 数村

あ る い は 数十村- を 一つ の単位 と す る 行政単位 で あ っ

た。 当 時の御幸木部遺跡群周辺の 木部村 (802石余) 、

中 木部村 (524石余) 、 下 木部村 (414石余) は 、 託

麻郡 田迎手永 に 属 し て い た 。 (2004 池上)

村 を 統括 し 、 村 を 代表す る の が庄屋 で あ る 。 村役

人の う ち 庄屋 ・ 頭百姓 ・ 村横 目 を 村方三役 と い っ た。

村政は、 郡代 ・ 惣庄屋 を 通 し て 達せ ら れ る 「法令」

(村人への伝達方 法 は 高札 ま た は 口 達) に 基づい て

な さ れ る 。 村 は 村 山 ・ 神 田 ・ 用 水路 な どの財産 を 持

ち 、 自 治的 に 運営 さ れ た 。 村規約 ・ 村役人 ・ 座祭 ・

年 中 行事 ・ 農作業な ど む ら の重要な 事柄 は農民の寄

り 合いで決定 さ れ た 。 と く に 正 月 10 日 前後 に 聞 か れ

る 初寄 り 合い は そ の 年 の 基本的 な 約 束事 を 決め る も

の と し て 重視 さ れ た 。 寄 り 合い の 決定事項 は村規約

と し て記録 さ れ、 共 同作業 に 多 く 依存 し た村社会で

は、 違反者に は 出不足銭や過料銭そ の他の罰則が謀

せ ら れた。

肥後で は天草島原 の乱後 に 武士 ・ 町人 ・ 農民 を そ

れぞれ 5 人か ら 7 人ずつ組み合わせ、 檀家名 簿 を 作

り 誓詞 を 書かせ た 。 も と も と キ リ シ タ ン 宗 門取締 り

を 目 的 と し て い た 五 人組 も 、 の ち に は 農作業 に お け

る 相互扶助 ・ 連帯責任 を 義務づけ ら れ、 法 を 犯す者

が出れば五人組 は 連帯責任 を 問 わ れて 罰 せ ら れ た 。

(2004 松本)

以上 を 鑑み る と 今回調査 し た御幸木部遺跡群 は 、

近世期 に は 、 託麻郡 田迎手永 に属 し て お り 、 水 田 地

帯で米作の 中心地 に位置 し て い た こ と が窺 わ れ る 。

[註]
( 1 ) 熊本市文化財課の林 田 和 人氏 の ご教示 に よ る 。
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第 1節 調査の方法

第E章 調査の概要

第 1 節 調査の 方法

調査方法 は 、 5 m 四方の グ リ ッ ド法 を 採用 し た 。

ま ず、 3 つ の調査区約 1.100rri 【調査 1 区 : 約200

d、 調査 2 区 : 約200rri ( 2 区 一 1 : 約100rri、 2 区 一

2 : 約 100rri ) 、 調査 3 区 : 約 700rri ] に つ い て 表土

層 及 ぴ撹乱層 ま で を 重機で除去 し た後、 以下 の層 を

土層観察用 ベ ル ト (幅80cm) を 残 し な が ら 、 一区画

( 5 m X  5 m) 毎 に 人力 で掘 り 下げて い く 方法 を と っ

た。 こ う し て掘 り 出 し た 遺物 は 、 必要に応 じ て一括

取 り 上 げ ま た は 出 土位置及 ぴ高 度 を 記入 し た上で、

取 り 上 げを 行 っ た 。 ベ ル ト は 土層 の確認 を し な が ら

遺物 を 取 り 上 げ た 後 に 取 り 外 し た 。 存在が確認 さ れ

た 遺構 に つ い て は、 そ の都度調査 を 行 い 、 全体 を 1

/ 10，  1 /20の縮尺で実測 図 を 作成 し た ほ か、

遺構の配置 を 確認す る た め の全体図 と し て は 、 1 /

100の地形測量図 を 作成 し た 。

ま た、 そ れぞれの調査段階 に お い て 、 適宜モ ノ ク

ロ と カ ラ ー ス ラ イ ド の 2 種類 を 用 い て 写真撮影 を 実

施 し た 。 空 中写真撮影 は 2 回行い、 調査 1 ・ 2 区 と

3 区 の完掘状況 を デ ジ タ ル モ ザ イ ク で合成写真 を 作

成 し た 。

コ ン タ 図 は 、 河川周辺の土層堆積で あ る た め に調

査 区 に よ り 若干 異 な り 対比が困難で あ る こ と 、 各調

査区 も ほ ぼフ ラ ッ ト であ る こ と か ら 図化 し なか っ た。

土層 断面図や遺構断面 図 か ら お お よ そ の レ ベ ル は読

み取れ る も の と 考 え る 。

調査 3 区 の 西 側 、 約 300rri は ビ ニ ー ル や ガ ラ ス 片

を 含む近代以降の溝があ っ た た め に 表土剥 ぎの際に

掘削 を 行 い 、 そ の 下 層 の 遺物や遺構検出 に努め たが

確認で き な か っ た た め 、 調査区か ら 外 し た 。 ポ イ ン

ト 的 に 土層 断面図の作成 の み行 っ た 。

第 2 節 調査区の設定

本調査に 先 立 ち 平成14年度 (2002) に事業予定地

内 に お い て 確認調査が可 能 な 場所 に任意 に ト レ ン チ

を 設定 し 、 重機 を 用 い て遺跡の確認調査 を 実施 し た。

そ の結果古代~ 中世の遺物や遺構が確認 さ れ、 事業

予定地が本調査対象範囲 と な っ た。

調 査 区 (約 1 ，100rri) は 、 西側l か ら 調査 1 区 (約

200rri) 、 調査 2 区 (約200rri) 【 2 区 一 1 (約100rri) 、

2 区 一 2 (約 100rri) 】 、 調査 3 区 (約700rri) と し

た。

な お 、 調査区 に は 、 測量の基準 と す る た め の調査

用 グ リ ッ ド ( 区画) を 5 m 間 隔 で設置 し た 。 グ リ ッ

ド設定 は 、 4 級 基準点測 量 に よ っ て導 き 出 さ れた 国

土座標 E 系 の メ ッ シ ュ の 方向 に沿っ た も の で、 (株)

旭測量設計への業務委託で行い、 東西軸 を ア ル フ ア

ベ ッ ト で、 南北軸 を 算用 数字で示 し た。 図示 し た グ

リ ッ ド は新測地系 (測地2000) の座標値で あ る 。

第 3 節 層位 と 包含層

本遺跡の基本的 な層位は、 調査区毎で全 く 異 な る 。

よ っ て 同 じ番号 の 土層 で も 違 う 調査 区 で は 違 う 層位

を 示す。 こ れは沖積地の特性 と い え る 。

こ こ で は調査 1 区、 調査 2 区一 1 、 2 区一 2 、 調

査 3 区の順に土層 断面 図 と 共 に 示 し た い。 遺物包含

層 は各調査区 で時代 と 層位が異 な り 、 層 の説明 の 中

で示 し た 。

な お 、 調査 3 区 の 東端 は 、 弥生 ・ 古代の包含層 を

近世の溝が切 っ て い る た め に 近世の溝埋土 よ り 下層

の層位 を 示 し た 。

【調査 1 区】 (図 3 ・ 8 参照)

C 層 暗灰黄色粘質土 (Hue 2.5YR 4/2 : 6-25  

cm) B 層 と 比較 し て し ま り がな く や わ ら か

で フ カ フ カ し て い る 。 ピ ッ ト C の埋土 と 同

じ。

B 層 暗 オ リ ー プ灰色粘質土 (Hue 5GY 4/1 : 4 

-20cm) 

色調は青色でやや し ま る が所 々 に黒褐色の

粘質土 (Hue 2.5YR 3/2) が混 ざる 。 ピ ッ

ト B の埋土 と 同 じ。

A 層 黒褐色粘質土 (Hue 10YR 2/2 : 10-20cm) 

粘性があ り 、 や わ ら かい 。 所 々 に 青灰色

の ブロ ッ ク を 含む。 ピ ッ ト A の埋土 と 同 じ。

① 層 に ぶ い 灰黄褐色砂質土 (Hue 10YR 4/2 : 

6 - 15cm) や や硬 く し ま る 粘質土。 色調 は

や や黄色。

①' 層 に ぶ い灰黄褐色砂質土 (Hue 10YR 4/2 : 

4- 1 5cm) や や 硬 く し ま る 粘質土。 色調 は

や や青色。

- 12 一
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第 3 節 層位と包含層

A ←一一一

物協J 土 ムー B長三土塁、L」

修後修務/放/ 後修復

o 2 m  

C : 暗灰黄色粘質土 (Hue2. 5YR 4 /2) 
B : 暗オ リ ー フ灰色粘質土 (Hue5GY 4 /1 ) 
A : 黒褐色粕質土 (Hue1 OYR2/2) 

① : に ぶ い灰賞縄色粘質土 (Huel 0YR 4 /2)
① 11 11 
② : オ リ ー ブ緑色砂質土 (Hue7. 5YR 3 /1 ) 
③ 11 11 

1.=4.・2旦旦. B 

図 (Fig) 3 調査 1 区東西土層 断面図 s= 1 /1 50 

② 層 オ リ ー ブ黒色砂質土 (Hue 7.5YR 3/1 : 5 ②' 層 黄暗褐色粘質土 (Hue10YR 4/3 : 1 0-23 

-22cm) 非常 に 硬 く し ま り 、 やや粘性の あ cm) 色調 は や や黄色でや や し ま り 、 所 々 は

る 砂質土。 色調 は深緑色 の粒子 を 上層 に多 砂質であ る 。 古代遺構の埋土 に 酷似。

く 含む灰緑色 を 呈 し て い る が、 し ば ら く す

る と 酸化 し て褐色 に 変化す る 。

③ 層 オ リ ー ブ黒色砂質土 (Hue 7.5YR 3/1 : 5 

-22cm) 非常 に 硬 く し ま り 、 やや粘性の あ

る 砂質土。 色調 は 深緑色の粒子 を 含 ま な い

こ と が②層 と の違 い で あ る 。 し ば ら く す る

と 酸化 し て褐色 に 変化す る 。

【調査 2 区 一 1 】 (図 4 ・ 1 2参照)

① 層 に ぶ い 黄櫨色砂質土 (Hue 10YR 4/3 : 10  

-25cm) 近世以降の遺物 を 含 む砂質土。 粒

子が細やかでや や粘質があ る 。

①' 層 灰褐色粘質土 (Hue 7.5YR 4/2 : 4-16cm) 

3 - 5 凹大 の マ ン ガ ン 粒 を 多 く 含む。 場所

に よ り 砂質が強 く な る 。 近世以降の遺物包

含層。

①" 層 灰褐色粘質土 (Hue 7.5YR 4/2 : 6-18cm) 

①' 層 と 比較 し て やや色調が薄い。 3 - 5

皿大の マ ン ガ ン粒が多 い 。

② 層 黄暗褐色粘質土 (HuelOYR 4/3 : 6-40cm) 

3 - 5 mm大の カ ー ボ ン と 焼土 を 含み、 硬 く

し ま る 。 古代の遺物包含層 。

③ 層 に ぷ い黄褐色粘質土 (Hue 1 0YR 5/4 : 1 5  

-5Oc皿) 硬 く し ま る 粘質土。 色調がやや白 っ

ぽい。 場所 に よ り 青灰色 を 呈す る 。

④ 層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR 3/4 : 35-86cm) 

き め の細か い砂質でや わ ら かい。 下層 ほ ど

砂の粒子がや や組 く な る 。

⑤ 層 暗灰黄色砂質土 (Hue2.5YR 4/2 : 10-30 

cm) き め の細かいやや粗い。 所 々 に粘質土

や カ ー ボ ン の 層 が帯状 に入 る 。

⑥ 層 黄灰色粘質土 (Hue2.5YR 4/1 : 18cm - ) 

色調 は や や 暗 い 。 粘質土主体だが所 々 に砂

層 が入 る 。 ま ば ら に カ ー ボ ン が入 る 。

【調査 2 区 一 2 】 (図 5 ・ 1 2参照)

1 層 暗緑灰色粘質土 (Hue7.5GY 3/1 : 20- 50 

cm) 粘質 と 砂質が混 じ る 。 水の影響 を 受 け

て色調が青 U、 。

2 層 灰黄褐色粘質土

3 層 暗褐色砂質土 (Hue7.5YR 3/4 : 35-86cm) 

き め の細かい砂質でや わ ら か い。 下層 ほ ど

砂の粒子がやや粗 く な る 。 2 区一 1 の④層

と 閉 じ。

- 14-



C ←一一一一一一
第 皿 章 調査の概要

L=4. 5∞ !!!.. D 

灰黄褐色粘質土 (Huel 0YR 4/2) 3 - 5 mm大のカーボン ・ 5 - 2 0 mm大の焼土を多 く 含む
古代の遺物包含層を切る

E ι一一一一一一一 一」竺主並旦.. F 
① 

G o-一一一一一一 凶川一一

G (砂質土) ① 
①

' 

A ←一一司7 L=3. 5∞ m 【ーーーーーーーーーー量同・ M 

① : に ぶ い黄櫨色砂質土 (Hue1 OYR4/3) 

② : 黄暗褐色粘質土 (Hue1 OYR4/3) 
古代の遺物包含層

③ に ぶ い黄褐色粘質土 (Hue1 0YR5/4)
④ : 暗褐色砂質土 (Hue7. 5YR3/4)
⑤ : 暗灰黄色砂質土 (Hue2. 5YR4/2) 

ζ二二Z
2 m 

⑥ : 黄灰色粘質土 (Hue2. 5YR4/ 1 )  
① 灰褐色粘質土 (Hue7. 5YR4/2) 
① 灰褐色粘質土 (Hue7. 5YR4/2) 
② 黄暗褐色粘質土 (Hue1 OYR4/3) 

図 (Fig) 4 調査 2 区 一 1 土層断面 s= 1 /50 

L斗占旦旦. J 

客 土 ① : 精緑灰色粘質土 (Hue 7 .  5GY 3/1 )  

② 

② 灰黄褐色粘質土

③ ・ 暗褐色砂質土 (Hue 7 . 5YR 3/4 ) 

o 2 m 

図 (Fig) 5 調査 2 区 一 2 土眉 断面 s= 1 /1 00 

-15一



第 3 節 層位 と 包含層

G ι一一一 L=3 ∞ m 

L=3 ∞ m 
石

L=3. ∞ m 

Jι??担二 ーミて 一 一→r寸 受

..タタグd放後--

① : オ リ ー ブ黒色粘質土 (Hue7. 5Y3/1 )
② : オ リ ー フ黒色粘質土 (Hue7. 5Y3/1 )
③ : 黒色粘質土 (Hue5Y2/1 )
④ : 黒色砂質土 (Hue7. 5Y2/1 )
⑤ ・ 黒色砂質土 (Hue7 . 5Y2/1 )

竺竺.m H 

9 ?m 

⑥ : オ リ ー ブ黒色砂質土 (Hue7. 5Y3/2)
⑦ ・ オ リ ー ブ黒色砂質土 (Hue5Y3/2)
⑧ : 黒褐色砂質土 (Hue2. 5Y3/1 ) 
⑨ : 褐色粘質土 (Hue7. 5YR4/3)

図 (Fig) 6 調査 3 区東西土層 断面図 8 = 1 /1 00 

- 16 一



【調査 3 区】 (図 6 ・ 7 参照)

(第 1 地点) G - H  

① 層 オ リ ー プ黒色粘質土 (Hue7.5Y 3/1 : 30cm 

- ) き め が細 か く や わ ら かい粘質土だが、

部分的 に硬 く し ま る 所 も あ る 。 乾燥す る と

非常 に硬 く し ま る 。 近世の陶磁器 を 中 心 に

弥生~近世の遺物 を 含む。 S006の埋土。

② 層 オ リ ー プ黒色粘質土 (Hue7.5Y 3/1 : 10-

25cm) き め が細か く 粘質が強い層。 上層と

比較 し て色調が暗い。 青黒色 の ブ ロ ッ ク を

所 々 に含む。 近世の 陶磁器 を 中 心 に 弥生~

近世の遺物 を 多 く 含む。 S006の埋土。

③ 層 黒色粘質土 (Hue5Y 2/1 : 5-25cm) き め

非常 に 粘性が強 く 部分的 に し かみ ら れな い

層 。 マ ン ガ ン と 考 え ら れ る 粒子や青色の プ

ロ ッ ク ( 2 - 3 cm大) が含 ま れ る 。

④ 層 黒色砂質土 (Hue7.5Y 2/1 : 17-35cm) き

めが細か く 、 ガチ ガチ に硬 く し ま る 。 ガチ

ガチ に硬 く し ま る こ と か ら 当 時芦原等の湿

地帯の環境下 に 置か れて い た こ と が推測 さ

れ る 。 ( 1 )

⑤ 層 黒色砂質土 (Hue7.5Y 2/1 : 15-30cm) き

めが細 か く 非常 に硬 く し ま る 。 上層 と 比較

す る と 色調がや や 明 る い 。 こ の層 も 当 時芦

原等の湿地帯 の環境下 に置かれて い た こ と

が推測 さ れ る 。

⑥ 層 オ リ ー プ黒色砂質土 (Hue7.5Y 3/2 : 4-

24cm) 非常 に硬 く し ま る 。 色調がや や 明 る

く 、 褐色 に 近 い 。 こ の層 も 当 時芦原等の湿

地帯の環境下 に置かれて い た こ と が推測 さ

れ る 。

⑦ 層 オ リ ー プ黒色砂質土 (Hue5Y 3/2 : 4-10  

cm) 上層 と 同様 に き め が細 か く 非常に硬 く

し ま る 。 ラ ミ ナ構造がみ ら れ、 上下層 と 共

に縞模様の ラ イ ン がみ ら れ る 。 こ の層 も 当

時芦原等の湿地帯の環境下 に置かれて い た

こ と が推測 さ れ る 。

⑧ 層 黒褐色砂質土 (Hue2.5Y 3/1 : 36-48岨)

き め が細か く 非常 に硬 く し ま る 砂質土。 こ

の層 も 当 時芦原等の湿地帯 の環境下 に置か

第 E 章 調 査の概要

れて い た こ と が推測 さ れ る 。

⑨ 層 褐色粘質土 (Hue7.5Y 4/3 : 52cm-) き め

が細か く や わ ら かい粘質土。 所 々 に棒状の

酸化鉄の塊 を 含む。 こ れ よ り 下層 に も 遺物

包含層 が存在す る 可能性 は あ る が、 出水が

激 し く こ れ以上の掘削 は不可能で あ る 。

(第 2 地点) A - B 

① 層 オ リ ー プ黒色粘質土

青灰と黒灰の 混合土。 パサパサ し て い る 。

新 し い溝 の堆積物。

② 層 黄色粘質土

や や し ま る 。

③ 層 青灰色粘質土

やや し ま る 。

④ 層 オ リ ー プ黒色粘質土

粘性が強 い 。

(第 3 地点) C - D  

① 層 客土

② 層 黄色粘質土

粘質が強 い がや や し ま る 。

③ 層 青灰色粘質土

やや砂質が強 u 、 。

④ 層 オ リ ー プ黒色粘質土

粘性が強 い。 溝 の堆積物。

⑤ 層 黄色粘質土

パサパサ し て や や し ま る 。

⑥ 層 青灰色粘質土

や や し ま る 。

⑦ 層 青灰色砂質土

や や や わ ら かい。

⑧ 層 黒褐色粘質土

ガチ ガチ に硬 く し ま る 。

⑨ 層 黒褐色粘質土

ガチ ガチ に硬 く し ま る 。 上層 と 比較 し て色

調がや や 明 る い 。
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第 3 節 !町立 と 包合 問

24 25 26 27 28 29 30 31  32 33 34 35 36 37 38 39 40 4 1  4 2  43 44 45 46 

x 
ー〆" H 

Y 

Z 

A ⑧ 
B 

c 

D 

E 

F レ/レ/

戸/〆
G レ/ -------!-斗，-------
H (レ//ra EJ草地ィJ長

第 3 l�l点
o 1 0 m 

A 
L=4. 500m 
一一 B c-一一

L=4. 500m 
一一ー D トー

伽

コ ンク リ ー ト
コ ノク リ ー ト 客土

砂利
砂利 ① 

① 客土 ① ① 客土
② オ リ ーブ黒色粘質土② ② 黄色粘質土 ② ③ 黒灰色粘質土

③ ③ 青灰色粘質土 ③ ④ 砂居;:L ① オ リーブ黒色粘質土 ④ オ リ ーブ黒色粘質土 目l ⑤ ⑤ S006の①に酷似
② 黄色粘質土 ，膏 ④ ⑤ ⑤ 黄色粘質土 の ⑦ ⑥ S006の②に酷似

③ 青灰色粘質土 ⑥ 青灰色粘質土 ⑥ ⑦ S006の③に酷似
③ ⑥ ;帯 ③ 青灰色土

⑦ 青灰色粘質土 ⑨ ④ オ リーブ黒色粘質土 ① Q� ⑨ 灰色土
⑥ ⑧ 黒褐色砂質土 ⑩ 青灰色土⑪ 

④ ⑨ 黒褐色砂質土 ↓ 一 一 一 ⑪ 日音褐色土
一 ー + ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一

o 2m 
S = 1 /80 l 

図 (Fig) 7 調査 3 区土層 断面図

(第 4 地点) E - F ガチ ガチ に 硬 く し ま る 。

① 層 客土
② 層 オ リ ー ブ 黒色粘質土

粘質があ る 。

③ 層 黒灰色粘質土

砂質が強い。

④ 層 砂層
⑤ 層 S006の①層 に 酷似 ( 1豆127参照)

⑥ 層 S006の②層 に 酷似 ( 1�127参照)

⑦ 層 S006の③層 に 酷似 ( 1豆1 27参n�l)

③ 層 青灰色土

⑨ 層 灰色土
ガチ ガチ に 硬 く し ま る 。 色 調 がやや茶色。

⑩ 層 青灰色土

ガチ ガチ に 硬 く し ま る 。

⑪ 層 H音褐色土

ガチ ガチ に 磁 く し ま る 。

[ 1l1 1  
( I ) 県文化説の 馬場正弘氏の ご教示 に よ る 。
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第N章 調査の結果

第 1 節 は じ めに

【遺 構】

こ の遺跡で確認 さ れ た 遺構 は 、 ピ ッ ト を 省 い て 17

基 で あ る 。 遺構番号 はSOOl -S01 7 ま で で あ る 。 検

出 し た ピ ッ ト は、 56基 (調査 1 区 : 37基， 調査 2 区 :

18基) に の ぼ る 。

調査 1 区 は38基の ピ ッ ト の みで、 弥生時代の土器

片 を 含む ピ ッ ト が16基確認 さ れた。 埋土 は 3 種類 に

分かれ る 。

調査 2 区 は 、 ②層 を 中心 に し た 上層 と ②' 層 を 中

心 に し た下層 に 分かれ る が、 古代 の 土抗 2 基 ・ 溝 l

条、 時期不 明 の 土墳墓 1 基 ・ 溝 1 条が確認 さ れた。

調査 3 区 は 、 弥生時代の住居跡 3 基 ・ 溝 1 条 ・ 土

抗 1 基 ・ 不明遺構 1 基、 近世の講 1 条 ・ 士抗 1 基、

時期不 明 の 土抗 4 基 ・ 溝 1 条 ・ 不明遺構 1 基が確認

さ れた 。 ま た 、 調査区 と の境に古代の遺物 を含む包

含層 及 び遺構が確認 さ れ た が、 調査区外に あ た る た

め掘削 は 避 け た 。

遺構 内 か ら 出 土 し た 遺物 に つ い て は 、 基本的 に 主

要な遺物、 床面近 く の遺物や遺構 に伴 う と 考 え ら れ

る 遺物 を 平面 図 に 実測 し 、 レ ベ ル を 記録 し て 、 点上

げ遺物 と し た 。 し か し 、 中 に は 一括で遺物 を 上 げて

し ま っ た 遺構 も あ る 。

遺構の 時期 区分 と し て は 、 ①弥生時代後期 ~終末

期、 ②古代、 ③近世、 ④時期不明 と し て調査区毎 に

扱 う こ と に し た。

【遺 物】

出 土遺物 は 、 遺構、 包含層 を 含 め て 、 網 コ ン テ ナ

(46cm x 61cm x 20cmの大 き さ ) に約20箱分の量であ っ

た。 ほ と ん どが調査 3 区 の遺物であ り 、 近世の陶磁

器や弥生の土器で あ っ た 。

こ れ ら の遺物 も 調査区、 時期別 に 扱 う こ と に し た。

取 り あ げる 遺構 を 調査区毎、 時期別 、 種別毎 に並

べ る と 以下 の と お り に な る 。

1 ) 調査 1 区

①時期不 明

ピ ッ ト (37基)

2 ) 調査 2 区

①古代

SOOl ・ 002 (士坑) 、 003 (溝)

②時期不 明

S004 (土墳墓) 、 005 (構)
3 ) 調査 3 区

①弥生時代

第 W 章 調査の結果

S009 ・ 012 ・ 016 ( 竪穴式住居) 、 007 (土坑) 、

011  (溝)

②近世

S006 (溝) 、 014 (土坑)

③時期不 明

S008 ・ 010 ・ 013 ・ 015 (土坑) 、 018 (溝) 、

017 (不明遺構)

4 ) 調査区外

①近世以降

井戸 ( 1 基)

第 2 節 遺 構

1 ) 調査 1 区 (図 8 参照)

①時期不 明

ピ ッ ト は 、 37基確認 さ れ た 。 埋土 は 、 3 種類 に 分

類で き る 。 士層 断面図 に あ る A . B .  C の 層 に 酷似

し て い る ので、 そ れぞれの時期 に掘 り 込 ま れた ピ ッ

ト と 考 え ら れ る 。 そ の う ち 弥生土器 を 含む ピ ッ ト が

12基 あ り 、 カ ッ ト 痕跡 を 持つ柱の先端部 を 残存 し て

い る ピ ッ ト も 1 基あ る 。 地下水脈があ り 常 に水の影

響があ っ た こ と が木質部の 原 因 だ と 考 え ら れ る 。 弥

生土器片 を 含ん で い る 事か ら 弥生時代の 可能性が高

いが、 断言はで き な いため、 こ こ で は時期不明の ピ ッ

ト と し て お き た い 。

ピ ッ ト 31 は 、 柱材 を 含 ん で い る 事か ら 、 掘立柱建

物や竪穴住居跡、の柱痕の可能性が考 え ら れ る が、 う

ま く 並 ば な い の で、 詳細 は不明 で あ る o

な お 、 柱材の樹種 は 、 ア ワ ブ キ 属 で あ り 、 温帯に

広 く 分布す る 常緑 ま た は 落葉性の小木 ま た は 高 木で

あ る こ と が樹種同 定の 結果判 明 し て い る 。 詳細 は 第

V 章の 自 然科学分析の結果 を 参照 さ れた し 。

【覆土 A 層 の ピ ッ ト 】 (図 9 - 1 1 参照)

(覆土の特徴)

覆土 A 層 の ピ ッ ト は 、 黒褐色粘質土 (Hue 10YR 

2/2 : 1O-20cm) で、 粘性があ り 、 や わ ら かい。 所 々
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図 (Fig) 8 調査 1 区遺構配置図

に青灰色 の ブ ロ ッ ク を 含む土であ る O 土層断面では、

3 層 の う ち 一番古 い堆積層 に あ た る 。

(形状 ・ 数 ・ 位置な ど )

22基存在す る 。 調 査 区 の南側 に 多 い 傾 向 がみ ら れ

る 。 大 き さ は径20� 1 00cm、 深 さ 8 �48cm で 、 土坑

状の も の も 含 ま れ る 。

( 出土遺物 な ど )

出 土遺物 を含んでいた ピ ッ ト は、 ピ ッ ト 2 ( 3 点 ・

内 1 点 は黒髪式土器 の 口縁部) 、 7 ( 小 片 1 点) 、 9

( 1 点) 、 12 ( 小 片 1 点) 、 1 7 (翠の 口縁部 1 点 ) 、 20

( 5 点) 、 27 ( 2 点 : 内 1 点 は丹塗 り 土器片) で全て

弥生土器片 で あ っ た。

4 は 、 ピ ッ ト 27か ら 出 土 し た 弥生土器で あ る 。 鉢

形土器か高杯形土器の 口縁部 と 考 え ら れ る 。

【覆土 B 層 の ピ ッ ト 】 (図 9 �11参照)

(覆土の特徴)

覆 土 B 層 の ピ ッ ト は 、 H音 オ リ ー ブ 灰 色 粘 質 土

(Hue 5GY 4/1 : 4 � 20cm) 色 調 は 青 色 で や や し ま

る が所 々 に黒褐色の粘質土 (Hue 2.5YR 3/2) が混

ざる 土であ る 。 土 層 断面 で は 、 A 層 の 上層 に あ た る 。

- 20 一
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f 土A _ 黒褐色粘質 土 (Hue 1 OYR2/2) 

粘性があ り やわ ら か い 。 所 々 に
青灰色 ブ ロ ッ ヲ を含む 。 土居 に断面酷似。

園田畑 暗オ リ ー ブ灰色粘質土 (Hue5GY4/1 ) が主体で
覆土 B .圃圃圃園田 黒褐色粘質土 (Hue2. 5Y3/2) ga混 じ る 。 やや し ま る 。

土居断函のBJ習 に酷似。

覆土C L二コ 日昔灰黄色粘質土 (Hue2. 5Y 4/2) BJ曹 と 比較 し て
し ま り がな く やわ ら か で フ カ フ カ し て い る 。
土層断のC陪に酷似。勺句、

ダ/1; 
-\-

.FL修11
ピ ッ ト の 断 面 は ・ 印 を 基 点 に
左 右 に 切 っ て 見通 す 。

5 m  

図 (Fig) 9 ピ ッ ト 実測図
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第 2 節 遺構

務� 珍疹多 • 
Pit 1 Pit 2 Pit 3 Pit 4 

務� 疹務
Pit 5 Pit 6 Pit 7 Pit 9 

-ーーーーー

務� 勿d後 務家
Pit1 0 Pit1 1 Pit1 2 Pit1 3 

.圃・・・・・

努勿� 物労働 務� 務�
Pit1 4 Pit1 5 Pit1 7 Pit1 8 

一

初放� 疹I 疹?I
Pit20 Pit21 Pit22 Pit23 

家Z 務I 努務 物
Pit24 Pit25 Pit28 Pit29 

務家 多I • 蕩蕩
Pit30 Pit3 1 Pit33 Pit34 

家� 務多 務 物務
Pit35 Pit36 Pit37 Pit38 

レベルはすべて 。 1 m  
L = 1 .800m に統一 S = 1 /40 | 目 目

図 (Fig) 1 0  ピ ッ ト 断面図 ( 1 ) 
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第 W 章 調査の結果

務 後紛 務多亥
Pit1 6 Pit26 Pit27 Pit32 

レベルはすべて
し = 1 .800m に統一 O 

5 = 1 /40 l;;;;ーーーー
1 m 

一込 1 ーマ ーマ ーマ

O 1 0cm 
5 = 1 / 3 回

図 (Fig) 1 1  ピ ッ ト 断面図及び出土遺物実測図 ( 2 ) 

(形状 ・ 数 ・ 位置な ど)

11基存在す る 。 調査区の北側 に 多 い傾向がみ ら れ

る 。 大 き さ は径20-40cm、 深 さ 5 -20cmで、 土坑状

の も の も 含 ま れ る 。

(出土遺物な ど)

出 土遺物 を 含ん で い た ピ ッ ト は 、 ピ ッ ト 25、 26、

31 、 32、 34、 35、 37であ り 、 1 - 3 点 の弥生土器片

を 含 ん で い た 。 な お 、 ビ ッ ト 31 に は 、 カ ッ ト 痕跡 を

持つ柱の先端部が残存 し て い た 。

3 は ピ ッ ト 26か ら 、 5 は ピ ッ ト 32か ら 出 土 し た 弥

生土器で あ る 。 いずれ も 整形土器の 口縁部で、 内側

に細長 く 突起が伸 び、 外側 に も 同 様 に 伸 び上が る と

い う 弥生時代 中期後半期 の黒髪式土器の特徴 を 備 え

て い る 。

【覆土 C 層 の ピ ッ ト 】 (図 9 ....... 1 1 参照)

(覆土の特徴)

覆土 C 層 の ピ ッ ト は 、 暗灰黄色粘質土 (Hue 2.5 

Y 4/2 : 6-25cm) B 層 と 比較 し て し ま り が な く や

わ ら かで フ カ フ カ し て い る 土であ る 。 土層 断面で は、

3 層 の う ち 一番新 し い堆積層 に あ た る 。

(形状 ・ 数 ・ 位置な ど)

4 基存在す る 。 調査区の北側 に み ら れ る 。 大 き さ

は径15-70cm、 深 さ 5 -22cmで、 土坑状の も の も 含

ま れ る 。

(出土遺物な ど)

出土遺物 を含んでいた ピ ッ ト は、 ピ ッ ト 16 ( 3 点) 、

22 ( 1 点) で あ り 、 全て 弥生土器片 で あ っ た 。

1 は ピ ッ ト 16か ら 出 土 し た 弥生土器で あ る 。 器台

の脚部 だ と 考 え ら れ る 。

2 は ピ ッ ト 16か ら 出 土 し た 弥生土器で あ る 。 聾形

土器の 口縁部で、 肥厚す る こ と か ら 弥生時代 中期前

半期 の様相 を 示す土器で あ る 。

2 ) 調査 2 区 ( 図 1 2参照)

遺構検出面の レ ベ ル の 違 い か ら 上層 と 下層 に 分か

れ る 。 上層 の覆土 は②層 、 下 層 の 覆土 は②・ が基本

に な っ て い る 。

①古代

・ 土坑 ( 2 基 上層

【 S 0 0 1 】 ( 図 1 3参照)

[確認位置] 調査 2 区 一 l 、 S - 19 グ リ ッ ド。

標高約2.9m。

[形状] 楕円形

[大き さ ] 長軸 : 約90cm-、 短軸 : 約60cm、 深 さ :

約10cm。

[覆土] 1 層 焼土混 じ り の 暗褐色土)

[切 り 合い 関係] 近代以降の新 し い溝 に 部分的 に切

ら れ る 。

[遺物の 出土状況] 床面か ら やや浮い た状態 で 出 土。
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第 2 節 迂I桃
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図 (Fig) 1 2  調査 2 区上層 (上) ・ 下層 (下) 遺構配置図
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9 (8002) 
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図 (Fig) 1 3  土坑 (S001 ・ 002) 実測図及び出土遺物実測図

[出土遺物量]

SOO l か ら 出 土 し た 遺物 は 、 古 代 土 師 器 の 誕 片 が

1 1 点 で あ っ た 。 小 片 の 為紹 介 し な い。

[遺構の性格]

切 り 合 い があ り 、 正確 な 全体 プ ラ ン は 不 明 だが、

あ ま り 大 き く な い と 考 え ら れ る 。 覆土が焼土混 じ り

の H音褐色土で、 あ り 、 部分的 に 焼土が強 い こ と か ら 、

古代の焼土坑の可能性 も 考 え ら れ る 。 土師端は小片

の 為 、 詳細 な 時期 は 不 明 で あ る 。

【 S 0 0 2 】 ( 図 1 3参照)

[確認位置] 調 査 2 区 一 1 、 S - 1 8 . 1 9 グ リ ッ ド。

標高約 3 m 。

[ 丹形:��状犬] f梓椅{告告i詰討叩J汗H'仁引:
[大き さ ] 長1車取判軸!I引拍11山11 : 約 1 43c叩m、 短*111 : 約 78cm、 深 さ ・

約20cm。

[覆土] 1 層 カ ー ボ ン 混 じ り の H音褐色粘質土)

[切 り 合 い 関係] な し。

[遺物の 出土状況] 床面 か ら や や 浮 い た状態 で 出土。

こ の遺構に ほ ぼ伴 う も の と 考 え ら れ る 。

[出土遺物量]

S009か ら 出 土 し た 造 物 は 、 古 代 の 須恵 器 と 土 師

器片が 9 点 で あ っ た。

[出土遺物の観察]

紹 介す る 造物 は 土 師器 3 点 、 須恵器 1 点 で あ る 。

6 は 、 土 mn器の護で、 仁l 縁音1\で、 あ る 。 外面 ハ ケ 後 ナ

デ調整 を 行 っ て い る 。

7 は 、 須 恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 綱 田 氏 の 研 究 成 果

( 1994 ・ 2003 網 田 ) に 照 ら せ ば、 8 世紀 後 半 期 の

範11惇で捉 え る こ と が可 能 と 考 え ら れ る 。

8 は 、 土師器の高台付 き 杯の 高 台 部 で あ る 。 復元

底径が8.0cmで、 あ る 。

9 は 、 土師器の杯 も し く は 高杯の杯部 で あ る 。 内

外面 に 赤彩が残 る 。

[遺備の性格]
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第 2 節 遺構

@ 5005 
わ

;ミミ\

②す務

亡コヨ
1 0

O 
8 = 1 /60 l 

後勿�

核家

� 
- 見通しの遺物

2 m  
E二二Eニヨ

8003 
① : 灰黄褐色粘質土 (Huel 0YR4/2)

8005 
① : 暗灰黄粕質土 (Hue2.5Y4/2) 
② : 貧灰色粘質土 (Hue2.5Y4/1 )
③ : 褐灰色粕質土 (Huel 0YR511 )

1 0 (8003) 

O 
8 = 1 / 3 l Eニニヨ

1 0cm 

図 (Fig) 1 4  溝 (5003 ・ 005) 実測図及び出土遺物実測図

覆土は、 カ ー ボ ン を多 く 含む暗褐色粘質土であ る 。

形状 も や や い びつ で あ り 、 詳細 は不明 で あ る 。

- 溝 ( 1 条 下層

【 8 0 0 3 】 (図 1 4参照)

[確認位置] 調査 2 区 一 1 、 S . T - 19 グ リ ッ ド。

標高約2.6-2.8m。

[大 き さ ] 長 さ : 540cm- 、 幅 : 30-40cm、 深 さ :

10- 15cm。

[覆土] 1 層 : 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR4/2) 0.5 

- 2 阻大 の カ ー ボ ン 、 5 -10皿大の焼土 を 所 々 に含

むや や し ま る 粘質土。 色調がやや 白 く 、 部分的 に砂

粒 も 含む。

[切 り 合 い 関係] 無 し 。

[遺物の 出土状況] 須恵器は 、 ほ ほ講の床面に貼 り

付 い た形で 出 土。 溝廃絶後 の 時期 に伴 う も の と 考 え

ら れ る 。

[出土遺物量]

S003 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 古代 の 須恵器 と 土師

器片が10点で あ っ た 。

[出土遺物の観察]

紹介す る 遺物 は須恵器 1 点のみであ る 。 土師器は、

胴部のみで あ る こ と か ら 割愛す る 。

10は、 須恵器の高台付 き の杯で ほ ぼ完形あ る 。 網

田氏の研究成果 に 照 ら せ ば、 8 世紀後半期 の 範曙で

捉え る こ と が可能 と 考 え ら れ る 。

[遺構の性格]

溝 に は レ ベ ル差があ り 、 南側 か ら 北側へ落 ち て い

る 。 レ ベ ル差や溝 の 覆土 に 部分的 に砂粒 も 混 じ る こ

と か ら 水が流れて い た こ と が推定 さ れ る 。 耕作等 に

関す る も の で あ ろ う か ?

ま た 、 南側が途切 れ て い る の は高 い た め に削平 さ

れ て い る か ら で あ ろ う 。 旧 地形は、 元 々 南側 が高 く

続い て い た も の と 考 え ら れ る 。 北側 はS005 と 直交

す る と 考 え ら れ る が、 調査区外の た め に切 り あ い 関

係 も 含め て不明で あ る 。 時期 は 出 土遺物か ら 8 世紀

後半期 と 考 え ら れ る 。

②時期不 明

・ 土塘墓 ( 1 基 上層
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@ ぎ至宝忌冨邑 《三三三三三込 ιぞA ←ー ー→ B

粉骨範囲

L=2. 000m A ←一 一一・

S =1/40 ? 1� 

図 (Fig) 1 5  土墳墓 (5004) 実測図

【 S 0 0 4 】 (図 1 4参照)

[確認位置] 調査 2 区 一 1 、 S 、 T - 19 グ リ ッ ド。

標高約 1.85m 。

[形状] 楕 円 形

[大 き さ ] 長軸 : 約 1 90cm、 幅 : 約60cm、 深 さ : 約 1

0-20cm。

[覆土] 1 層 : (②' 層 に 酷似)

[切 り 合い関係] 土墳墓の頭部周辺を上層か ら の ピ ッ

ト 状の撹乱 (炭化物 を 多 く 含む) があ っ た 。 ま た 、

こ の土墳墓の覆土 と 酷似す る 色調が白 っ ぽい粘質が

広がっ て い た の で 、 掘削 を 行 っ た が切 り あ い 関係 は

不明であ っ た。

[出土遺物] こ の遺構 に伴 う も の は な い。 た だ し 、

切 り あ い 関係がは っ き り し な い土墳墓 の 覆土 と 酷似

す る 色調が白 っ ぽい粘質の 中 か ら 1 点の須恵器が出

土 し た 。 高台付 き 杯の 高 台部 と 考 え ら れ る 。

[遺構の性格]

こ の 土嬢墓の詳細 な所見 は 、 第 V 章 に 譲 る こ と に

す る が、 埋葬姿勢が仰臥状態 の男性であ る こ と が判

明 し た 。 時期 は 土壌墓の頭部周 辺 を 上層 か ら の ピ ッ

ト 状の撹乱 (炭化物 を 多 く 含む ) があ っ た の で、 そ

の 炭化物 で放射性炭素 年代測定 (AMS法) を 行 っ

た 結果 、 較正年代がAD530年 と い う 数字が 出 た 。

こ の 数値 を 信用 す る な ら ば、 6 世紀前半以前 の土壌
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墓 と い う こ と に な る 0

・ 溝 ( 1 条 下層

【 S 0 0 5 】 (図 1 4参照)

[確認位置] 調査 2 区 一 1 、 R - 19 グ リ ッ ド。

標高約2.6m。

[大き さ ] 長 さ : 270cm-、 幅 : 1 10cm- 、 深 さ : 10 

-15cm。

[種土] 3 層 に 分層

1 層 : 暗灰黄色粘質土 (Hue2.5YR412) 色調がやや

白 く 、 やや し ま る 粘質土。 5 皿大 の マ ン ガ ン粒 を 多

く 含む。 5 - 10醐大の カ ー ボ ン 粒 も 所 々 に含む。

2 層 : 黄灰色粘質土 (Hue2.5YR4/1 ) 1 層 と 比較す

る と 色調 は青 く 、 粘性 も や や 強 い 。 マ ン ガ ン 粒 は 約

10皿大 と 大 き く 所 々 に 含 む。

3 層 : 褐灰色粘質土 (Hue10YR5/1 ) 粘性が強 い が

所 々 に砂粒 を 含む。 下層 の マ ン ガ ン を 含 む層 に か な

り 近 く 、 褐色 を 呈す る 。

[切 り 合 い 関係] 近代以降の新 し い溝 に 切 ら れ る 。

[遺物の 出 土状況] な し 。

[遺構の性格]

溝 に は レ ベ ル差がほ と ん ど な い が、 北東か ら 南西

側 に 流れて い た可能性が考 え ら れ る 。 調査区外 に つ

な がっ て い る た め に講の 幅 は 不 明 だが、 さ ほ ど大 き

な溝で は な さ そ う で あ る 。 マ ン ガ ン 粒が多 い こ と か
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図 (Fig) 1 6  ピ ッ ト (上層 ・ 下層 ) 実測図

- 28 一



ら 水が流 れ た り 枯 れ た り し て い た 可能性が高 い 。 S

003同 様、 耕作等 に 関 す る 溝 の 可能性が考 え ら れ る 。

覆 土 の 色 調 がS003 と 似 て い る た め 同 時期 の 可 能性

が考 え ら れ る が、 出 土遺物がな い た め に 詳細 は不明

であ る 。

・ ピ ッ ト ( 7 基 : 上層、 9 基 : 下層、 2 基 : 2 区-

2 の下層) ( 図 1 6参照)

【 7 基 : 2 区一 1 上層】

(覆土の特徴)

覆土 は 、 ②層 で あ る が、 カ ー ボ ン や焼土 を 含む も

の も あ る 。

(形状 ・ 数 ・ 出土遺物など)

7 基存在す る 。 大 き さ は約 12-35cm、 深 さ 5 -30 

cmで、 土坑状の も の も 含 ま れ る 。 ピ ッ ト 6 は 、 焼土

坑の可能性が高 く 、 遺物 は古代土師器の小片が数点

出 土 し た の み で あ る 。

【 9 基 : 2 区一 1 下層】

(覆土の特徴)

覆土 は 、 基本的 に②' 層 であ る 。

(形状 ・ 数 ・ 出土遺物 な ど )

9 基存在す る 。 大 き さ は約 12-50cm、 深 さ 10-45

C皿で、 土坑状の も の も 含 ま れる 。 遺物 は出土 し な かっ

た。

【 2 基 : 2 区- 2 下層】

(覆土の特徴)

覆土 は 、 灰黄褐色粘質土で あ る 。

(形状 ・ 数 ・ 出土遺物な ど)

2 基存在す る 。 2 区- 2 で は遺構 は こ の 2 基のみ

であ る 。 大 き さ は約30-40cm、 深 さ 30-60cmで遺物

も ピ ッ ト 2 か ら 弥生土器片が 1 点 出 土 し て い る の み

である 。 レベルは調査 1 区の ピ ッ ト と ほぼ同 じであ る 。

3 ) 調査 3 区 ( 図 1 7参照)

調査 3 区 の南側 は 、 撹乱や ビ ニ ー ル等 を 含む新 し

い溝が大方 を 占 め て お り 、 そ の 下層 も 遺物や遺構が

確認で き な か っ た た め、 北側 の約450rrl の調査 を 行 っ

た 。

弥生 の遺構等 を 切 っ た 近世の溝が中心 を な し て お

り 、 一部施行区外に な る 古代の包含層 及 び遺構等 は

未調査の ま ま で あ る 。 し か し 、 表土剥 ぎの際に 出 土

し た古代包含層上部の遺物 は紹介を 行 う こ と に し た。

①弥生時代

・ 竪穴住居跡 ( 3 軒)

【 S 0 1 2 】 ( 図 1 8参照)

[確認位置] B - 40 ・ 41 グ リ ッ ド 。

標高約2.4m 。

[形状] や や 隅 丸方形

第W 章 調査の結果

[大き さ ] 長軸 : 300cm、 短軸 : 190cm- 、 深 さ : 20 

-25cm。

[住居 内覆土] 1 層 : 暗褐色粘質土 (や や色調が黒

く 、 粘質だがややパサパサ し て い る 。 )

[主柱穴] 2 本 ? 0 1 本 の み確認、 径20cm、 深 さ 24

cm。

[炉] 1 つ確認、 大 き さ 50- X 90cm、 深 さ 8 - lOcm。

[硬化面] 無 し 。

[貼 り 床] 無 し 。

[切 り 合 い 関係] S006 (近世の溝) か ら 切 ら れ る 。

[遺物の 出土状況] 床面か ら やや浮い た状態で出土。

遺構廃絶後 間 も な い 遺物 と し て捉 え た い 。

[出土遺物量]

S0 1 2か ら 出 土 し た 遺物 は 、 弥 生 土 器 の み 約 50点

(3.673g) で あ っ た 。

[出土遺物の観察]

こ こ で は 、 4 点の 土器 を 紹介す る 。

1 1 は 、 聾形土器の 口縁部か ら 胴部上半部で あ る 。

口縁部が く の 字状 に外反 し て い る こ と か ら 、 後期 の

様相 を 示 し て い る 。 内外面 に ハ ケ 目 が残 る 。

1 2 は 、 鉢形土器で約 2/3が残存 し て い る 。 調 整 は

ハ ケ 目 が中心 だが、 外面の下半部に は タ タ キ がみ ら

れ る 。 後期終末期 の 様相 を みせ る 。

13 は、 費形土器の脚部で あ る 。 1 1 と は胎土が違 う

の で別個体 と 考 え ら れ る 。

14 は 、 器 台 の 脚 部 で残存率 は 約 114 で あ る 。 外面

は ハ ケ 目 が残 る が、 内 面 は ナ デ消 し て あ り 、 指 ナ デ

痕が残 る 。

【 S 0 0 9 】 ( 図 1 9参照)

[確認位置] B 、 C - 39 ・ 40 グ リ ッ ド。

標高約2.48m。

[形状] 隅丸方形

[大 き さ ] 長軸 : 330cm、 短軸 : 230cm- 、 深 さ : 10

-30c皿。
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第 2 節 遺構

[住居内 覆土] 2 層 に分層可能。

1 層 : 黒褐色粘質土 (Huel0YR2/1 ) 所 々 に 5醐大

の カ ー ボ ン を 含 む粘質土。 ややパサパサ し て い る 。

2 層 : 黒褐色粘質土 (Huel0YR3/1 ) 地 山 に近いや

や し ま る 粘質土。 色調 は や や黄色 と 灰色気味。 所 々

に緑の粒子が入 る 。

[主柱穴] 2 本。 径38-50cm、 深 さ 約 1 10cm。

[1:P] 1 つ確認、 大 き さ 80 X 80cm、 深 さ 約 10cm。

[硬化面] 無 し。

[貼 り 床] 無 し。

[切 り 合 い 関係] SOl 1 を 切 る 。

[遺物の出土状況] 床面か ら やや浮い た状態で出土。

遺構廃絶後聞 も な い遺物 と し て捉 え た い。

[年代]

①層最下面出 土の 炭化物 ( 図 19参照) を 試料 と し た

放 射 性 炭 素 年 代 測 定 ( AMS 法 ) の 結 果 、 5 5 AD

(95.4%) 135AD ( 14C年代 を 暦年代 に較正 し た 年代

範囲) と い う 年代が出 て い る 。 出 土遺物か ら は、 弥

生後期 ~終末期 の 様相 を 呈 し て お り 、 若干 の ズ レ が

生 じ て い る 。

[出土遺物量]

S009 か ら 出 土 し た 遺 物 は 、 中 グ レ ー コ ン テ ナ

(38cm x 58cm x 14cm) に 5 箱分で、 総重量40.852gで

あ っ た 。 内 訳 は 弥生土器39.6 1 5g、 須恵器227g、 陶

磁器802g、 瓦 質土器208gで あ っ た 。 弥生土器以外

は 、 上層 か ら の撹乱 な ど に よ る 混入であ る 。

[出土遺物の観察]

こ こ で は 、 16点 の 土器 を 紹介す る 。

15は、 ほ ほ完形の聾形土器で あ る 。 口縁部は く の

字状に外反 し 、 脚台が長 く 伸 びて よ り 終末期 の 白 川

流域の 地域的特性 を 呈 し て い る 。 外面 に ハ ケ 日 後ナ

デや タ タ キ 、 内面はハケ 目 後ナ デや指頭圧痕が残 る 。

1 6 は 、 脚 台 を 除 き ほ ほ完形の聾形土器で あ る 。 口

縁部 は く の 字状に外反 し て い る が、 や や 内傾 ぎみで

あ る 。 15 と 同 様、 脚 台が長 く 伸 びて い た と 考 え ら れ

る が、 底部に ス ス が付着 し て い る こ と か ら 、 脚 部 を

故意 に 欠 い て 丸底 の 聾 と し て 使用 し た こ と が考 え ら

れ る 。

1 7 は 、 査形土器の 口縁部か ら 胴部上半部で あ る 。

外面 は 、 ハ ケ 目 後櫛書 き 波状文、 内 面 はハ ケ 日 後ナ

デや指頭圧痕が残 る 。 口 縁部が く の字状に 直立 し て

お り 、 後期 の壷の 口縁形態 を 呈 し て い る 。

18は、 ほ ほ完形の小型の 鉢形土器 で あ る 。 口縁部

の 4 隅 に 2 つ ずつ の穿孔があ る 。 別 に蓋があ っ た と

考 え ら れ る 。

19は、 ほ ぽ完形の聾形土器で あ る 。 脚 台 は な く 、

円形に近い楕円形状 を し て い る 。 口縁部 は く の字状

に外半 し 、 後期 の 様相 を 呈 し て い る 。 内外面 と も に

ハ ケ 目 後 ナ デ調整 を 行 っ て い る が、 外面の頚部 に 工

具 に よ る 刺突が 2 条巡る 。 内 面 はハ ケ 目 後 ナ デや指

頭圧痕が残 る 。

20は、 聾形土器の 口縁か ら 胴部であ る 。 口縁部 は

く の字状 に外反 し て い る 。 脚 台 を 欠損 し て い る が、

17 と 同 様、 脚 台が長 く 伸 びて い た と 考 え ら れ る 。 外

面 はハ ケ 目 後ナ デや タ タ キ 、 内 面 はハ ケ 日 後 ナ デや

指頭圧痕が残 る 。

2 1 は 、 台付 き 鉢の鉢部で あ る 。 内外面 と も に ハ ケ

後ナ デ調整 を 施 し て い る 。 口縁はやや く の 字状に外

反す る 。

22 は、 台付 き 鉢の鉢部であ る 。 内外面 と も に ハ ケ

後 ナ デ調整 を 施 し て い る 。

23 は、 完形の小型 の 鉢形土器であ る 。 外面 はハ ケ

目 後ナ デ、 内面は指頭圧痕が残 る 。

24、 26 は 、 鉢形土器であ る 。 ほ ほ同 じ大 き さ の土

器であ る 。 内外面 と も ハ ケ 日 後ナ デ調整、 . 内 面 に は

指頭圧痕が残 る 。

25は、 鉢形土器で あ る 。 口縁は く の 字状に外反す

る 。 内外面 と も ハ ケ 目 後ナ デ調整、 内 面 に は指頭圧

痕跡が残 る 。

27 は 、 費形土器の 口縁か ら 胴部であ る 。 口縁部 は

く の字状に外反 し て い る 。 脚台 を 欠損 し て い る が、

15 と 同様、 脚台が長 く 伸 びて い た と 考 え ら れ る 。 外

面 は ハ ケ 日 後ナ デや タ タ キ 、 内 面 はハ ケ 目 後 ナ デや

指頭圧痕が残 る 。

28は、 ほ ぽ完形の聾形土器であ る 。 15、 16、 20、

27の資料 と は異 な り 脚台が無 く 、 丸底で あ る 。 口縁

部は く の字状に外反 し て い る 。 内外面 と も ハ ケ 目 後

ナ デ調整、 内 面 に は指頭圧痕が残 る 。

29は 、 童形土器の胴部の肩部であ る 。 内外面 と も

ハ ケ 目 調整があ る が、 外面 に は斜め に刻 み 目 の あ る
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第 2 節 遺構
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図 (Fig) 20 5009出土遺物実測図 ( 1 )
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第W 章 調査の結果

1 0cm 



第 2 節 遺構

、、

''

守J

，i i'

z

 

'
'

;

 

i
，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

'

 O 
S = 1 / 3 回

1 0cm 

図 (Fig) 22 8009出土遺物実測図 ( 3 ) 

- 36 一



調査の結果
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L =2.4� B 8007 
① : 黒色粘質土 (Hue2.5YR2/1 ) 

2 m  

図 (Fig) 25 土坑 (5007) 実測図

1 条の貼 り 付 け突帯が巡 る 。

30 は 、 高杯の杯部で あ る 。 外面 は、 ハ ケ 目 後ナ デ

調整、 内面 は杯内部が放射状の ミ ガキ 、 口縁内部は

斜め の ミ ガキ痕が見 ら れ る 。

【 S 0 1 6 】 (図24参照)

[確認位置] B - 41 ・ 42 グ リ ッ ド。

標高約2.3m。

[形状] やや 隅丸方形

[大 き さ ] 長軸 : 390cm、 短軸 : 140cm-、 深 さ : 10

-15cm。

[住居内覆土] 2 層 に 分層可能。

1 層 : 黒褐色砂質土 (Hue2.5YR3/2) き め が細 か く

パサパサ し て い る 。

2 層 : 黒褐色砂質土 (Hue2.5YR3/2) 上層 よ り や や

色調が暗 く 粘性が強 い。

[主柱穴] 不明。

[炉] 不明。

[硬化面] 無 し。
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S01 1 
① : 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1 ) 

L =2.� J 

致協
o 2 m  

S = 1 /60 I 

図 (Fig) 26 溝 (801 1 ) 実測図

[貼 り 床] 無 し。

[切 り 合い 関係] S007 を 切 る 。

[出土遺物量]

S01 6 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 全 て 弥生 土器 の み で

20点 ( 176g) で あ っ た 。

[出土遺物の観察]

小片の為、 紹介は し な い 。

[遺構の性格] 柱穴、 炉、 な ど は確認で き て い な い

が、 隅丸の方形 プ ラ ン で あ る こ と か ら 、 竪穴式住居

跡 と 判 断 し た 。

- 土坑 ( 1 基)

【 S O O 7 ] (図25参照)

[確認位置] B - 41 グ リ ッ ド。

標高約2.25m 。

[形状] 楕 円形

[大き さ ] 長軸 : 210cm、 短軸 : 98cm-、 深 さ : 約3

5cm。

[覆土] 1 層 : 黒色粘質土 (Hue2.5YR2I1 ) 粒子が

細か く て や わ ら かい 。

[切 り 合 い 関係] S016か ら 切 ら れ る 。

[遺物の出土状況] 安 山 岩質の石片 1 点 の み 。 人工

的 な加工痕 は な い 。

[遺構の性格]

S01 6 と の切 り 合 い 関 係 か ら 、 弥 生 時代後期 以前

と 考 え ら れ る 。 出 土遺物がな く 、 性格 を 判 断す る に

は材料が不足 し て い る 。

- 溝 ( 1 条)

【 S 0 1 1 】 (図26参照)

[確認位置] C - 38 ・ 39 ・ 40 グ リ ッ ド。

標高約 1.9-2.3mo
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⑦ � e G 撃218

1 9  

7.00 m 

6.00 m 

5.00 m 

4.00 m  

3.00 m 

2.00 m 

:m ) 工 具 痕
縦筋状 ノ ミ 痕 円 形状 ノ ミ 痕 径 (mm) 数 No. 時 さ (cm ) 幅 (cm )

O 1 0  23 8 .7 1 .0-

O O 5-8 24 1 0.5 3 .5-

25 1 0.0- 0.8-

O 8 一 26 8.5 1 . 3-

O 5-8 5 27 9.2 3.0-

O 5 4 28 1 0 .0 1 .5-

O 29 7.0 3.0 

O 5-8 4 30 9.0 3.0 

O 5-6 31  1 0 .0 2.2-

32 9 .0 2 .0-

O 5-6 4 33 8.5 1 .0-

図 (Fig) 28 石列実測図及び矢穴計測表

陳 さ (cm )
4 .3  

7 .7 

8.0 

5 .5 
4 .5 
4 .5 
6 .5 

5 .0 
6 .0 

5 .0 

3 .5 

吋J
dゑ1

'1 30 

工 具 痕
縦筋状 ノ ミ 痕 円 形状 ノ ミ 痕 径 (r

O 5-

O 4-

O ワ
O 5【

O 3【

O 3-

O 5-

O 8-

O 5 
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4.00 m 

No. 時 さ (cm ) 幅 (cm ) 探 さ (cm ) 工 具 痕
縦筋状 ノ ミ 痕 円形状 ノ ミ 痕 径 (mm) 数

34 9 .0 1 .8- 7.5 O 5-7 4 

35 9 .5 3 .5- 7.0 O 6-8 5 

36 1 0.3  1 .8- 6.0 O 5-6 4 

37 9 .3 1 .2- 5.0 O O 5 7 

38 9 .0 1 . 3- 4.5 一
39 9 .5 1 .2- 3.5 O 5-6 4 

40 9 .0- 2.0- 6.0 

41  9 .5  2 .0- 5.5 

42 8 .5 2 .5- 4.5 O 5-7 6 

43 1 0.0 3 .5- 7.3  O 4-5 7 
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[大き さ ] 長 さ : 1 120cm-、 幅 : 65- 105cm、 深 さ :

25-35cm。

[覆土] 1 層 : 黒褐色粘質土 (Hue2.5YR3/1) 粘性

は 強 く 、 パサパサ し て い る 。 所 々 に 5 - 10醐大の青

灰色の ガチ ガチ に硬い プ ロ ッ ク 粒子 を 含 む。 き め は

細かい。

[切 り 合 い 関 係] S009 ( 弥生終末期 の 住 居跡 ) 、

S006 (近世の溝) か ら 切 ら れ る 。

[出土遺物量]

SOl 1 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 10点 (総重122g) で

あ っ た 。 内訳は弥生土器 4 点、 古代 の土師器 4 点、

古代の須恵器 1 点、 瓦質土器 1 点 で あ っ た 。 弥生土

器以外は、 S006 (近世の溝) か ら の混入であ る 。

[出土遺物の観察]

全て小片であ る こ と か ら 紹介 し な い。

[遺構の性格]

構 に は レ ベ ル差があ り 、 東側 か ら 西側へ水が流れ

て い た こ と と 推定 さ れ る 。 東側が二股 に 分かれてい

る こ と か ら 溝の 分岐点 で あ る 可能性 も あ る 。 耕作等

に伴 う も の で あ ろ う か ?

②近世

・ 溝 ( ， 条)

【 S 0 0 6 1 (図27 ・ 28参照)

[確認位置] X- C - 38-46 グ リ ッ ド。

標高約3.8m 。

[大 き さ ] 長 さ : 46m- 、 幅 5 m-、 深 さ : 1.8m 

~。 但 し 手掘 り に よ る 掘削 は遺物が多 い約50-60cm

( 2 層 に 分層 ) 。

[覆土] 1 層 : オ リ ー ブ黒色粘質土 (Hue7.5Y3/1 )

き め が細 か く や わ ら かい粘質土 だが、 部分的 に硬 く

し ま る 所 も あ る 。 乾燥す る と 非常 に 硬 く し ま る 。 弥

生~近世の遺物 を 多 く 含む。

2 層 : オ リ ー プ黒色粘質土 (Hue7.5Y3/1 ) き め が

細か く 粘質が強 い 層 。 上層 と 比較 し て色調が時い。

青黒色 の ブ ロ ッ ク を 所 々 に含む。 弥生~近世の遺物

を 多 く 含む。

[切 り 合 い 関係] SOl 1 ・ 0 1 2 ・ 0 1 3 を 切 り 、 調査区

外に続 く 。

[遺構の性格な ど]

溝 は 、 近 世 の 溝 で幅約 5 m 、 深 さ 約 1.8m ( 断面

第 W 章 調査の結果

確認) 、 長 さ 46m以上 に わ た る 。 そ し て A - 43 グ リ ッ

ド の位置 で南東か ら 幅約 1.4m の溝が合流 し て い る 。

レ ベ ル差があ る こ と か ら 、 北東側 か ら 南西側へ水が

流れて い た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 溝 の右岸側 に 長 さ

約30m に わ た り 石垣が1 - 2 段築 か れ て い た 。 石垣

に は石 を 割 る と き に つ け た 矢穴、 石 の 面 を そ ろ え る

た め の剥離痕が確認 さ れ た 。 特 に 矢 穴 は43個確認 さ

れ、 矢穴 を 掘 る と き に つ い た ノ ミ の 痕跡 も 残存 し て

い た 。 詳細 は 附論に あ る 池 田 朋 生氏 の 秀逸 な 論考 に

譲 り た い。

矢 穴 の 長 さ 、 幅 、 深 さ の 平均値 は 、 そ れ ぞれ9.3

cm (3 .1寸) 、 3 cm ( 1 寸) 、 5.5cm ( 1.8寸) で あ っ た 。

矢穴の幅が 3 す を 超 え る こ と か ら 江戸前期 に構築 さ

れた可能性が考 え ら れ る 。

こ の溝 は、 農業用水路 と し て の機能が考 え ら れ、

上流の加勢川 か ら 水 を 引 き 、 右岸の水団地帯 を 潤 し

て い た も の と 推定 さ れ る 。 ま た 、 石垣の 上 に あ た る

部分は、 明治初年 ( 1867年) に編纂 さ れ た 郡村 図 に

よ る と 「塘」 が築か れ道 と な っ て い る こ と か ら 、 当

時 も 「塘」 で あ っ た可能'性が高い。 石垣 も 数段高かっ

た こ と で あ ろ う 。 更 に 、 こ の 溝 の 上 を 埋 め 立 て て 家

が築かれて い る こ と か ら 、 構 内 出 土 の 一番新 し い 陶

磁器及 び郡村 図 で は 既 に 市街地 と い う 標記 に な っ て

か ら い る こ と か ら 、 19世紀の前半期 (幕末期 ) に溝

が埋め立て ら れて宅地 に な っ た と 考 え ら れ る 。

[遺物の出土状況] 溝の底近 く に貼 り 付 く よ う な 状

況で弥生~近世の遺物が出 土 し た 。

[出土遺物量]

S 0 0 6 か ら 出 土 し た 遺 物 は 、 中 グ レ ー コ ン テ ナ

(38cm x 58cm x 14cm) に 約 30箱分で、 総重量271.765

gで あ っ た 。 内 訳 は 弥生土器 ・ 土師 器1 00.280g、 須

恵器50.859g、 近世 の 陶磁器74. 1 26g、 瓦 質土器46.40

8g、 そ の他92gで あ っ た 。

[出土遺物の観察]

近世の溝であ る こ と か ら 、 近世の 陶磁器 を 中 心 に

108点 の弥生~近世の遺物 を 紹 介す る 。

大橋康二氏 の 陶磁器編 年 で は I 期 (1580年 - 1 600

年代) 、 E 期 ( 1600年 - 1650年代) 、 E 期 (1650年~

1690年代) 、 W 期 (1690年 - 1 780年代) 、 V 期 (1780

年- 1860年代) に 区分 さ れ る 。 こ の溝か ら は I - V

- 43 一
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図 (Fig) 29 S006出土遺物実測図 (1 7世紀の陶磁器)
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期 ま で全て の 時期の等式が含 ま れ る が、 主体的 に は、

W 、 V 期 に あ た る 18世紀後半期 の 遺物量が多 く 見受

け ら れ た。

31 は、 1630年 - 1640年 に焼かれた肥前産の磁器で

染付 け の皿であ る 。 い わ ゆ る 初期伊万里であ る 。 復

元 口 径 は 13.2cm、 復元 高 台径 は 5.2cm 、 器高 は 2.8cm

であ る 。 畳付 に は砂が付着 し て お り 、 砂 目 積痕の可

能性が考 え ら れ る 。 内面及び見込み に は植物 と 考 え

ら れ る 文様が描かれて い る 。 大橋編年 で は E 期 に あ

た る 。

32 は、 1640年- 1650年 に焼かれた肥前産の磁器で

染付 けの皿であ る 。 い わ ゆ る 初期伊万里であ る 。 口

径 は 14.0cmであ る 。 畳付 に は砂が付着 し て お り 、 砂

目 積痕の可能性が考 え ら れ る 。 内面及び見込み に は

草花 と 考 え ら れ る 文様が描かれて い る 。 大橋編年で

は E 期 に あ た る 。

33 は、 1590年- 1630年 に焼かれた肥前産 の 陶器で

天 目 の椀であ る 。 復元 口 径 は 12.0cmで あ る 。 内外面

に は鉄軸がかか る が、 外面の体部下半部 は無軸 であ

る 。 大橋編年では I 期 - n 期 に あ た る 。

34 は、 17世紀の 第 2 ・ 第 3 四半期 に焼かれた肥前

産 の 陶 器で播鉢で あ る 。 復元 口 径 は 2 1.0cmであ る 。

口縁上部 に の み鉄紬がかか る 。 大橋編年 で は E 期 ~

E 期 に あ た る 。

35 は、 17世紀後半期 に焼かれた肥前産の青磁で三

脚付 き の香炉であ る 。 復元 口径は9.8cm、 高台径 は4.7

cm 、 器高 は 7.5cm で あ る 。 軸 は 外面全面 と 内 面 の 上

部 に の み かか る 。 大橋編年 で は E 期 に あ た る 。

36 は 、 1590年 - 1610年 に焼かれた肥前 産 の 陶器で

皿であ る 。 復元 口径 は 13.0cm、 復元高台径は4.4cm、

器高 は 3.5cm で あ る 。 見 込み に は 4 箇所の胎土 目 跡

が残 る 。 軸 は 目 跡以外の 内面全面 と 外面の一部 に か

か る 。 大橋編年 で は I 期 - n 期 に あ た る 。

37は、 17世紀第 4 四半期 - 18世紀前半期 に焼かれ

た肥前産の 陶 器で椀で あ る 。 独特の 青緑の軸がかか

る 嬉野 内 野 山 産 で あ る 。 復元 口 径 は 1 1.5cm、 高台径

は4.6cm、 器高 は 6.5cm で あ る 。 柚 は 高台周辺 を 除 き

全面 に かか る 。 大橋編年 で は 皿 期 - N 期 に あ た る 。

38 は 、 17世紀前半期 に焼かれた肥前産の 陶器で椀

で あ る 。 復元 口 径 は 10.8cm、 高 台径 は 5.0cm、 器高 は
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8.5cm で あ る 。 畳付 に は 砂 が付着 し て お り 、 砂 目 積

痕の可能性が考 え ら れ る 。 軸 は全面 に 塗 ら れて い る

が、 ム ラ があ り 、 高 台 に は軸が垂れて い る た め に不

安定で あ る 。 大橋編年 で は E 期 に あ た る 。

39は、 1580年- 1610年 に焼かれた肥前 産 の 陶 器で

片 口 鉢であ る 。 復元 口 径 は 1 5. 1cm、 復元底径 は 1 2.2

cm、 器高 は 12.0cm で あ る 。 須恵器 に 近 い 焼 き で 内 面

に は 当 て 具痕が残 る 。 残存率 は 約 116 で、 注 ぎ 口 は

欠損 し て い る 。 軸 は 口縁周辺以外全面 に か か る 。 大

橋編年で は I 期 - n 期 に あ た る 。

40は 、 17世紀後半- 18世紀前半期 に焼かれた肥前

産 の 陶器で二彩 手 の 聾 で あ る 。 復元 口 径 は32.0cm、

残存 高 は 22.2cm - 、 残存率 は 約 11 5 で あ る 。 紬 は 内

面に鉄紬、 外面 に は乳 白 色 の 紬 の 上 に 鉄軸 と 緑色 の

紬 で 山水図 と 考 え ら れ る 文様が描かれて い る 。 大橋

編年で は E 期 - N 期 に あ た る 。

41 は、 18世紀前半期 に焼かれた肥前産の 陶器で火

入 れ で あ る 。 復元 口 径 は 7.3cm、 高 台 径 は 4.0cm 、 器

高 は4.7cm残存 率 は 約 2/3で あ る 。 紬 は 鉄軸 で 、 外面

と 口縁内部の一部 に かか る 。 大橋編年 で は W 期 に あ

た る 。

42 は、 18世紀前半期 に焼かれた肥前 産 の 陶器で小

鉢で あ る 。 口 径 は 、 8.8cm 、 高 台 径 は 3.8cm、 器高 は

5.1cm で あ る 。 軸 は 高 台部 以外全面 に 塗 ら れ、 そ の

上に外面体部上面 に 鉄紬 に よ る 笹の 葉 と み ら れ る 文

様が 2 つ描かれて い る 。 大橋編年で は W期 に あ た る 。

43 は、 18世紀前半期 に焼かれた肥前 産 の 陶器で皿

であ る 。 見込み は蛇の 目 軸 は ぎで嬉野 内 野 山 産 で あ

る 。 復元 口 径 は 12. 1 cm 、 高 台 径 は 4.5cm、 器 高 は 3.4

cmであ る 。 軸 は 乳 白 色 で見込み と 高 台周 辺 を 除 き 全

面 に かか る 。 大橋編年で は W 期 に あ た る 。

44 は、 18世紀の 第 2 ・ 第 3 四 半期 に焼かれた肥前

産の 陶器で播鉢で あ る 。 復元 口 径 は 34.0cm 、 残存高

7.0cm で あ る 。 内外面 の 口 縁 部周 辺 に の み 鉄軸 がか

か る 。 大橋編年 で は W 期 に あ た る 。

45は 、 18世紀前半期 に焼かれた肥前 産 の磁器で染

付 け の 皿であ る 。 復元 口 径 は 13.0cm、 復元高 台径 は

6.8cm、 器高 は 3.7cm で あ る 。 内 面 は梅、 外面 は唐草

文が描かれて い る 。 大橋編年で は W 期 に あ た る 。

46 は、 18世紀前半期 に焼かれた肥前産の 陶器で油
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用 の瓶であ る 。 把手 を 除 き 、 ほ ほ完形で あ る 。 口径

は 3.4cm、 高 台径 は 6.0cm、 器高 は 1 3.4cm で あ る 。 全

面 に 鉄軸かかる 。 大橋編年で は W 期 に あ た る 。

47は 、 18世紀の 第 2 ・ 第 3 四 半期 に焼かれた肥前

産 の 陶 器 で徳利 で あ る 。 高 台径 は 8.0cm、 最大胴径

は 1 5.0cm、 残存高 18.0cmで あ る 。 外面 に は 暗青灰色

の紬の上 に 呉須 と 由 化粧土で草花 と み ら れ る 文様が

描かれて い る 。 大橋編年で は W 期 に あ た る 。

48は 、 18世紀前半期 に焼かれた肥前産の陶器で台

付 き 皿で あ る 。 口 径 は20.0cm、 高 台径 は 7.8cm、 器高

は 8.0cm で あ る 。 高 台以外 は オ リ ー プ黒 の 軸が全面

に塗 ら れて お り 、 内 面 に は そ の上か ら 呉須で も み じ

の 文様が描 か れ て い る 。 高 台 高 は3. 1 cm と 高 く 、 皿

を 作製後、 高台部 と 接着 さ せ て い る 。 大橋編年では

W 期 に あ た る 。

49 は 、 18世紀前半~ 中 噴 に焼かれた肥前産の陶器

で皿であ る 。 口縁部 は輪花で見込み は蛇の 目 紬 は ぎ

で あ る 。 口 径 は 18.6cm、 高 台 径 は 7.8cm 、 器高 は4.8

-6 . 1cm と や や 査 がみ ら れ る 。 紬 は オ リ ー プ褐色で

見込み と 高台周 辺 を 除 き 全面 に か か り 、 そ の上か ら

ハ ケ に よ る 灰 白 色 の紬が さ ら に 塗 ら れて い る 。 大橋

編年では W 期 に あ た る 。

50は 、 1780年- 1810年 に焼かれた肥前産の磁器で

染付 け の 小杯 で あ る 。 復元 口 径 は 5.6cm、 復元高台

径 は 1.0cm、 器高 は 2.7cm で あ る 。 外面 に は 2 重の縦

線で 8 つ に 区画 し て網 目 文 と 幾何学文が交互 に描か

れて い る 。 大橋編年 で は V 期 に あ た る 。

5 1 は 、 1780年- 1820年 に焼かれた肥前系 の磁器で

染付 け の 湯飲み椀 (丸型椀) で あ る 。 口 径 は 8.5cm、

高台径 は 3.7cm 、 器高 は 5.3cmで、 あ る 。 外面 に は 草 と

切 り 株 と 見 ら れ る 文様が描かれて い る 。 内外面 に 貫

入が多 い。 大橋編年で は V 期 に あ た る 。

52 は 、 1780年- 1810年 に焼かれた肥前系の磁器で

染付 け の 湯飲み椀 (筒型椀) で あ る 。 口 径 は 7.4cm、

高 台径 は4.0cm、 器高 は 5.6cm で あ る 。 外面 に は 2 重

の縦線で 4 つ に 区画 し て 半分の菊花 を 向 かい合わせ

た 文様 と 菱形文が交互 に 、 ま た屈 曲 し た底面 に は唐

草文描かれて い る 。 内面の 口縁部 に は 四 方棒、 見込

み に は コ ン ニ ャ ク 印判 に よ る 五弁花が描かれて い る 。

大橋編年で は V 期 に あ た る 。

第 W 章 調査の結果

53 は、 18世紀末- 19世紀初頭に焼かれた肥前系 の

磁器で染付 け の椀 で あ る 。 口 径 は 1 1 .8cm、 高 台径 は

4.4cm、 器高 は 5.3cm で あ る 。 外面 に は 丸 に 斜線 を 施

し た 文様 と 襟文が交互 に描かれ、 高 台 の 上部 に 三重

圏線が描かれて い る 。 内 面 は 蛇 の 目 軸剥 ぎ で ア ル ミ

ナ を 塗布 し 、 そ の 内側 に コ ン ニ ャ ク 印判 に よ る 五弁

花、 外租Ij に 一重圏線が描かれて い る 。 ア ル ミ ナ を 塗

布 し た蛇の 目 軸剥 ぎ の 上 に は 重 ね焼 き を し た痕跡が

残 る 。 大橋編年で は V 期 に あ た る 。

54は 、 18世紀後半 に焼かれた 波佐見産 の磁器で染

付 け の椀で あ る 。 い わ ゆ る 「 く ら わ ん か手」 と 呼ば

れ る 圏 内 向 け の 日 用 雑器で あ る 。 口 径 は 10.0cm、 高

台径は4.0cm、 器高 は 5.5cm で あ る 。 外面 に は 二 重 の

網 目 文、 高台の上部 に 三重 圏線が描かれて い る 。 大

橋編年 で は N - V 期 に あ た る 。

55 は 、 18世紀後半 に焼かれた肥前系の青磁で染付

け の椀 で あ る 。 口 径 は 9.5cm、 高 台径 は 3.5cm、 器高

は 5.8cm で あ る 。 内 面 の 口 縁 に は 、 四 方棒文、 見込

み に は二重圏線 と コ ン ニ ャ ク 印判 に よ る 五弁花文が

描かれて い る 。 大橋編年 で は N - V 期 に あ た る 。

56 は 、 18世紀後半に焼かれ た 波佐見産 の磁器で染

付 け の椀であ る 。 い わ ゆ る 「 く ら わ ん か手」 と 呼ば

れ る 圏 内 向 け の 日 用 雑器 で あ る 。 口 径 は 10.0cm、 高

台径は4.1cm、 器高 は4.9cmで あ る 。 外面 に は梅 の 文

様が描かれて い る 。 大橋編年で は N - V 期 に あ た る 。

57 は 、 1770年 - 1820年 に焼かれた肥前 産 の磁器で

染付 け の椀 で あ る 。 口 径 は 9.9cm、 高 台径 は 3.4cm 、

器高 は 5.0cmで あ る 。 外面 に は 3 段 に 区 画 し た 党字

文、 高台の上部 に 二 重 圏線が描かれて い る 。 内 面 に

は 口縁部に 二重圏線、 見込み に 一重圏線 と 党字が描

かれて い る 。 大橋編年 で は N - V 期 に あ た る 。

58は、 18世紀 中 頃~後半期 に焼かれた肥前系 の磁

器で染付 け の椀であ る 。 口 径 は 10.0cm、 高台径 は 3.8

cm、 器高 は 5.4cm で あ る 。 外面 に は 草 木 と 鳥 と み ら

れ る 文様が描かれ て い る 。 内 面 に は 高 台 の 上部 に 一

重圏線、 見込み に二重圏線 と コ ン ニ ヤ ク 印判 に よ る

五弁花文が描かれ て い る 。 大橋編年で は N - V 期 に

あ た る 。

59 は 、 18世紀後半 に焼か れ た 関西系 の 陶器で椀で

あ る 。 口 径 は 9.0cm、 高 台径 は3.0cm、 器高 は 5.2cmで
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あ る 。 灰 白 色 の飛11が高台部周辺 を 除 き 全面 に か か る 。

外而上部 に 鉄�lh に よ る 笹 と 見 ら れ る 文様があ る が、

は っ き り と し な い。

60は、 18-1世紀後 半 に 焼 か れ た 波佐見産の磁器で染

付 け の 阻 で あ る 。 い わ ゆ る 「 く ら わ ん か手」 と H乎 ば

れ る 囲 内 向 け の 日 用 車fÊ器 で あ る 。 !こ l 径 は 1 2.0cm 、 高

台径 は 4.5cm、 器障j は 3.7cmで、 あ る 。 内 市| は 9tと の 自 治11

剥 ぎで ア ル ミ ナ を 塗布 し 、 そ の 外側 に二重圏線 と 二

重斜 裕子文がfll'jかれて い る 。 蛇 の 目 車Ih剥 ぎの l二 に は 、

重 ね焼 き を し た 痕跡が残 る O 大橋編�q三 で は N � V Wj

に あ た る 。

6 1 は 、 18 世紀後半 � 1 9世紀前半期 に 焼か れ た 関 西

系 の 陶器で薬用 酒 ( 保 命 酒 ) を 入 れ る た め の 徳 利 で

あ る 。 最 大 胴 任 は 1 8.0cm、 残存高 は 20.6cm で、 あ る 。

胴 部 に へ こ み が 4 箇所あ り 、 そ の 一番大 き な へ こ み

に 布 袋像 を I1llî り 付- け ら れ、 下 方 に 「宝 i J - I J と い う 刻

印がみ ら れ る 。 底部以外 の 全ITi H こ 鉄車Ihがか か る O

62 は 、 1 8 世紀後半~幕末期 に 焼か れ た 小代焼 ( 陶
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器) で皿であ る 。 復元 口 径 は 10.6cm、 復元高台径は

8.6cm、 器高 は 8.9cm で あ る 。 高 台部以外 に 暗 オ リ ー

ブ褐色 の 独特 な 紬 が か か る 。 口 唇 部 は 約 7.5cm の 間

隔で上か ら 押 さ え て 輪花状 に な る 。 断面 に 高台 を 貼

り 付 け た痕跡が窺 え る 。

63 は 、 18世紀 に焼かれた肥前産の青磁で火入れで

あ る 。 復元 口 径 は 1O.4cm、 高台径は6.4cm、 器高 は7.7

cmで あ る 。 軸 は畳付 と 内面 を 除 い た 全面 に かか る 。

大橋編年で は w - v 期 に あ た る 。

64は 、 18世紀後半~幕末期 に焼かれた 陶器で土瓶

で あ る 。 産地 は肥後産の可能性 も あ る が、 薩摩産の

可 能性が高 い 。 口 径 は 10.9cm、 最大胴 径 は 1 9.6c皿、

器高 は 12.6cmで あ る 。 外面 の体部下半部以外の全面

に 鉄紬がかか る 。

65は、 陶器で椀か皿の 高台部で あ る 。 産地 と 時期

は 不 明 で あ る 。 底径は3.8cm、 残存高 は2.0cmであ る 。

高台部周 辺 を 除 き オ リ ー プ褐色 の軸がかか り 、 高台

内 に 「十」 の墨書が見 ら れ る 。

66は、 土師質の小皿で、 い わ ゆ る 「 カ ワ ラ ケ」 で

あ る 。 産 地 と 時期 は不 明 で あ る 。 器厚 は 1.5-3.0凹

と 薄 く 、 中 世 に は 見 ら れ な い 薄 さ で あ る こ と か ら 近

世 の 所産 で あ ろ う 。 口径 は8.3cm、 底径 は 5.3cm、 器

高 は 1.3cm で あ る 。 内 面 に は ロ ク ロ 成形 時 の ナ デの

際 に つ い た と 考 え ら れ る 突起が一重あ り 、 底部は 糸

切 り 離 し痕が見 ら れ る 。

67 は 、 瓦 質 の 高杯 と 考 え ら れ る が、 脚 中央部 に約

1 cmの穴が空い て い る こ と か ら 棒状の も の を 差込み

燭台状 に 使用 し た物の脚部であ る 可能性 も 考 え ら れ

る 。 内外面 は黒色 に 磨研 さ れて い る 。 類例がな い た

め、 産地 と 時期 は不明 で あ る が、 中 世 に は見 ら れ な

い物であ る こ と か ら 近世の所産であ ろ う 。 復元 口径

( も し く は復元底径) は26.2c皿、 残存高 は 19.7cmであ

る 。

68は 、 土師質の嬉熔 ( ほ う ろ く ) で あ る 。 「煎 る J

と か 「妙め る 」 と かい っ た水分 を 加 え ず に加熱がな

さ れ る 調理具で あ る 。 生産地 は不明であ る が、 生産

時期 は 17世紀後半-18世紀前半期 と 推定 (2001 柏

書房) さ れ る 。 外面 に は ス ス が付着 し て お り 、 直径

約 8 皿の穿孔が 1 ヶ 所確認 さ れ る 。 把手 を 固 定す る

た め の も の か ? 復元 口 径 は30.2cm、 残存高 は8.0cmで

あ る 。

69 は、 肥前産の 陶器で費の 口縁部~体部上半部で

あ る 。 復元 口 径 は 25.4cm、 残存高 は 14.5cm で あ る 。

外面 は鉄軸がかか り 、 内 面 に は格子 目 の 当 て 具痕が

残 る 。 束 中 川 忠美氏の編年 で は 、 17世紀後半期 に位

置付 け ら れ る 。

70は、 肥前産 の 陶器で聾の 口縁部であ る 。 復元 口

径 は20.0cm、 残存高 は9.2cmで あ る 。 内外面 に は鉄軸

がかか り 、 内面 に は 同心 円 の 当 て 具痕が残 る 。 束 中

川 忠美氏の編年 で は 、 17世紀前半期 に位置付 け ら れ

る 。

7 1 は 、 瓦 質 の 大 聾 の 口 縁 部 で あ る 。 復元 口 径 は

49.2cm 、 残存高 は 12.8cmで あ る 。 生産地及 び生産時

期 は不明であ る 。

72、 73、 74は 、 羅宇 き せ る の雁首であ る 。 8 点 出

土 し た 中 か ら 3 点 を 紹介す る 。 い ずれ も 銅 に 金 メ ッ

キ を 施 し で あ る 。 1988年 に た ば こ と 塩の博物館か ら

刊 行 さ れた 「 き せ る 」 の類例 か ら 、 72 は江戸 中期、

73 は江戸後期、 74は江戸初期 ~ 中 期 に属 す る と 考 え

ら れ る 。

75、 76、 77は、 羅宇 き せ る の 吸 口 で あ る 。 9 点 出

土 し た 中 か ら 3 点 を 紹介す る 。 い ず れ も 銅 に 金 メ ツ

キ を 施 し で あ る 。 1988年 に た ば こ と 塩の博物館か ら

刊 行 さ れた 「 き せ る 」 の類例か ら 、 75は江戸 中 期 、

76 と 77は江戸後期 に属す る と 考 え ら れ る 。

78、 79 は 、 鉄釘で あ る 。 78は 、 長 さ 10.7cm、 幅3.4

cm、 厚 さ 0.6cm で あ り 、 幅があ る こ と か ら 船釘 の 可

能性 も 考 え ら れ る 。 79 は 、 長 さ 12.9cm、 幅 1.5cm、 厚

さ 0.5cm で あ る 。 こ の 他 の 鉄製 品 は 、 釘 2 点 、 船釘

6 点、 鎌 3 点、 不明 2 点で あ り 、 銅 製品 2 点、 真鎗

製品 1 点、 耳環状金属製 品 1 点が確認 さ れた 。

80-87 は 、 「寛永通賓」 で あ る 。 S006か ら 出 土 し

た判読可能 な 「寛永通賓J は46点で、 2 点 は劣化 し

て判読不明 で あ っ た 。

「寛永通賓」 に は、 鋳造年代や形態 か ら 以下の 5

種類 に分別可能であ る 。 (熊本大学文学部の小畑弘

己助教授の ご教示 に よ る )

1 : 古寛永 ( 1636年 - 1659年) í寛J の 12 と 13画、

「賓」 の 18 と 19画がつ な が る 。

2 : 文銭 (1668年-1683年) 裏面 に 「文」 が刻 ま れる 。
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3 : 新寛永 (1697年-1747年、 1767年-1781年)

「寛」 の 12 と 13画、 「賓」 の 18 と 19画がつ な が

ら な い。

4 : 鉄銭 (1739年-) 素材が鉄で あ る 。

5 : 四 文銭 (1768年-) 銭 の 直径がや や大 き く 、

裏面 に 「波の 文様」 が刻 ま れ る 。 波銭 と も い

つ 。

出 土 し た 「寛永通賓J 46点 を こ の 5 種類 に 分類 し

た と こ ろ 、 古寛永が15枚、 文銭が 6 枚、 新寛永が22

枚、 新寛永の可能性が高 い も の が 2 枚、 鉄銭の可能

性が高 い も の が 1 枚で あ っ た 。 四 文銭 は確認で き な

か っ た。

83、 86 は古寛永、 80、 81 、 82、 85は新寛永、 84、

87 は 文銭であ る 。

88は 、 丸瓦であ る 。 断面形状は確認で き る が、 長

さ は不明であ る 。 内面の一部 に は縄 目 が残 る 。 91 の

口径 と 同 じ で あ り 、 17世紀初頭~ 中 頃の所産 と 考 え

ら れ る 。

89 は 、 丸瓦 で あ る 。 断面 と 長 さ の 形状が不明であ

る 。 内面 に は縄 目 が残 る 。 近世期 の所産であ る が、

19世紀 ま で下 る 可能性 も 考 え ら れ る 。

90は 、 軒丸瓦 の瓦 当 の 一部であ る 。 残存状況 は悪

い が、 「加藤氏」 の 家 紋で あ る 「桔梗紋」 で あ る 。

約 112程残存 し て い る 。 17世紀前半期 の所産 と 考 え

ら れ る が、 ど う し て こ こ で 出 土 し た の か は不明であ

る 。

91 は、 軒丸瓦 の 瓦 当 の 一部であ る 。 90 と 同様に残

存状況 は 悪 い が、 「 巴紋」 で あ る 。 90の 口径 と 同 じ

で あ り 、 17世紀初頭 ~ 中 頃の所産 と 考 え ら れ る 。

92 は 、 平瓦の一部で あ る 。 残存状況 は悪 く 長 さ や

幅が不明であ る 。 外面 に は 製作時 に工具で調整 し た

と 考 え ら れ る 痕跡が確認 さ れ る 。 近世期 の所産であ

る が、 時期 は不明であ る 。

93は、 古代の布 目 瓦の一部であ る 。 内面に は布 目 、

外面 に は縄 目 の た た き 痕が確認 さ れ る 。 古代 の瓦 は

こ の 1 点の み で あ り 、 時期 は不明であ る 。

94 は、 輸入磁器の皿か椀の高台部であ る 。 高台径

4.1cm、 残存高 は 2.0cm。 見込み と 高 台 内 に は 花や葉

と み ら れ る 文様が確認 さ れ る 。 粗製で あ る こ と か ら

福建省樟州 窯系の染付 け で あ る 可能性が高 い。 16世

第 W 章 調査の結果

紀末-17世紀初期 で捉え る こ と が可能 と 考 え る 。

95 は、 輸入磁器、 明 の染付 け の皿か椀 の 高 台部で

あ る 。 復元高台径4.6cm 、 残存高 は 1.5cm。 見込み に

は牡丹 と 見 ら れ る 花 と 葉、 底部 に は 「富貴長春」 の

文字が確認 さ れ る 。 景徳鎮窯系 で 1 580年- 1600年 に

製造 さ れた 染付 け と 考 え ら れ る 。

96 は 、 輸入磁器、 明 の染付 け皿の 口縁部か ら 体部

上半部の資料であ る 。 復元 口 径 1 1.6cm、 残存高 は 2.7

cm。 外面 に は唐草、 口縁内面 に は 四 方棒 と 見 ら れ る

文様が確認 さ れ る 。 小野正敏氏の 染付 け の編年模式

図 に よ れば皿 B 2 群 に 属 す る と 考 え ら れ、 16世紀後

半で捉 え る こ と が可能 と 考 え る 。

97 は、 輸入陶器の 皿か椀の高台部であ る 。 高 台径

4.3cm、 残存高 は l. lcm。 見込み に は胎 土 目 の 跡が 4

箇所あ り 、 高台 内 に は 「ー」 と い う 数字が確認 さ れ

る 。 高台の畳付 け が 4 箇所 に わ た り 削 ら れて い る こ

と に特徴が見出 さ れ る 。 15世紀代で捉 え る こ と が可

能 と 考 え る 。

98は、 輸入磁器で龍泉窯系青磁椀 II - b 類 の 口縁

部か ら 体部上半部の 資料であ る 。 復元 口 径 は 14.8cm、

残存高 は 5.4clÍ1。 内外面 に は 軸 が か か り 、 外面 に は

ヘ ラ の 片彫 り に よ る 鏑蓮弁文が確認 さ れ る 。 山 本氏

の太宰府土器形式 と 国産陶器 ・ 貿 易 陶 器編年 に よ る

時期区分で はD期 ( 12世紀 中 頃~後半) に あ た る 。

99は 、 輸入磁器で同安窯系青磁皿 1 - 1 b 類 の底

部の 資料で あ る 。 復元底径は4.0cm、 残存 高 は L1cm。

内外面 に は粕がかか る が、 底部の み糊 を 削 り と っ て

い る 。 ま た 内 面 は 、 ヘ ラ に よ る 文様 と ジ グザ グ状の

櫛点描文片 が確認 さ れ る 。 山 本氏 の 太宰府土器形式

と 国産陶器 ・ 貿 易 陶 器編年 に よ る 時期 区分で はD期

( 12世紀中 頃~後半) に あ た る 。

100 は 、 輸入磁器 で龍泉窯系 青磁椀C類 の 高 台 部

か ら 体部下半部 の 資 料 で あ る 。 高 台径 は 4.7c皿、 残

存高 は4.3cm。 内外面 に は 軸 が か か り 、 外面 に は わ

ずかな 線蓮弁文が確認 さ れ る 。 小野正敏氏の 染付 け

の編年模式図 に よ れ ば15世紀 中 頃- 1 6世紀前半で捉

え る こ と が可能であ る 。

101 は 、 中 世 の 瓦 質土器で火鉢の 口 縁 部 で あ る 。

二重の突帯が確認 さ れ、 X 字状の ス タ ン プが施 さ れ

て い る 。 残存高 は9.6cmで あ る 。
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1 02 は 、 仁1=1 t!t の 瓦 質土 器 で、 火鉢の 口 縁i�l\ で あ る 。

二重の 突帯が確認 さ れ る が、 ほ と ん どが剥 落 し て い

る 。 巴状 と 格子状の ス タ ン プが施 さ れ て い る 。 残存

高 は 6.7cmで、 あ る 。

1 03 は 、 1=1=1 一|止 の 瓦 質 土 器 で 火鉢 の 口 縁 部 で あ る 。

一 重 の 突帯が確 認 さ れ る が、 ほ と ん どが剥 落 し て い

る O 同 心 六 角 形状 と 裕子状の ス タ ン プが施 さ れ て い

る 。 残存高 は4.5cmで、あ る 。

1 04 は 、 中 世 の 瓦 質土器で描鉢の 口 縁 部 で あ る 。

内 面 に 4 � 7 本の ク シ 目 が確認 さ れ る 。 残存高 は8.8

cmで、 あ る 。

1 05 は 、 中 世 の 瓦 質 土器 で 火鉢の 口 縁 部 で あ る 。

二重の 突帯が維認 さ れ る 。 菊 花状の ス タ ン プが施 さ

れ て お り 、 波状の ク シ 摘 さ が残 る 。 火鉢の 中 で は 一

番残 り が よ く 、 復元 口 径 が34.6cm、 残 存 高 は 1 5.9cm

で あ る 。

106 は 、 中 世 の 瓦 質 土器で嬬鉢の 底 部 で あ る 。 内

面 に 5 本 の ク シ 目 が碓 認 さ れ る 。 残 存 高 は 6.4cm で、

あ る 。

107 は 、 中 世 の 瓦 質土 器 で 小 型 火 鉢 だ と 考 え ら れ

る 。 瓦質土器 と い う よ り や や須恵器 に 近 い 。 線香立

て の 様 な 用 途が考 え ら れ る 。 全体の 約 114が残存 し

て い る 。 三 脚 で あ っ た 可 能性 が 高 い 。 復 元 口 径 が

1 3.3cm、 復元最 大 胴 径 は 14 .2cm 、 残存 高 は 6.5 cm 、

胸l 高 は 2.2cmで、 あ る 。

1 08 は 、 中 世 の 瓦 質土 器 で 火 鉢 の 底 部 で あ る 。 一

重の 突部:が碓認 さ れ る 。 火鉢の底部 の 中 で は一番残

り が よ く 、 復元底佳が1弘2cm、 残存高 は 5.7cmであ る 。

三仰 は使い 込 ま れ て擦 れ て い る O

109 は 、 仁!こI 国 の北宋銭で あ る 。 「大間通賓J と い う

銘 が レ リ ー フ 状 に 刻 ま れ て い る 。 19J鋳 は 西 暦 1 1 07年

で あ る 。

1 10 は 、 中 国 の I�:J銭 で あ る 。 「洪武通費」 と い う 銘

が レ リ ー フ 状 に 刻 ま れ て い る 。 初 鋳 は 西暦 1368年 で

あ る 。 ビ タ 銭の 可 能性 も 考 え ら れ る 。

1 1 1 は 、 中 国 の北宋銭で、 あ る 。 「皇宋通賓」 と い う
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銘が レ リ ー フ 状に刻 ま れて い る 。 初鋳 は西暦1039年

であ る 。 や や歪があ り 、 ビ タ 銭の可能性 も 考 え ら れ

る 。

1 12は、 中 国 の唐銭で あ る 。 「開 元通賓」 と い う 銘

が レ リ ー フ 状 に 刻 ま れ て い る 。 初 鋳 は 西暦621年で

あ る 。 や や小 さ く て歪みがあ る こ と か ら 、 ビ タ 銭の

可能性 も 考 え ら れ る 。

1 1 3 は 、 古代 の 須恵器で、つ ま み の あ る 杯の 蓋 で あ

る 。 全体の 約 112が残存 し て い る 。 復元 口 径が14.7

cm 、 つ ま み 径 は 1.9cm、 器高 は 1.8cmで‘ あ る 。 8 世紀

後半期 の所産 と 考 え ら れ る 。

1 1 4 は 、 古代の須恵器でつ ま み の な い 杯 の 蓋 で あ

る 。 全体の 約 1/3が残存 し て い る 。 焼 き が良 く 良質

であ る 。 復元 口径が15.0cm、 器高 は 2.7cmで、 あ る 。 8

世紀後半期 の所産 と 考 え ら れ る 。

1 1 5 は 、 古代の須恵器でつ ま み の な い杯 の 蓋 で あ

る 。 全体の 約 213が残存 し て い る 。 復元 口 径が13 . 1

cm 、 器高 は 1.4cm で あ る 。 8 世紀後半期 の 所 産 と 考
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え ら れ る 。

1 1 6 は 、 土師器で杯の底 部 と 考 え ら れ る 。 底 部 に

「用 」 と 判 読可能 な ヘ ラ 書 き が確認で き る 。 残存高

は 1.3cmであ る 。 古代の所産 と 考 え ら れ る 。

1 1 7 は 、 土師器で杯 の底部 と 考 え ら れ る 。 底部に

「根」 と 判 読可能 な ヘ ラ 書 き が確認で き る 。 残存高

は 1.2cmであ る 。 古代の所産 と 考 え ら れ る 。

118は、 土師器で小型 の鉢で あ る 。 全体の約213が

残存 し て い る 。 復元 口径が12.4cm、 復元底径が9.3cm、

残存高 は7.3cmであ る 。 古代の所産 と 考 え ら れ る 。

1 1 9 は 、 古代 の土師器で聾 の 口縁部か ら 体部上半

部であ る 。 復元 口径が24.2cm、 残存高 は9.5cmであ る 。

内面に ケ ズ リ が残 る 。

120 は 、 古代の土師器で高杯で あ る 。 全体の約213

が残存 し て お り 、 杯部の 内外面 に は丁寧 な ミ ガキ痕

が残 る 。 復元 口 径が20.8cm 、 脚 部径が12.0cm、 器高

は 9.4cmであ る 。 8 世紀後半期 の所産 と 考 え ら れ る 。

121 は、 古代 の土師器で高杯であ る 。 全体の約2/3

が残存 し て い る 。 復元 口 径が18.0cm 、 脚 部径が13.0

C皿、 器高 は 9.4cm で あ る 。 8 世紀後半期 の所産 と 考

え ら れ る 。

122 は 、 弥生時代後期 の 二 重 口縁査 の 口縁部 で あ

る 。 外面 に は ハ ケ 目 と 櫛描波状文が残 る 。 復元 口径

が23.2cm、 残存高 は 7.4cmであ る 。

123 は 、 弥生時代 中 期 前 半期 の 二 重 口縁壷の 口縁

部であ る 。 城 ノ 越式土器の範鴫で捉 え ら れ る と 考 え

ら れ る 。 口縁部に は 刻 み 目 突帯が一条巡 る 。 残存高

は4.6cmであ る 。

124 は 、 二次加工剥 片 で あ る 。 石材 は サ ヌ カ イ ト

質安 山岩で、 西北九 州 産 と 考 え ら れ る 。

125 は 、 ややす詰 ま り の 縦長剥 片 で あ る 。 打面 と

先端部 に喋面が残 る 。 石材 は腰岳産黒曜石 と 考 え ら

れ る 。

126 は 、 火打 ち 石 の 可能性が高 い 二 次加工石器で

あ る 。 石材 は 白 色 と 灰緑色が混 ざる チ ャ ー ト であ る 。

二次加工の他に使用 痕 と お ぼ し き 小 さ な 剥 離が多 く

観察 さ れ る 。 近世の可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

127 は 、 古代 の 石 製模造鏡 と 考 え ら れ る 。 二箇所

に径 2 醐の穿孔があ る 。 石材 は緑泥変岩 と 考 え ら れ

る 。 長 さ 4.2cm、 幅4.3cm 、 厚 さ 0.7cm、 重 さ 1 6.9 g で

あ る 。

128 は 、 石 臼 を 転用 し た 砥石 の 破 片 で あ る 。 上面

に磨 り 面、 下面 に 石 臼 の 溝が確認で き る 。 石材は砂

岩であ る 。 時期 は 不 明 で あ る 。

129 は 、 砥石 で あ る 。 磨 り 面 は 3 面有 り 、 被熱 に

よ る 黒色化 と 赤色化が確認 さ れ る 。 石材 は 、 流紋岩

で天草砥石 と 考 え ら れ る 。 時期 は 不 明 で あ る 。

130 は 、 土製の紡錘車で あ る 。 穿孔径 は0.9cmで、

一面に は径1.6cm深 さ 0.15cmの段があ る 。 長 さ 6.5-6.7

cm、 厚 さ 2.3 c m で あ る 。 時期 は 不 明 で あ る 。

131- 134 は 、 土錘で あ る 。 幅 は そ れぞれ、 2.9cm、

l.1cm、 0.9cm、 1.7cm で あ り 、 穿孔径 は そ れぞれ、 0.7

cm、 0.4cm、 0.3cm、 0.7cmであ る 。 時期 は 不 明 で あ る 。
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図 (Fig) 42 土坑 (8008) 実測図及び出土遺物実測図

W， 2 節 迂tfI�

() 

O 

③時期不 明

・ 土坑 ( 5 基)

【 S 0 0 8 】 (図42参照)

[確認位置] B - 40 ・ 41 グ リ ッ ド。

標高約2.25m。

Cヲ

[形状] や や椅 円 形

[大き さ ] 長取" : 90cm、 短1MI : 84cI1l 、 深 さ : 30cßlo 

[覆土] 3 層 の 分層。

1 )百 : オ リ ー フ。黒色粘質土 (Hue1 0Y3/ 1 )

2 屑 . オ リ ー フー黒色粘質土 (Hue10Y3/ 1 )

3 層 : 黒色粘質土 (Hue10Y2/1)

[切 り 合 い 関 係] S0l7 を 切 る 。

[遺構の性格]

H寺期 不 明 の 土器 片 、 1�f磁、 石 臼 を 転用 し た 砥石、

以骨 、 被熱J擦 な とεが i上i こ |二。 円 形 に 近 い 掘 り 込みであ

る こ と か ら 井戸 の 可 能性 も 考 え ら れ る が詳細| は不明

ー〉

B
 

調査区外

A ←ー A -
L= 

- B  

o 1 m  
S = 1 /40 ・

S 008 
① : オ リ ー ブ 黒色粘質土

(Huel OY3!1 ) 
② : オ リ ー ブ 黒色粘質土

(Huel OY311 ) 
① : 黒色粕質土

(Huel 0Y2!1 ) 

1 0cm 

で あ る 。 H羽田 に つ い て も 、 一 番新 し い青磁片 か ら 中

世以降 ( 14世紀初頭~後半) と 考 え ら れ る が、 詳細H

は 不 明 で、 あ る 。

[遺物の 出土状況]

床面か ら や や 浮 い た 状態 で 出 土。 遺構廃絶後、 し

ば ら く 時 間 が経過 し た段 階 で の 造物 と 考 え ら れ る 。

[ 出土遺物量]

S008か ら 出 土 し た 造物 は 、 土 器 の 小 片 ( 時代 不

明 ) 1 4点 、 ï�ï代 の須恵器 1 点 、 青磁片 l 点 、 砥石 l

点 、 被熱 し た 磯 4 点 、 ak骨 (足骨か ? 種類 は 不 明 )

1 点 で あ っ た 。

[ 出土遺物の観察]

こ こ で は 、 青磁 と 砥石 を 紹 介す る 。

1 3 5 は 、 石 臼 を 転用 し た 砥石 で あ る 。 砂 岩製で石

臼 の溝 がf確認で き る 。 被熱 し て お り 部分的 に ス ス が

付 着 し て い る 。
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第 W 章 調査の結果
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E口口寸NH」

S 01 3  
① : 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/2)
② : オ リ ブ黒色粘質土 (Hue7.5Y3/1 ) 

!liυ
 

- 見通しの遺物

O 
S = 1 /40 1=ー

図 (Fig) 43 土坑 (501 0 ・ 01 3 ・ 01 5) 実測図

136 は 、 輸入磁器で龍泉 窯系青磁椀 W イ 類 の 高 台

部の資料で あ る 。 底 径 は 5.6cm、 残存 高 は 2.7cm。 高

台内 を 除 き 内外面 に は軸がかか り 、 見込み に は花文

の ス タ ン プ と み ら れ る 文様が確認 さ れ る 。 山本氏の

太宰府土器形式 と 国産陶器 ・ 貿 易 陶 器編年 に よ る 時

期 区分で は G 期 ( 14世紀初頭~後半) に あ た る 。

【 S 0 1 0 】 (図43参照)

[確認位置] A - 42 ・ 43 グ リ ッ ド。

標高約2.65m。

[形状] 円 形

[大 き さ ] 長軸 : 105cm、 短軸 : 95cm、 深 さ : 30-

2 m  

40cm。

[覆土] 1 層 暗褐色粘質土)

[切 り 合 い 関係] な し 。

[遺構の性格]

ほ ぽ円形であ る こ と か ら 井戸 の可能性 も 考 え ら れ

る が、 時期 も 性格 に つ い て 詳細 は不 明 で あ る 。

[遺物の 出土状況]

床面か ら や や浮い た 状態 で 出 土。

[出土遺物量]

S010か ら 出 土 し た 遺 物 は 、 弥生土器片 5 点 、 古

代の土師器10点 の計15点 で あ っ た。
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第 2 節 遺構
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図 (Fig) 44 土坑 (501 4) 実測図及び出土遺物実測図

[出土遺物の観察]

いずれ も 小片 であ る こ と か ら 紹介は し な い。

【 S 0 1 3 】 (図43参照)

[確認位置] B - 41 グ リ ッ ド。

標高約2.3m。

[形状] 不定形

[大 き さ ] 長軸 : 173cm- 、 短軸 : 1 10-150cm、 i采

さ : 20cm。

[覆土] 2 層 に 分層 。

l 層 : 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/2) 色調が明 る

い 。 き め が細 か く パサパサ し て い る 。

2 層 : オ リ ー ブ黒色粘質士 (Hue7.5Y3/1 ) 色調

は 暗 い 。 き め が細 か く 、 粘性が強 い 。

[切 り 合 い 関係] S007 を 切 り 、 S006 に切 ら れ る 。

[遺構の性格]

詳細 は不明であ る 。

[遺物の 出土状況]

床面か ら や や浮い た状態 で 出 土。

[出土遺物量]

板状の石片が 1 点の み で あ っ た。

[出土遺物の観察]

紹介遺物 は な い。

【 S 0 1 5 】 (図43参照)

[確認位置] Z - 44 グ リ ッ ド。

1 0cm 

標高約2.4m。

[形状] 楕 円 形

[大き さ ] 長軸 : 120cm-、 短軸 : 100cm-、 深 さ :

5 - 13cm。

[覆土] 1 層 。

[切 り 合 い 関係] S014 を 切 り 、 S006 に切 ら れ る 。

[遺構の性格]

床面が平 ら で は な く 、 傾斜 し て い る 。 詳細 は不明

であ る 。

[遺物の出土状況]

床面か ら や や 浮い た状態 で 出 土。

[出土遺物量]

弥生土器片が14点 と 7 世紀初頭 と 考 え ら れ る 杯身

の須恵器 1 点 の計15点の遺物が出土。

[出土遺物の観察]

紹介遺物 は な い。

【 S 0 1 4 】 (図44参照)

[確認位置] Z - 44 グ リ ッ ド。

標高約2.25m。

[形状] 方形 ?

[大 き さ ] 長軸 : 185cm- 、 短軸 : 70cm-、 深 さ :

25-30cm。

[覆土] 1 層 暗褐色粘質土)

[切 り 合 い 関係] S015か ら 切 ら れ る 。
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調査区外
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図 (Fig) 45 溝 (501 8) 実測図

[遺構の性格]

弥生か ら 近世の 遺物が混在 し て お り 、 近世磁器片

が含 ま れて い る た め 、 近世以降の可能性が高 いが、

S006 (溝) に 近接 す る た め 混入 も 考 え ら れ、 断定

は で き な い。 ま た 、 遺構 は方形の様相 を 示すが、 一

部であ り 、 全体形状、 及 び性格 は 不 明 で あ る 。

[遺物の出土状況]

床面か ら 浮い た状態 で 出 土。 遺構廃絶後、 時聞が

か な り 経過 し た段階での遺物 と 考 え ら れ る 。

[出土遺物量]

S014か ら 出 土 し た 遺物 は 、 弥生土器片 12点、 古

代の須恵器 3 点、 中世の播鉢片 1 点、 輸入磁器 1 点、

近世の 陶磁器片 3 点 の計20点 で あ っ た 。

[出土遺物の観察]

こ こ で は 、 1 点 の 輸入磁器 を 紹介す る 。

137 は 、 輸入 白 磁 の 皿 で あ る 。 復元 口径10. 1cm 、

高 台径4. 1cm 、 器高 は 2.7cm。 輪花で花弁状の 成形 を

施 し て い る 。 組製 で あ る こ と か ら 福建省?州 黛系 の

染付 け で あ る 可能性が高 い。 16世紀末- 1630年 で捉

え る こ と が可能 と 考 え る 。

- 溝 ( 1 条)

【 S 0 1 8 】 (図45参照)

[確認位置] C - 37-40 グ リ ッ ド。

標高約 1.6m。

[大 き さ ] 長 さ : 680cm- 、 幅 : 38-42cm、 深 さ :

3 - 9 cm。

[覆土] 1 層 の み。

[切 り 合 い 関係] な し 。

[遺構の性格な ど]

出土遺物 も 無 く 時期 は不明。 所 々 に 講 を 掘削 し た

際 に つ い た掘削痕 と 考 え ら れ る 窪みが残 る 。 高低差

は あ ま り な い が、 東側 か ら 西側へ流れて い た と 考 え

ら れ る 。

[出土遺物量] な し 。

- 不明遺構

【 S 0 1 7 】 (図46参照)

[確認位置] B - 40 ・ 41 グ リ ッ ド。

標高約2.35m。

[大 き さ ] 長軸 : 325cm- 、 短軸 : 185cm- 、 深 さ :

1Q-20cm。

[覆土] 2 層 に 分層 。

上層 は黒褐色粘質土、 下層 は灰色粘質土で い ず れ

も き め が細 か く 粘性が強 い。

[切 り 合 い 関係] S008に切 ら れ る 。

[遺構の性格な ど]

プ ラ ン は住居跡 に 酷似す る がや や査 で あ り 、 凹 凸

が激 し い 。 出 土遺物 か ら 、 時期 は 古代以前 と 考 え ら

れ る が、 詳細 は 不 明 で あ る 。
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調査区外

⑨ 

上層 は黒褐色粕質土 (Hue2.5Y3/1 ) で下層 は
灰色粘質土 (Hue7.5Y) いずれ も き め が細か く
粘性が強い

L=2.6� B 

O 2 m  
S = 1 /40 1::日

図 (Fig) 46 不明遺構 (S01 7) 実測図

[遺物の出土状況]

床面か ら やや 浮 い た状態 で 出 土。

[出土遺物量]

S01 7 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 弥生土器片 20点、 古

代 の土師器 5 点の計25点 で あ っ た 。

[出土遺物の観察]

紹介す る 遺物 は な い。

4 ) 調査区外

①近世以降

こ こ で は調査 3 区外に あ っ た井戸 と 小便聾 (便所)

に つ い て述べた い 。

元 々 調査 3 区 及 び区外 に か け て 家が建 っ て お り 、
はやI:t! つるあき
林 田鶴秋氏 (昭和 5 年 3 月 5 日 生 ま れ) ら が住 ん で

お ら れた 。

林 田 氏 は 、 井戸及 ぴ小使聾 は ご覧 に な ら れた こ と
じ ゅ L ち

は な か っ た そ う だが、 林田 さ んのお父 さ ん (寿七氏 :

明治23年生 ま れ) か ら そ の 存在 は 聞 かれて い た そ う
あ 昌 也 り

だ。 12才上の お兄 さ ん (秋盛氏 : 大正 7 年生 ま れ)

も 同様だ っ た こ と か ら 、 井戸及 び司、便要 は大正時代

以前 に は埋没 し て い た と 考 え ら れ る 。
じ ろ う はち

林 田 氏 の お 話 で は 、 祖父 ( 次郎人氏 : 安政 3 年

[ 1856年] 頃生 ま れ : 昭和20年 [ 1945年】 に89才で

逝去) の 時代 に 造 っ た も の で は な い だ ろ う か と い う

こ と で あ っ た 。 5 - 6 代前 は庄屋 だ っ た こ と が過去

帳か ら も 窺 え る と の こ と で、 井戸枠の石材が阿蘇 ピ

ン ク 石 (馬 門石) で あ る こ と も 領け る 。

【 1 】 井戸

[確認位置] C - 41 グ リ ッ ド。 ( 図 17参照)

標高約5.2m。

[構造等] (写真89 ・ 90参照)

1 枚の井戸枠 は 内面が曲面、 外面が直面 に加工 し

た 阿蘇溶結凝灰岩 (馬 門 石 ) で あ る 。 大 き さ は縦54

cm、 横44cm、 幅 5 - 8 cmで、 6 枚合わせて、 内面が

円形に な る よ う に加工 さ れて お り 、 6 段 固 ま で確認

で き る 。 下段 は井戸枠 を 半分ずつず ら し て 、 安定配

置 さ れて い る 。

井戸枠 6 枚の 内面の直径は、 約80cmで あ り 、 深 さ

は確認面 か ら 約270cm、 6 段 目 の 上 部 ま で確認で き

る 。 一部の石材が落 ち 込ん で お り 、 上段 は 更 に 1 段

以上、 底部 も 1 段以上深 か っ た と 考 え ら れ る が、 詳

細 は不明 で あ る 。 但 し 6 段 目 の構造 は 、 内面が円形

で は な く 、 6 角 形 に な っ て お り 、 最下段 の可能性 も

考 え ら れ る 。

林田氏の 聞 き 取 り 調査か ら 、 元 々 林 田 家 は 、 南側

に あ っ た が、 加藤清正 の河川改修 に お い て北側 に家

を 移動 し た と い う 。 お そ ら く 北側 に最近 ま であ っ た

用水路の こ と を 指す と 思 わ れ る が、 加藤清正が河川

改修 を 行 っ た と すれば、 そ れが推定 さ れ る 17世紀初
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図 (Fig) 47 井戸 (調査区外) 平面及び石材断面実測図

頭 ま で遡 る か ど う か は 不 明 で、 あ る 。

し か し 、 5009 を 埋 め た 後 に 家 が建 て ら れ て い る

こ と は 事実 で あ る 。 5009か ら 出 土 し た 一番新 し い

陶磁器 は 19世紀の前半 と 考 え ら れ る こ と か ら 、 それ

以 降 に 家が建て ら れて い る こ と がい え る 。 し か し 、

こ の 井戸が家創建期 の も の な の か、 そ れ以前 の も の

な の か は不明で、あ る 。

な お 、 こ の井戸 は 国土交通省熊本河川 国道事務所

の ご協力 に よ り 、 現地 に 現状保存 さ れて い る 。

[井戸枠の観察]

こ こ に示 し た井戸枠 は 、 井戸の底 に 落 ち て い た も

の で あ る 。

縦54cm、 横44cm、 幅 5 - 8 cmで、 内 面 は 曲 面、 外

面は直面 に加工 し た 阿蘇溶結凝灰岩で あ る 。 色調が

ピ ン ク 色 で阿蘇 ピ ン ク 石 (馬 門 石) と い わ れ る 石材

であ る 。 内外面 に は工具 に よ る 加工痕跡が見 ら れ る 。
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図 (Fig) 48 小便聾実測図

な お 、 石材の鑑定 に は 馬場正弘氏の ご協力 を得た。

【 2 】 小便聾

[確認位置] B - 43 グ リ ッ ド。 ( 図 17参照)

標高約4.3m。

[構造等] (写真91 参照)

瓦質の 棄 を 埋 め 込 ん だ状態 の小使用 の聾であ る 。

大 き さ は、 底部径が約 18cm、 残存高が22cmであ っ

た。 上部は破壊 さ れて い る が、 元 々 完形の聾が埋め

込 ま れて い た と 考 え ら れ る 。 小使聾であ っ た証拠 に

翠 の 内 部 に 結晶状の 固形物が付着 し て い る 。 お そ ら

く 、 こ こ に便所があ っ た と 考 え ら れ る が、 大使用 の

便槽が確認で き な い こ と か ら 、 大使用 の便槽が既に

破壊 さ れて い る か、 小便の み の便所で、あ っ た可能性

が考 え ら れ る 。 井戸が使用 さ れて い た 時期 と 重 な る

も の と 推定 さ れ る 。

第 3 節 遺 物

1 ) 調査 2 区 ( 2 区 一 1 )

調査 2 区 一 1 か ら 出 土 し た 出 土 し た遺物 は、 中 グ

レ ー コ ン テ ナ (38cm x 58cm x 14cm) に約 6 箱分で、

総重量46.373gで あ っ た 。 内 訳 は 弥生土器か ら 近世

の 陶磁器 ま で様 々 で あ っ たが、 古代 の土師器 と 須恵

器が主体で、 あ っ た た め 、 古代の遺物 を31点、 そ れ以

外 を 4 点報告す る 。

①古代

[出土遺物の観察]

138 は 、 古代 の 土師器で費 の 口縁部で あ る 。 復元

口 径 は 1 7.8cm。 ①層 か ら の 出 土 で 、 2 点が接合 し て

い る 。 時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。

139 は 、 古代 の 土 師器で聾 の 口縁部であ る 。 ②層

か ら の 出 土で、 内 面 に は ケ ズ リ の痕跡が残 る 。 時期

は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。

140 は 、 古代 の 土師器で聾 の 口縁部で あ る 。 復元

口 径 は 25.0cm。 ②層 出 土 の 点 上 げ遺物で、 3 点が接

合 し て い る 。 内外面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 時期 は 8 世

紀後半 と 考 え ら れ る 。

141 は 、 古代 の土師器で聾 の 口縁部で あ る 。 ①層

と 撹乱層か ら 出 土 し た 2 点が接合 し て い る 。 内 面 に

は わずかに ケ ズ リ の痕跡が残 る 。 時期 は 8 世紀後半

と 考 え ら れ る 。

142 は 、 古代の土師器で甑の 口縁部 と 考 え ら れ る 。

①層 か ら 出 土 し た 3 点が接合 し て い る 。 復元 口径は

25.0cm。 内外面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 頚 部 に 工具 に よ

る 凹線状のへ こ みが 1 条め ぐ る 。 時期 は 8 世紀後半

と 考 え ら れ る 。

143 は 、 古代 の 土師器で聾 の 口縁部で あ る 。 ③層

か ら の 出 土で、 内外面 に はハ ケ 目 が残 る 。 他の聾の

口縁部 と 比較 し て や や直線 に 近 い立 ち 上が り を みせ

る 。 時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。

144 は 、 古代 の土師器で聾 の 口縁部 と 胴部上半部

であ る 。 ①層 か ら 出 土 し た 6 点が接合 し て い る 。 復

元 口 径 は25.4cm。 口縁端部がナ デ に よ る 影響 の た め

か、 ふ く ら みが見 ら れ る 。 外面 に は ハ ケ 目 、 内面に

は ケ ズ リ の痕跡が残 る 。 時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら

れ る o

145 は 、 古代 の 土 師器で聾 の 口縁部 と 胴 部上半部

であ る 。 ①、 ②層 か ら 出土 し た 7 点が接合 し て い る 。

復元 口径 は26.0cm。 外面 に は ハ ケ 目 、 内 面 に は ケ ズ

リ の痕跡が残 る 。 時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。

146 は 、 古代 の 土 師器で聾 の 口縁部 と 胴 部上半部

であ る 。 ②層 出土の点上げ遺物 2 点が接合 し て い る 。

復元 口 径 は 26.2cm。 口縁部 は 、 曲線的 に 大 き く 外反

し て い る 。 外面 に は ハ ケ 目 、 内面 に は ケ ズ リ の痕跡

が残 る 。 時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。
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147 は 、 古代 の須恵器で杯 の 蓋 で あ る 。 ①層 や撹

乱層 の遺物 7 点が接合 し て い る 。 復元 口径は15.4cm。

器高 は 1.4c皿。 つ ま み 部 は 輪状、 体部 は ほ ぼ水平で

あ り 、 時期 は 8 世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

148 は 、 古代の須恵器で杯 の 蓋で あ る 。 ①、 ②層

出土の遺物 7 点が接合 し て い る 。 復元 口径は19.6cm。

つ ま み部 は お そ ら く な い と 考 え ら れ る が詳細 は不明

で あ る 。 体部 は緩や か に立 ち 上が る 。 時期 は 8 世紀

後半期 と 考 え ら れ る 。

149 は 、 古代の 須恵器で杯の 蓋 で あ る 。 ②層 出 土

の点上げ遺物 2 点 と ②層 出土 1 点の計 3 点が接合 し、

ほ ほ完形 に な っ て い る 。 口 径 は 1 3.0cm、 つ ま み径 は

3.3cm、 器高 は 2.5cm で あ る 。 時期 は 8 世紀後半期 と

考 え ら れ る 。

1 50 は 、 古代の須恵器で杯 の 蓋 で あ る 。 ①層 出 土

の遺物 2 点が接合 し て い る 。 復元 口 径 は 14.0cm。 つ

ま み部 は お そ ら く な い と 考 え ら れ る 。 焼 き は やや不

良であ る 。 体部 は緩や か に 立 ち 上が る 。 時期 は 8 世

紀後半期 と 考 え ら れ る 。

1 5 1 は 、 古代の 須恵器で杯 の 蓋 で あ る 。 ②層 出 土

の点上げ遺物で、 ほ ほ半分残存 し て い る 。 復元 口径

は 15.2cm、 器高 は2.1cm。 つ ま み部 は な い 。 時期 は 8

世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

1 52 は 、 古代 の 須恵器で高台付 き の杯であ る 。 ①

層 出 土の 遺物 2 点が接合 し 、 約 1/4が残存 し て い る 。

復元 口 径 は 1 7.0cm、 復元底 径 は 6.5cm 、 器高 は 5.7cm

で あ る 。 器面が赤 く 焼 け て お り 、 荒尾産須恵器の可

能性が高 い 。 時期 は 8 世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

1 53 は 、 古代の 須恵器で高台付 き の椀で あ る 。 ①

層 出 土の 遺物 2 点が接合 し て い る 。 復元 口 径 は 14.8

cm、 復元底 径 は 6.2cm 、 器高 は 6.0c皿 で あ る 。 焼 き は

やや不良で あ る 。 時期 は 8 世紀後半- 9 世紀前半期

と 考 え ら れ る 。

1 54 は 、 古代の 須恵器で杯で あ る 。 ①、 ②層 出 土

の遺物 3 点が接合 し て い る 。 復元 口 径 は 12.0cm、 底

径 は6.2cm、 器高 は3.8cmであ る 。 焼 き は不良であ る 。

時期 は 8 世紀後半- 9 世紀前半 と 考 え ら れ る 。

1 55 は 、 古代の須恵器で高台付 き の椀 で あ る 。 ②

層 出 土 の 点上 げ遺物 で あ る 。 復元 口 径 は 1 1.2cm、 底

径 は 6.4cm 、 器高 は 3.5cmで あ る が、 高 台端部 は全面

に磨 り 痕が残 る た め 、 器高 は あ と 数 ミ リ 高か っ た と

考 え ら れ る 。 意 図 的 な 磨 り 痕 と 考 え ら れ、 時期 は 8

世紀後半であ ろ う 。

156は、 古代の須恵器で高台付 き の杯であ る 。 ①"

層 出 土 で あ り 、 約 1/3が残存 し て い る 。 復元 口 径 は

13.2cm、 復元高 台径 は 9.0cm、 器高 は 4.7cm で あ る 。

器面が赤 く 、 須恵器 に し て は、 焼成 は やや不良であ

る 。 高台端部外面 を 「 く J 字形 に仕上 げ ら れた 「萩

尾型椀」 と い え よ う 。 時期 は 8 世紀前半期 と 考 え ら

れ る 。

1 57 は 、 古代の須恵器で二重 口 縁壷 の 口縁部か ら

頭部 に か け て の 資料であ る 。 ①層 出土の遺物 2 点が

接合 し て い る 。 口縁の外面 に は 、 2 条 の櫛描 き 波状

文が見 ら れ る 。 復元 口 径 は27.2cm、 残存高 は 5.1cm。

時期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。

1 58 は 、 古代 の 土 師器で杯 で あ る 。 ①層 か ら 出 土

し た 2 点が接合 し て お り 、 約 1/3が残存 し て い る 。

復元 口 径 は 1 2.7cm 、 復元底径 は 6. 1cm 、 器高 は 3.3cm

で あ る 。 底部 に はハ ケ 目 が、 内外面 に は 部分的 に赤

彩が残存 し て い る 。

159 は 、 古代 の 土 師器で杯で あ る 。 ②層 か ら の 出

土で、 約 112が残存 し て い る 。 復元 口 径 は 12 . 1cm 、

底径 は 7.4cm、 器高 は 3.2cmで あ る 。 内外面 に は部分

的 に 赤彩が残存 し て い る 。

160 は 、 古代 の 土 師器で杯 で あ る 。 ①層 か ら 出 土

し た 5 点が接合 し て お り 、 約 112が残存 し て い る 。

復元 口 径 は 13.8cm 、 底径 は 8.0cm 、 器高 は 3.4cm で あ

る 。 底部 に はハ ケ 目 が部分的 に残存 し て い る 。

161 は 、 古代の土師器で高台付 き 杯の底部であ る 。

一括遺物 2 点が接合 し て お り 、 底部の約 112が残存

し て い る 。 復元底径は 12.8cm、 残存高 は3.2cmであ る 。

内外面 に は部分的 に 赤彩が残存 し て い る 。 か な り 大

き な杯であ る 。

162 は 、 古代 の 土師器で杯で あ る 。 ②層 か ら 出 土

し た 10点が接合 し て お り 、 約4/5が残存 し て い る 。

口 径 は 13.8cm 、 底径 は 9.0cm 、 器高 は4.1cm で あ る 。

底部に は ヘ ラ 切 り の痕跡が見 ら れ る 。

163 は 、 古代の土師器で高台付 き 椀の底部であ る 。

①層 出土遺物であ る 。 復元底径は6.5cm、 残存高 は2.7

cmであ る 。
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図 (Fig) 51 2 区 一 1 出土遺物実測図 ( 3 ) 

1 64 は 、 古代 の 土師器で鉢の 口縁部で あ る 。 復元

口 径 は 19.6cm、 残存高 は 5.6cmで あ る 。 ①層 出 土遺物

2 点 と ④層 出 土遺物 1 点の計 3 点が接合 し て い る 。

外面 に は ハ ケ 目 、 内面 に は ケ ズ リ 痕が見 ら れ る 。

165 は 、 古代の土師器で鉢の 口縁部 と 考 え ら れ る 。

①層 出 土遺物で、 残存高 は 5. 1cmで あ る 。 164 と 比較

す る と 口唇部が厚 く 、 外面 に く ぴれが見 ら れ る 。

166 は 、 古代 の 土 師器で ミ ニ チ ユ ア 聾 の 口縁部か

ら 胴部上半部の 資料であ る 。 ①層 出 土遺物 2 点が接

合 し て い る 。 外面 に は ハ ケ 目 、 内面 に は ケ ズ リ が見

ら れ る 。 復元 口径は9.1cm、 残存高 は4.8cm。

167 は 、 古代 の 土 師器で甑の胴部下半部か ら 底部

の 資料であ る 。 復元底径 は 16.7cm、 残存高 は 1 1. 7cm 

であ る 。 ②層 出 土遺物 3 点が接合 し て い る 。 甑の底

は桟橋状の形態であ ろ う 。

168は 、 古代 の 土 師器で鉢で あ る 。 ①、 ②層 か ら

出 土 し た 1 1 点 が接合 し て お り 、 約 1/2が残存 し て い

る 。 復元 口 径 は29.3cm、 残存高 は 9.6cm で あ る 。 外面

に はハ ケ 目 、 内 面 に は ケ ズ リ 痕が見 ら れ る 。

②古代以降

[出土遺物の観察]

169 は 、 泥め ん こ で あ る 。 カ ラ ス 天狗 を 模 し た も

の と 考 え ら れ る 。 縦 1.8cm、 横 1. 5cm、 厚 さ 0.85cmで

あ る 。 ①層 か ら の 出 土で、 時期 は近世以降 と 考 え ら

れ る 。

170 は 、 土錘 で あ る 。 出 土層 は不 明 で あ る 。 長 さ

は 5 cm、 厚 み は 2.9-3.l5cmであ る 。

171 は 、 近世の古銭、 「寛永通賓J で あ る 。 「寛」

の 1 2 と 13画、 「賓」 の 18 と 19画がつ な が る 特徴か ら

古寛永 ( 1636年- 1659年) と 考 え ら れ る 。 ①層 か ら

の 出 土で あ る 。

172 は 、 砂岩製の砥石で あ る 。 4 面 に擦 り 面が確

認 さ れ る が、 被熱 し て赤変 し 、 破損 し て お り 、 全体

の形状は不明 で あ る 。 ③層 か ら の 出 土であ る 。
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図 (Fig) 52 2 区 一 1

調査 3 区 に は事業予定地外 に古代の 包含層 が存在

し て いた。 表土剥 ぎの際に 出 土 し た遺物 を 紹介す る 。

出 土 し た 遺物 は 、 中 グ レ ー コ ン テ ナ (38cm x 58cm X 

14cm) に約 1 箱分で、 総重量9.948gで あ っ た。

内訳は古代 の 土師器4.577g、 古代 の 須恵器4.883g、

陶磁器355g、 瓦 質土器133gで あ っ た 。 但 し 、 陶磁

器や瓦質土器 は 後世 の紛れ込み で あ る 。

こ こ で は 11点の遺物 を 紹介す る 。

①古代

[出土遺物の観察]

173 は 、 古代 の須恵器で杯の葦で あ る 。 約 1/2が残

存 し て い る 。 口 径 は 16.9cm、 器高 は 1.7cm。 焼 き がや

や甘 く 、 全体の色調が土師器の様に赤い。 つ ま み部

は輪状で体部 は ほ ぼ水平で あ る 。 時期 は 8 世紀後半

期 と 考 え ら れ る 。

被熱

o 1 0cm 
S = 1 /2 l:::== Eニニヨ

出土遺物実測図 ( 4 ) 

174 は 、 古代 の須恵器で杯の蓋で あ る 。 約 1/2が残

存 し て い る 。 口 径 は 1 6.8cm、 器高 は 1.6cm。 色調 は灰

色 だが、 焼 き がやや甘い。 つ ま み部 は 輪状で体部 は

ほぼ水平であ る 。 時期 は 8 世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

175は、 古代 の 須恵器で高台付 き の杯 で あ る 。 約

1/3が残存 し て い る 。 復元 口 径 は 13.4cm 、 復元高台

径 は 9.0cm 、 器高 は 4.5cm で あ る 。 焼 き は や や 不 良 だ

が、 内面は丁寧 な ミ ガ キ が施 さ れて い る 。 時期 は 8

世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

176 は 、 古代 の 須恵器で高台付 き の杯 で あ る 。 約

1/3が残存 し て い る 。 復元 口 径 は 14.2cm 、 復元高台

径 は 9.9cm、 器高 は4.1cm で あ る 。 焼 き は 非常 に 良好

であ る 。 時期 は 8 世紀後半期 と 考 え ら れ る 。

177 は 、 古代 の 須恵器で 高 台付 き の杯 で あ る 。 約

1/2が残存 し て い る が、 口 縁 の 最先端部が欠損 し て

い る 。 復元高台径 は9.4cm以上、 器高 は 6.2cm で あ る 。
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第 3 節 遺物
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Eニヨ

図 (Fig) 53 古代遺物実測図

175 、 1 76 、 1 78 と 比較 し て 立 ち 上が り が き っ く 高台

も や や 内側 に つ い て い る 。 時期 は 8 世紀前半期 ま で

湖 る 可能性が高 い 。

1 78 は 、 古代 の須恵器で高台付 き の杯であ る 。 約

1/4が残存 し て い る 。 復元 口 径 は 14.6cm 、 復元高 台

径 は 9.8cm、 器高 は 3.9cm で あ る 。 時期 は 8 世紀後半

期 と 考 え ら れ る 。

179 は 、 古代の土師器で杯で あ る 。 約2/3が残存 し

て い る 。 復元 口 径 は 12.7cm、 底径は 9.6cm、 器高 は3.8

cmで あ る 。 底部 に はヘ ラ 切 り の痕跡が見 ら れ る 。

180 は 、 古代の須恵器で杯であ る 。 約215が残存 し

て い る 。 復元 口径 は 12.8cm、 復元底径 は 7.4cm、 器高

は 3.3cm で あ る 。 底 部 に は ヘ ラ 切 り の痕跡が見 ら れ

る 。

181 は 、 古代の須恵器で把手付 き の鉢であ る 。 把

手 は 器面 に 接 す る 程 に 内 傾 す る 。 復元最大胴径 は

22.5cm、 残存高 は 1O.8cmであ る 。

182 は 、 古代 の 土 師器 で費 の 口縁部 と 胴 部上半部

で あ る 。 復元 口 径 は24.0cm、 残存高 は 10.3cmであ る 。

外面 に は ハ ケ 目 、 内 面 に は ケ ズ リ の痕跡が残 る 。 時

期 は 8 世紀後半 と 考 え ら れ る 。
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第V章 諸分析

1 、 御幸木部遺跡群 自 然科学分析

(年代測定 ・ 樹種 同 定)

第 V 章 諸分析

株式会社パ レ オ ・ ラ ボ

Pa l eo ・ Labo Co. . L t d. 

2 、 熊本市御幸木部遺跡群出 土の古墳人骨

土井 ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジ ア ム 松下 孝幸
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第 V fi'i: 諸分析

放射性炭素年代測定

1 . は じ め に

パ レ オ ・ ラ ボAMS年代測 定 グ ル ー プ

小林紘一 ・ 丹生越子 ・ 伊藤茂 ・ 山 形秀樹 ・

Zaur Lomtatidze ' Ineza Jarjoliani 

御幸 木部遺跡群 の 遺構 か ら 検出 さ れ た 炭化物 に つ い て 、 加速器質量分析法 (AMS法) に よ る 放射性炭素

年代測 定 を 行 っ た 。

2 . 試料 と 方法

測定試料の情報、 調査デー タ は 表 1 の と お り で あ る 。 試料 は調整後、 加速器質量分析計 (パ レ オ ・ ラ ボ ・

コ ン パ ク ト AMS : NEC製 し 5SDH) を 用 い て 測定 し た 。 得 ら れ た 1.lC濃度 に つ い て 同 位体分別効果の補

正 を 行 っ た 後、 "C年代、 暦年代 を 算 出 し た 。

表1 測定試料及 び処理

測 定番号 遺跡デー タ 試料デー タ 前 処 理 ìllJ 定

試料No ① 試料の種類 : 炭化材 小 片
超音波煮沸洗浄
酸 ・ ア ル カ リ ・ 酸洗 浄 PaleoLabo : PLD-4384 遺構 : S004 状態 : dry 

(塩酸1.2N， 水酸化ナ ト リ ウ ム lN， NEC製 コ ン パ ク ト AMS ' 1.5SDH 土墳墓内 カ ピ : 無
塩酸1.2N)

試料No.② 試料の種類 : 炭化材 小片
超音波煮沸洗浄
酸 ・ ア ル カ リ ・ 酸洗浄 PaleoLabo : PLD-4385 遺構 : S009 状態 : wet 

(塩酸1.2N， 水酸化 ナ ト リ ウ ム I NEC コ ン パ ク ト AMS ' 1.5SDH 弥生後期住居跡 カ ピ : 無
N， 塩酸1.2N)

3 . 結果

表 2 に 、 同位体分別効果の補正 に 用 い る 炭素同 位体比 ( 0 1 3C) 、 同位体分別効果の補正 を 行 っ た "C年代、

l'C年代 を 暦年代 に較正 し た年代範問、 暦年較正 に 用 い た年代値 を 、 図 1 に 暦年較正結果 を そ れぞれ示す。

l'C年代 は AD1950年 を 基点 に し て 何年前 か を 示 し た 年代であ る 。 1.lC年代 (yrBP) の 算 出 に は 、 l'C の 半減

期 と し てLibbyの 半減期 5568年 を 使用 し た 。 ま た 、 付記 し た l'C年代誤差 ( :t 1 σ ) は 、 測 定 の 統計誤差、

標準偏差等 に 基づい て 算 出 さ れ、 試料の HC年代がそ の l'C年代誤差 内 に 入 る 確率が68.2% で あ る こ と を 示

す も の で あ る 。

な お 、 暦年較正 の 詳細 は以下の通 り で あ る 。

暦年較正

暦年較正 と は 、 大気 中 の HC濃度が一 定で半減期 が5568年 と し て 算 出 さ れ た HC年代 に 対 し 、 過去の宇宙

線強度や地球磁場 の 変動 に よ る 大気 中 の l'C濃度の変動、 及 び半減期 の違い ( 1'Cの 半減期5730 :t 40年) を 較

正す る こ と で あ る 。

14C年代の暦年較正 に はOxCa13.10 (較正 曲線デー タ : INTCAL04) を 使用 し た 。 な お 、 1 σ 暦年代範囲 は 、

OxCal の確率法 を 使用 し て 算 出 さ れ た 1.lC年代誤差 に 相 当 す る 68.2%信頼限界の暦年代範囲 で あ り 、 同 様 に 2
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σ 暦年代範 囲 は 95.4%信頼限界 の 暦年代範囲 であ る 。 カ ッ コ 内 の 百分率の 値 は 、 そ の 範 囲 内 に 暦年代が入 る

確 立 を 意味す る 。 グ ラ フ 中 の縦軸 上 の 曲 線 は 14C年代 の確率分布 を 示 し 、 二 重 曲 線 は 暦年較正 曲 線 を 示す

(図 1 ) 。 そ れぞれの暦年代範囲の う ち 、 そ の確率が最 も 高 い年代範囲 に つ い て は、 表中 に 下線で示 し で あ る 。

表 2 放射性炭素年代測定友び暦年較正の結果

δ 13C l'C年代 暦年較正用年代 l'C年代を暦年代に較正 した年代範囲
測 定番号 (%0) (yrBP :t 1 σ )  (yrBP :t  1 σ ) 1 σ 暦年代範囲 2 σ 暦年代範聞

PLD-4384 - 27.69 :t 0.1 5  1515 :t 20 1517 士 18 535AD(68.2%)580AD 
440AD(8.2%)490AD 
530AD(87.2%)610AD 

PLD-4385 - 28.82 :t 0. 16  1900 :t 20 1901 :t 18 75AD(68.2%)125AD 55AD(95.4%)135AD 

4 . 考察

試料 に つ い て 、 同 位体分別効果の補正及び、暦年較正 を 行 っ た。 得 ら れた 暦年代範 囲 の う ち 、 そ の確率の最

も 高 い年代範 囲 に 着 目 す る と 、 そ れぞれ よ り 確かな年代値の範囲が示 さ れた 。

試料①のS004の土壌墓 内 の 炭化物 は 、 調査の所見で は古代か ら 中 世 と 予想 さ れ て い た が、 年代測 定 で は 、

1 σ 歴年代範囲 に お い て AD535-580年、 2 σ 歴年代範囲 に お い てAD530・610年 と 測 定 さ れ、 古墳時代の終わ

り あ る い は 原始古代 に 相 当 す る 年代であ る 。

一方、 試料②のS009の 弥生時代後期住居跡の最下層炭化物 は 、 1 σ 歴年代範囲 に お い て AD75-125年、 2 

σ 歴年代範囲 に お い てAD55-135年 と 測 定 さ れた。

な お 、 いずれの炭化物 も 炭化材の小片 であ り 、 伐採年代 を 示す最外年輪部分 を 測定 し て い な い こ と か ら 、

数十年程度の古い年代 を 示 し て い る 可能性 は考え ら れ る 。

参考文献

Bronk Ramsy C. ( 1 995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy: The OxCal Program， 

Radiocarbon， 37 (2) ， 425-430. 

Bronk Ramsey C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal， Radiocarbon， 43 (2A) ，  

355-363. 

中村俊夫 (2000) 放射性炭素年代測定法の基礎. 日 本先史時代の l'C年代， 3-20. 

Reimer P1. MGL Baillie， E Bard， A Bayliss， JW Beck， C Bertrand， PG Blackwell， CE Buck， G Burr， 

KB Cutler， PE Damon， RL Edwards， RG Fairbanks， M Friedrich， TP Guilderson， KA Hughen， 

BKromer， FG McCormac， S Manning， C Bronk Ramsey， RW Reimer， S Remmele JR， Southon， 

MStuiver， S Talamo， FW Taylor， J van der Plicht， and CE Weyhenmeyer. (2004) Radiocarbon 

46， 1029-1058. 
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第 V 章 諸分析
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図版 1 御幸木部遺跡群出土木製品材組織の光学顕微鏡写真

l a-lc : ア ワ ブキ 属 ( 1 区 ピ ッ ト 31 番 2a-2c ア カ マ ツ (S006. Y-44. No3 ) 

a : 横断而 b ::1'主総IfJi而 c 放射 断而 bar : a . 1b= 1 111111 1 c . 2b=0.4 111111 2c=0.2111111 
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第 V 章 諸分析

御幸木部遺跡群 出 土木製品 の樹種 同 定

植 田 弥生 (パ レ オ ・ ラ ボ)

1 . は じめに
こ こ で は 、 弥生時代以降であ る が時期 は特定で き て い な い柱材 ( I 区 ピ ッ ト 31番) 1 点 と 、 堤防沿い に

打 ち 込 ま れて い た近世以降の杭材 3 点 の樹種 同定結果 を 報告す る 。

2 . 試料 と 方法

木製品 か ら 材の 3 方 向 (横断面 ・ 接線断面 ・ 放射断面) を 見定 め て 、 剃万 を 用 い 各方 向 の 薄 い切 片 を 剥 ぎ

取 り 、 ス ラ イ ド ガ ラ ス に並べ、 ガ ム ク ロ ラ ー ル で封入 し、 永久 プ レ パ ラ ー ト (材組織標本) を作成 し た 。 こ

の材組織標本 を 、 光学顕微鏡で40�400倍 に拡大 し 観察 し た 。

材組織標本は、 熊本県教育庁 に保管 さ れ て い る 。

3 . 結果
柱材 は ア ワ ブキ属、 杭材 3 点 はすべて カ マ ツ で あ っ た。

表 1 御幸木部遺跡群木製品樹種同定結果一覧

木製品 遺構 遺物 樹 種
柱材 1 区 ピ ッ ト 31番 ア ワ ブキ属
杭① S006.y・43. NO.1 ア カ マ ツ
杭② S006.y・44. NO.3 ア カ マ ツ
杭③ S006.y・43. NO.3 ア カ マ ツ

以下 に 同 定根拠 と し た材組織の特徴 を 記載 し 、 材の 3 方向の組織写真 を 提示 し た 。

(1) ア ワ ブキ属 Meliosmα ア ワ ブキ 科 図版 1 1a・1c (柱材 1 区 ピ ッ ト 31番)

非常 に小型でや や厚壁 の 管孔が単独 ま た は柔細胞 を 介 し て放射方 向 に 2 個複合 し 、 疎 ら に 散在す る 散孔材

であ る 。 道管の壁孔は交互状、 階段数が少 な い 階段穿孔で あ る 。 放射組織 は異性、 1 � 3 細胞幅、 背が非常

に 高 く 、 縁辺 に 直立細胞が多 く 、 道管 と の壁孔は小型 で交互状で あ る 。

ア ワ ブキ属 は 、 常緑 ま た は 落葉性の小木 ま た は高木で、 暖帯 に 多 く 分布す る 。 フ シ ノ ハ ア ワ ブキ ・ ヤ マ ピ

ワ ・ ア ワ ブキ ・ ミ ヤ マ ハ ハ ソ な どが属 す る 。

(2) ア カ マ ツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc. マ ツ 科 図版 1 2a-2c (杭材② : S006. Y-44. No.3) 

垂直 と 水平の樹脂道があ り 、 早材か ら 晩材への移行 は ゆ る や か な 針葉樹材で あ る 。 分野壁孔は 窓状、 放射

組織の上下端 に は 有縁壁孔 を 持つ放射仮道管があ り そ の内壁に は先の鋭 く 尖 っ た 鋸歯状の肥厚が顕著 で あ る

こ と か ら ア カ マ ツ と 特定 し た 。

ア カ マ ツ は 自 然林が人 間活動や 自 然災害で破壊 ・ 崩壊 さ れた跡地 に 、 い ち 早 く 二次林 を 形成す る 。
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4 . ま と め

ア ワ ブキ属 は 九州地方の遺跡か ら も 散見 さ れ、 杭や建築材に使わ れてい る ( 山 田 1993、 パ リ ノ ・ サー ヴ ェ

イ ー株式会社 200 1 ) 。 当 遺跡 に お い て も 、 柱材 に利用 さ れて い た事が判 っ た 。

縄文時代~古代の杭材 は 利用 す る 樹種の種類数が多 く 多様であ る が、 近世の杭材 は ク リ と マ ツ 属複維管東

亜属 ( ア カ マ ツ と ク ロ マ ツ が属 す る ) の 2 種類が多 い。 当 遺跡の近世以降の杭材 3 点 も すべて ア カ マ ツ の材

で あ っ た 。

引用文献
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パ リ ノ ・ サ ー ヴ ィ ー 株式会社 (2001 ) 柳 町遺跡か ら 出 土 し た 木製 品 の樹種 に つ い て . ふ34. r柳 町遺跡 I

第 2 分冊 分析 ・ 考察 ・ 附論編 写真図版編J .
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第 V 章 諸分析

熊本市御幸木部遺跡群 出土の古墳人骨

松下 孝幸 事

【 キ ー ワ ー ド】 : 熊本県、 古墳人骨、 土壌墓、 保存不良、 四肢骨、 扇平腔骨

は じめに
熊本市御幸木部 町 に 所在す る 命筆未品遺跡群の発掘調査が、 加勢川 改修事業 に伴 っ て お こ な わ れ、 2005年

(平成17年) に 人骨が 1 体出 土 し た (S004) 。 こ の 人骨 は副 葬 品 を 伴 っ て い な か っ た が、 後述 し て い る よ う

に古墳時代 に 属 す る 人骨 と 推測 さ れて い る 。

筆者が調査に携わ っ た り 報告書 を 書 い た熊本県内の古墳時代人骨 に つ い て は 、 益城町の福原横穴墓群 (松

下 ・ 他、 1985a) 、 玉名 市小路石棺 (松下 、 1985b) 、 熊本市古城横穴墓群 (松下 ・ 他、 1985c) 、 鹿本 町津袋

大塚東側 1 号石棺 (松下 ・ 他、 1986a) 、 山 鹿市湯の 口横穴墓群 (松下 ・ 他、 1986b、 1 988) と 舞野遺跡 (松

下 ・ 他、 1989c) 、 七城町瀬戸 口横穴墓 (松下 ・ 他、 1989a) 、 中 央 町 四 十八塚 5 号墳 (松下 ・ 他、 1 989b) 、
に し う る の

宇土市西潤野 2 号墳 (松下 ・ 他、 1992) 、 熊本市五丁 中原遺跡群 (松下、 1997) 、 鹿央町広諏訪原遺跡 (松下、

2004) 、 益城町城の本 2 号墳、 合志町豊 岡宮本横穴群 (松下、 2006) があ る が、 横穴墓 は 盗掘 を 受 け て い る

も の が多 く 、 人骨の保存状態 は あ ま り よ く な かっ た。 こ の 中 で保存状態が比較的 よ か っ た の は 、 i掌袋大塚東

側 1 号石棺、 中央町四十八塚 5 号墳、 西潤野 2 号墳、 豊岡宮本横穴群か ら 出 土 し た 人骨 であ る 。 こ の ほ か に 、

八代市清水 1 号古墳 ( 内 藤 ・ 他、 1980) 、 城南町丸尾 5 号墳 (内藤、 1975) か ら も 古墳人骨が出 土 し て い る

が、 保存状態 は よ く な い 。

本例 は保存状態が必ず し も 良好 な も の で は な か っ たが、 四肢骨の一部 に つ い て 計測 や観察がで き た の で、

そ の 結果 を 報告 し て お き た い 。

資 料

今回 の調査で 出 土 し た 人骨 は l 体の み で あ る (S004) 。 こ の 人骨 を 後述 し て い る 所見か ら 男 性 人骨 と 推定

し た 。 年齢は不明 で あ る が、 参考 ま で に年齢区分 を 表 1 に示 し た 。

こ の 1 体の人骨 は 、 考古学的所見 よ り 、 古墳時代に属 す る 人骨 と 推測 さ れて い る 。 保存状態 は 悪 い が、 大

腿骨 と 腔骨 の 一部で計測 がで き た 。

計測方法 は 、 Martin-Saller ( 1957) に よ っ た が、 腔骨の横径 は オ リ ピ エ の 方法で計測 し た 。

人骨の発掘調査 は 、 筆者の他 に 当館の松下真実が、 人骨 の整理 ・ 復元 ・ 計測値の計算 な ど は 、 磯部美恵子、

松下玲子、 中 野江里子が担 当 し た 。

所 見
1 . 人骨の 出土状況

埋葬遺構 は 土墳墓であ る 。 埋葬姿勢は仰臥。 人骨 は一部 を 除い て埋葬 さ れた状態 を 保 っ て 出 土 し た。 残存

し て い た の は頭蓋、 左側鎖骨、 左右の上腕骨、 横骨 と 尺骨、 寛骨片お よ び左右の大腿骨、 腔骨、 排骨で あ る 。

肘関節 は ほ ぼ伸展状態で、 膝関節 も 伸展状態であ っ た。

頭蓋部分は 、 撹乱 を 受 け て 、 ほ と ん ど残存 し て い な い。 頭蓋片 に 混 ざっ て 木炭片が多 数認め ら れた 。

* Takayuki M A  TSUSHIT A 

The Doigahama Site Anthropological Museum (土井 ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジ ア ム 〕
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第 V 章 諸分析

こ の炭化物 は 人骨の上層部で も 確認 さ れて い る が、 頭蓋以下 の埋土か ら は検出 さ れて い な し ミ 。 埋葬後、 頭

蓋部分が撹乱 を 受 け た 際 に 、 上層 の炭化物 を 含 ん だ土が混入 し た も の と 推測 さ れ る 。

表 1 年齢区分 (Table 1 .  Division of age) 

未成人

分
一

区一
児
児
児
年

齢一

乳
幼
小
成

年一 年 齢

1 歳未満
1 歳- 5 歳 (第一大臼歯萌 出 直前 ま で)
6 歳- 15歳 (第一大臼歯萌 出 か ら 第二大臼歯歯恨完成 ま で)
16歳-20歳 (蝶後頭軟骨結合癒合 ま で)

成人
壮年
熟年
老年

21歳-39歳 (40歳未満)
40歳-59歳 (60歳未満)
60歳以上

注) 成年 と い う 用語 に つ い て は土井 ヶ 浜遺跡第14次発掘調査報告書 ( 1996) を 参照 さ れた い 。

2 . 人骨の形質

①上腕骨

左右の骨体が残存 し て い た が、 保存状態 は悪い。 計測 は で き な い が、 径 は か な り 太 く 、 三 角 筋粗面の 発達

も よ さ そ う で あ る 。

②大腿骨

両側 と も 残存 し て い た が、 左側 は一部が残 っ て い た にす ぎ な い 。 取 り 上 げ て 、 観察や計測 が可能 だ っ た の

は 、 右側 の み で あ る 。

計測値 は 、 骨体中 央矢状径が32凹 (右) 、 横径 は31剛 (右) で、 骨体中央断面示 数 は 103.23 (右) と な り 、

粗線の 発達 は 良好で あ る 。 骨体中 央周 は 98凹 (右) で、 骨体は か な り 太い 。 ま た 、 上骨体断面示数 は 90.63

(右) と な り 、 骨体上部 に は扇平性 は 認め ら れ な い。

③座骨

両側 と も 残存 し て い た 。 径 は 大 き く 、 ヒ ラ メ 筋線の発達 も 良好であ る 。

計測 は右側 の みがで き た。 中 央最大径 は35阻 (右) 、 中央横径 は21凹 (右) で、 中央断面示数は60.00 (右)

と な り 、 骨体は扇平で あ る 。 骨体周 は91凹 (右) で、 骨体は かな り 大 き い。 最小周 は 計測 で き な い 。

3 . 性別 ・ 年齢

性別 は 、 四肢骨の径がか な り 大 き い こ と か ら 、 男性 と 推定 し た 。 年齢は頭蓋がほ と ん ど残存 し て い な か っ

た の で、 推測 で き な い。

考 察
本人骨 は頭蓋が残存 し て い な か っ た の で、 頭型や顔面 の特徴お よ び鼻根部の 様態 な ど は 不 明 で あ る が、 四

肢骨 の特徴 は 明 瞭で あ る 。 す な わ ち 、 径がか な り 大 き く 、 頑丈で あ る こ と で あ る 。 計測 がで き た の は大腿骨

と 腔骨 の み で あ っ た が、 上腕骨 の径 も 大 き い 。 計測がで き た 大腿骨 と 腔骨 を 熊本県 出 土 の 古 人骨 と 比較 し て

み た 。 な お 、 豊岡宮本、 福原、 湯 の 口 、 古城は横穴墓であ る 。

1 . 大腿骨

表 2 ( 2  - 1 、 2 - 2 ) は 大腿骨 の比較表であ る 。 本例の骨体中央周 は 98mm も あ り 、 か な り 大 き く 、 計測

値は表 2 では最大値であ る 。 90凹 を 超 え て 、 骨体が大 き い も の は 、 合志町の豊岡宮本 3 - F E - 2 、 9 - Y 一

。。



1 、 宇土市 の西潤野古墳人、 八代市 の清水古墳人①で、 他の古墳人 よ り も 大腿骨が大 き い。 熊本県 で は 古墳

時代か ら 大腿骨 の 大 き い 人が存在 し て い た こ と は注意 し て お き た い。 骨体中央断面示数は 103.23 と な り 、 表

2 で は 豊 岡宮本 3 - F E ー 2 と 清水古墳人③に最 も 近 く 、 粗線や骨体両側面 の 後方への発達 は や や 弱 い よ う

で あ る 。 ま た 、 上骨体断面示数 は 表 2 で は最大値 と な り 、 本例 の骨体上部 に は扇 平性は認め ら れ な い。

表 2 ー 1 大腿骨計測値 (男性、 右、mm) (Table2・1 . Comparison of measurements and indices of male right femora) 

6 .  骨体中央矢状径

7 .  骨体中央検径

8 .  骨体中央周

9 .  骨体上積径

1 0. 骨体よ矢状径

御幸木部 盛岡宮本

古代人 古績人

熊本県 熊本県

熊本市 合志町

{松下)

5 -004 3 -FE- 2 9 - Y - l 1 1 ・FE・ 3

32 31 31 29 

31 30 28 26 

98 95 92 86 

32 33 32 31 

29 25 27 23 

四十八縁

古繍人

熊本県

中央町

(松下 ・ 他)

2 号 4 号 5 号 6 号

31 (左 28 28 (左 26

25 (左) 25 25 (左 25

切 (左) 自4 83 (左) 81 

28 (左 27

24 (左 24

6 / 7 骨体中央断面示数 1 03.23 1 03.33 1 1 0.71 1 1 1 .54 1 24.00 (左) 1 1 2.00 1 1 2.00 (左) 1 08.00 

1 0/ 9 上骨体断面示数 90.63 75.76 84.38 74. 1 9  85.71 ( 左 ) 88.89 

表 2 - 2 大限骨計測値 (男性 、 右 、 mm)

A 

28 

25 

84 

33 

23 

1 1 2.00 

69.70 

(Table2・2. Comparison of measurements and indices of male right femora) 
御幸木部 函潤野 2 号 i申袋 1 号 小 路 清 水

古代人 古憤人 古績人 吉積人 古 備

熊本県 熊本県 熊本県 熊本県 熊本県

熊本市 宇土市 鹿本町 玉名市 八代市

(松下) {松下 ・ 他) (訟下 ・ {ω {松下) {内腹 ・ 他)

5-004 1 号人骨 1 号 1 号 ① ② ③ 

6 .  骨体中央矢状径 32 27 (左) 27 26 32 28 26 

7 .  骨体中央繍径 31 33 (左) 25 28 30 24 25 

8 .  骨体中央周 98 (93) (左) 81 86 97 邸 83 

9 .  骨体上横径 32 39 (左) 27 32 32 

10 .  骨体上矢状径 29 23 (左) 24 24 25 

6 / 7 骨体中央断面示数 1 03.23 81 .82 (左) 1 08.00 92.86 1 06.67 1 1 6.67 1 04.00 

1 0/ 9 上骨体断面示教 9Q.63 58.97 (左) 88.89 75.00 78目 1 3

2 . 腔骨

領 原 湯のロ 古 橋

古繍人 古情人 古繍人

熊本県 熊本県 熊本県

益鳩町 山鹿市 熊本市

{松下 ・ 他) {松下 ・ 他) (松下 ・ 他)

B c D 53.2・ B 37ー ト 1 号

30 25 25 (左) ー 26 

26 29 3O (左) 31 

87 84 回 (左)

32 32 羽 {左)

26 23 お (左) ー

1 1 5.38 86.21 83.お{左) ー 83.87 

81 .25 71 .83 76.47(お

表 3 ( 3  - 1 、 3 - 2 ) は腔骨の比較表であ る 。 本例 の骨体周 は91阻で、 表 3 で は最大値であ る 。 大腿骨

同 様、 腔骨 の径 も か な り 大 き い。 骨体断面示数は 60.00 と な り 、 こ の示 数値 は 表 3 で は最小値 を 示 し て お り 、

こ の 時代 と し て は骨体は か な り 扇平であ る 。
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表 3 ー 1 腔骨 (男性、 右、 mm) (Table3-1 . Comparison of measurements and indices male right tibiae) 

8 .  中央最大径

9 .  中央償径

1 0_ 骨体周

1 0 b .  最小周

9 / 8  中央断面示数

御幸木部 盛岡宮本

古代人 古墳人

熊本県 熊本県

熊本市 合志町

(松下) (松下)

8-004 3 -丁目ー 9 - Y - 1 1 ト丁目- 4 

35 30 30 

21 22 21 

91 85 80 

78 74 

60.00 73.33 70.00 

表 3 ー 2 腔骨 (男性、 右、 mm)

四+八塚

古繍人

熊本県

中央町

(松下 ・ 他)

2 号 4 号

31 左) 30 

22 (左) 19 

85 (左) 79 

78 (左) 67 

70.97 (左) 63.33 

(Table3・2. Comparison 01 measurements and indices male right tibiae) 
御幸木部 酉潤野2号 津袋1 号 小 路 清 水

古代人 古靖人 古漬人 古境人 古t由人

熊本県 熊本県 熊本県 熊本県 熊本県

熊本市 宇土市 鹿本町 玉名市 八代市

(松下) (松下 ・ 他) (松下 ・ 他) (松下) (内藤 ・ 他)

8 -004 号人骨 1 号 1 号

8 .  中央最大径 35 27 29 30 30 (左)

9 .  中央横径 21 1 9  20 20 (左)

10 .  骨体周 91 76 85 

l O b .  最小周 68 左) 80 

9 / 8 中央断面示数 60.00 65.52 66.67 66.67 (左)

要 約

福 原

古繍人

熊本県

益城町

(松下 ・ 他)

5 号 6 号 A B C D 

27 26 29 29 33 27 

20 21 22 22 22 21  

74 75 80 80 84 80 

69 70 74 74 78 75 

74.07 80.77 75.86 75.86 66.67 77.78 

み ゆ き き べ
熊本市御幸木部町に所在す る 御幸木部遺跡群 の発掘調査が2005年 (平成17年) に お こ な わ れ、 人骨が 1 体

出 土 し た ( S 004) 。 本人骨 は 古墳時代 に属す る 人骨 であ っ た が、 保存状態 は よ く な か っ た 。 頭蓋の保存状態

は著 し く 悪 か っ た が、 大腿骨 と 腔骨 の 計測 が可能で、あ っ た 。 人類学的観察 と 計測 を お こ な い 、 次の よ う な興

味あ る 所見 を 得た 。

1 . 埋葬遺構 は 土壌墓で、 埋葬姿勢 は仰臥の伸展葬であ る 。

2 . こ の 人骨 は古墳時代 に属す る 人骨 と 推定 さ れて い る 。 本人骨 は男性骨 で あ る が、 年齢は不明 で あ る 。

3 . 頭蓋 は撹乱 を 受 け 、 ほ と ん ど残 っ て い な か っ たが、 上腕骨、 大腿骨、 腔骨が残存 し て い た 。 計測がで き

た の は大腿骨 と 腔骨 で あ る 。

4 . 大腿骨' の骨体中央周 は98皿、 腔骨の骨体周 は91mm も あ り 、 骨体は 太 く 、 頑丈で、 あ る 。 腔骨体は こ の 時代

と し て は珍 し く 扇平であ っ た。 ま た 、 上腕骨 の径 も 大 き い。

5 . 本例 は頭型や顔面の形態 を 明 ら か に す る こ と は で き な か っ た 。 し か し 、 上肢骨 も 下肢骨 も 太 く 、 頑丈で

あ り 、 筋 の発達 も 良好で、 腔骨 は扇平であ っ た。 こ の よ う な 四肢骨 を 持つ古墳人や 中 世 人 は熊本県 内 で は

見 当 た ら な い。 大腿骨 の骨体中央周 は98凹 も あ る が、 古墳人では広 島県本郷町の 陣開 古墳人が98凹 で あ っ

た。 こ れ以上大 き い大腿骨 は、 筆者が知 っ て い る 限 り では、 沖縄県宜野湾市 の テ ラ ガマ 洞 穴 の グ ス ク 時代

人 の 100mm と い う の が存在す る だ け で あ る 。 ま た 、 腔骨の骨体周 も 91醐あ り 、 こ れ は か な り 太い。 こ れ に

近 い の は 長崎県大村市の小佐古古墳人の89剛 と 沖縄県北谷町の後兼久原遺跡の グ ス ク 時代人 ( 1 号人骨)

の89皿があ る に 過 ぎ な い。 ま た 、 こ れ以上の例 は、 広島県本郷町 の 陣 開古墳人の97凹があ る だ け で あ る 。

本被葬者が どの よ う な 階層 に属 し 、 どの よ う な職業に就い て い た か気 に な る が、 今 回 の 発掘調査で の情報

量 に は 限 り があ り 、 推測す る こ と も で き な か っ た。
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表 4 大腿骨 (mm) (Femur) 表 5 腔骨(mm) (Tibia) 
御幸木部 御幸木部

5 .004 5 .004 

男性 男性
右 右

最大長 座骨全長

2 .  自 然位全長 1 • .  腔骨最大長

3 .  最大転子長 1 b .  腔骨長

4 .  自 然位転子長 2 .  頼距間距離
6 .  骨体中央矢状径 32 3 .  最大上端幅

7 .  骨体中央横径 31 3 .  . 上内関節面幅

8 .  骨体中央周 98 3 b .  上外関節面幅

9 .  骨体上機径 32 4 • .  上内関節面深

1 0  骨体上矢状径 29 4 b .  上外関節面深

1 5. 頚垂直径 6 .  最大下端幅

1 6. 頚矢状径 7 .  下端矢状径

17.  頚周 8 .  中央最大径 35 

18 .  頭垂直径 8 • .  栄養孔位最大径

19. 頭横径 9 .  中央横径 21 

20. 頭周 9 • .  栄養孔位横径

21 . 上頼幅 1 0. 骨体周 91 

8 / 2  長厚示数 1 0 .  . 栄養孔位周

6 / 7  骨体中央断面示教 1 03.23 1 0 b .  最小周

1 0/ 9 上骨体断面示数 90.63 9 / 8  中央断面示数 60.00 

9 .  / 8 . 栄麓孔位断面示数

1 0 b / 1  長厚示数
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。

8004人骨

図 2 人骨残存図 ア ミ か け 部分
(Fig. 2 Regions of preservation of the skeleton. Shaded areas are preserved.) 

- 89 -



大腿骨 (右) (the femur) ・ 径骨 (両側) (The Tibia) 

御幸木部S004人骨 (男性)
(The Miyukikibe S004 ， male) 



第 VI 章 総 括
第 1 節 は じ め に

調査区 は 、 平 成 2 年 度 ( 1990年度) の 調 査 区 の約

100�200m北東 に あ た る 。 ( 図 54参照)

今 回 の 発掘調査に よ り 19基の 遺梢が確認 さ れ た。

( 図 13�46参照 ) そ の 内 訳 は 弥生 時 代 後期 後半~終

末期 5 基 (竪穴住居跡 : 3 ljFj= 、 土坑 1 基、 ìWi: : 1 

条 ) と 調査 l 区 の 弥生土器 を 伴 う ピ ッ ト 1 6基、 古代

3 基 (土坑 2 基、 構 1 条 ) 、 近 世 1 基 ( 構 1

条 ) 、 時期 不 明 10基 (土坑 5 基、 土城墓 1 基 、

溝 2 条 、 不 明 遺構 2 基) で あ る 。

こ こ で は確認 さ れ た 遺杭や造物 を も と に 時代 別 に

考察 を 試み た い。

第 2 節 各時代の考察

弥生時代

遺構数は 、 5 基 ( 竪穴住居跡 : 3 II汗、 土坑 1 基、

ìl� : 1 条) と 調査 1 1R の 弥生土器 を 伴 う ピ ッ ト 16基

で あ っ た 。

調査 1 区 の 弥生土器 を 伴 う ピ ッ ト 1 6基 の 中 に は、

中期前半期 の 城 ノ 越式土器、 仁1:1 別 後半期 の黒髪式土

器 を 伴 う も の も 見 ら れ た。 ま た 、

。==== 
250m 

ピ ッ ト 31 か ら は 、

第 \q î;î 品叫 括

弥生土器の 小 片 を 伴 い な が ら 、 カ ッ ト 痕跡 を 持つ柱

材 の 一 部 ( 写真 1 2 及 び 1 1 9参照) が 出 土 し た 。 竪 穴

住居跡の柱穴 と 推定 さ れ る 。 こ の こ と は 、 弥生時代

仁|こl 期 前 後 に 集落が存在 し た こ と を 示唆す る も の と 考

え ら れ る 。

調 査 3 区 で は 、 5 基 の 遺構 が雌認 さ れ 、 特 に SOO

9やS0 1 2 の 住 居跡 か ら は 弥生 時 代 後 期 後半~終末期

の様相�I を 示す造物が出 土 し て い る 。

ま た 、 調 査 1 区 の 北東約 100m 地 点 で、 は 平 成 1 5年

度 (2003) に 熊本市が調査 を 行 っ た 際 に 弥生 時 代 後

lYJ の環濠 と 考 え ら れ る 帯状の遺構が検出 さ れて い る 。

こ れ ら の こ と を 総合す る と 、 弥生時代の 当 地 は 、

':1コ期前半期~終末期 に 集落が形成 さ れ て い た こ と が

tHi定 さ れ る 。

2 古代

1 ) 歴史的背景
8 世紀 中 葉 ~ 後 半 に な る と 国 分寺 、 国 分尼寺が創

建 さ れ、 ま た 託麻国府の設置や駅路 の 整備 も そ の 前

後 に な さ れ た と 考 え ら れ る 。 大江遺跡群、 黒髪 11汀伊

遺跡群 に お い て は 南北 に 延 び る 西 海道跡が検出 さ れ

て お り 、 加 え て 黒 髪 IIIT遺跡群 は 蚕養!以跡 に 推定 さ れ

て い る 。 (2002 美濃 口 )

図 (Fig) 54 遺跡位置図 (磯野 1 993 に加筆)
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15 

。

. 弥生時代
( 終末期が主体)

. 古代
(奈良時 代 8 世紀後半)

近世
(i工戸時 代 前 ~後期)

V . 時代不明

。

--""ニ泊三塁l

V 

図 (Fig) 55 遺構配置図

御 幸 木部 遺 跡 群 が 所 在 す る 御 幸 木 部 II/] 周 辺 は 、

「 和 名 抄 J に よ る 託 麻 �{I\ の 下 井 郷 に 比 定 さ れ る 。

( 1987 鈴木)

ま た 、 周 囲 は熊本平野'条里 跡 に 推 定 さ れ て お り 、

中世の 「詫摩文書」 に 出 て く る 寺 日3 里 、 丸 田 と い う

地 名 は 同遺跡群周 辺 に 比定 さ れ て い る 。 ま た 、 現在

も 熊本 市 出 イ1 1' 聞 に は 七 ノ 坪、 三 ノ 坪、 北坪の 地 名 が

残 っ て い る 。

2 ) 発掘調査 に よ る 推 定

逃柄数は 、 3 基 (土坑 ・ 2 基、 税 1 条) であ り 、

- 92 

H寺期 の特定が可能 と 考 え ら れ る も の は 、 調 査 2 区

1 で 線 認 し た S003 の iWiニ で、 あ る 。 南 側 か ら 北側 へ 高

低差があ り 、 刺 作 に伴 う 可 能性が考 え ら れ る 。 ま た 、

調 査3 区 の 北1f!IJ の 調 査 区 外で は 古 代 造物 包含 屈 が確

認 さ れ て い る 。 い ず れ も 奈良 H

物でで、あ り 、 こ の l時 期 に 画期があ っ た こ と は否 め な い。

ま た 、 付 近 は古代~ 中 世の条里推定地 ( 1)Z156参照)

に あ た り 、 石帯 ( 1 999 綱旺1 ) や 布 目 瓦が採集 さ れ

て い る こ と か ら 、 古 代 に 役所寺 院があ っ た こ と も 考

え ら れ る 。
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熊本市内条里地名
地区名 条里関係地名
出仲間 七ノ坪 } ノ坪 北坪
長溝 大坪
回迎 八反坪

八王寺 五反田
木部 ノ坪 西ーノ 坪
本経 中ノ坪
近見 一十六 八ノ坪 六条
高江 中ノ 坪
江津 十九 南十九
良町 十七

図 (Fig) 56 熊本平野の条里 (島津 1 996) 

3 中世

1 ) 歴史的背景

木部地蔵堂石造物群 に は 、 文明 7 年 ( 1475) 12月

3 日 銘 の 六地蔵石瞳 と 天文 2 年 ( 1533) 4 月 7 日 銘

の 阿弥陀来迎 図像線刻板碑及び寛政 6 年 (1794) 芥

川 守拙観音 図像線刻板碑が立 て ら れて い る 。 こ の 六

地蔵石瞳は 「願主沙門霊珠J が結縁衆 を 募 り 、 文明

7 年 (1475) 12月 3 日 に 「結縁衆吉祥如意J を 祈願

し て 建立 さ れた こ と が銘文か ら 明 ら かで あ り 、 当 時

木部周 辺 に 相 当 な 人 々 が集 ま る 場が存在 し て い た こ

と が想像 さ れ る 。 そ し て 結縁の 中心 と な っ た 「沙門

霊珠」 は 『国郡一統誌J に み え る 「道伝寺」 の寺僧

と 推定 さ れ る 。 阿弥陀来迎 図像線刻板碑 は 、 そ の 銘

文か ら 「林田右京亮」 が天文 2 年 ( 1533) 4 月 7 日

に 「二世福願」 を 祈願 し て 「西方無量寿仏尊」 を 刻

ん だ逆襲供養板碑で あ る 。 こ の 銘文の一節 に 「天宝

現世安福後生善処漸湘之南海之北中 黄金充一 国」 と

あ り 、 禅宗系 の 表現用語や 「黄金充一国」 と い っ た

商業的文言が見 ら れ る 。 所在地の地形か ら 「漸湘之

南i車」 は加勢川 を 示す も の と み ら れ、 「黄金充一国J

ほ ど繁盛 し た加勢川河川 交通の拠点津の一つで、 あ っ

た も の と み ら れ る 。 「林田 右京亮J は禅宗 に 帰依 し

た、 領主的側面 を 持つ有徳人 (商人) と 推定 さ れ る 。

こ の よ う に 木部地蔵堂及 び境内石造物群 は 中世加勢

川 河 川 交通や津の景観 を 考察す る 上で重要 な 資料 を

残す最重要の 遺 跡 の ー っ と 考 え ら れ る 。 ( 1 996 青

木)

2 ) 発掘調査 に よ る推定

今回 の調査で は 、 中 世 の 遺構 は検出 さ れず、 調査

3 区 で検出 さ れ た 近 世 の 溝 (S006) の 中 か ら 青磁、

播鉢や火鉢な どの遺物が出 土 し た に 過 ぎ な か っ た 。

し か し 、 1990年 の 発掘調査で は 、 ほ ほ平行す る 溝

に よ る 区画が見 ら れ、 井戸、 土坑群 の 集 中 (墓坑群

と 想定) ・ 柱穴群 (建物 を 構成 す る も の と 想定) が

存在 し て い る 。 お そ ら く は 、 有力 な 中 世在地領主 の

居館跡の 一部 を 調査 し た も の と 考 え ら れ、 そ れ は 、

加勢川 加工付近 の水利 を 意識 し て 選定 さ れ た も の と

想像 さ れ る 。 遺物 は 、 土師器 ・ 輸入陶磁器の特徴か

ら み て 13世紀末� 14世紀前半の も の が主体 と な っ て

い る 。 (2006 美濃 口 )

4 近世

1 ) 歴史的背景

近世 に入 り 、 加藤清正 は 肥後入 国後、 豊 臣秀吉の

命 に よ っ て検地 を 実施 し 、 ま た 、 土木 ・ 治水工事 に

力 を 入 れ、 白 川 筋 ・ 緑川 筋 の 改修 を 開始 し た 。 清正

は慶長 5 年 (1600) の 関 ヶ 原 の 戦 で は 東軍 に つ き 、

西軍の 中心 と な っ た小西行長の宇土城 ・ 八代城 を 攻

略 し 、 次い で小西領 を 合わせて領す る こ と と な っ た。

清正の茶 臼 山新城の築城開始時期 は 明 ら かで は な

いが、 同 12年 (2007) 熊本城が完成 し て い る 。

慶長16年清正 の死後、 子の忠広 が相続 し た が、 幼

少 の た め幕府の厳 し い介入の も と で の統治が行 わ れ

た。 寛永 9 年 ( 1632) 加藤家 は 取 り 潰 さ れ、 豊前小

倉か ら 細川 忠利が就封 し た 。 以後細 川 氏 は 明 治維新
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ま で 12代240年 余肥後 を 統治す る 。 ( 1987 鈴木)

熊本城下 は 白 川 の右岸に構成 さ れ、 城内の二の 丸

三 の 丸 は 重 臣 の 邸宅 に あ て ら れ、 城 の 北 側 の 京111]"台

地か ら 東面の坪井 ・ 子飼 ・ 千反:J:1lI . 上林 ・ 手取 ・ 高

田 原一帯 に 伺:屋敷が配置 さ れ た。 城の南手 に は古 IIIJ

と 呼 ばれ る 111]"屋、 南西部 に は車lí- IIIJの IIIT屋が並 び、 さ

ら に 坪 井 に も IWJ 屋が設け ら れ た 。 城 下 の 外郭は水譲

と 土居 で 囲 ま れ 、 城下ー か ら 外への 出 口 に は番所が設

け ら れ、 夜 間 は 門 を 閉 じ る 決 ま り で あ っ た 。 城下町

は 、 は じ め そ の 職 種 に よ っ て 同 業者 を 同 じ 地域 に 集

め た た め 、 T�I III] に は細工111]" . 板屋 111] ・ 鍛冶屋 111]" . 米

屋 IIIJ . 魚屋 町 ・ キ11屋 IIrJ . 大工 IIIJ ・ 呉服111] ・ 桶犀 IIrJ • 

な ど、 新111] に は加重111]" . 楠物屋 111]" • �限111]" . 鳥屋111] ・

職 人 111] ・ 桶屋 11町 ・ 魚屋 IIfJー な ど、 :t�<:j:1 に は 米屋 町 ・ 魚

屋 IIIT . 八百屋 111]" • J蹴 人111] ・ 鳥 111]" な どがあ っ た が、 幕

末 に な る と 本格的な職種に必ず し も 拘束 さ れな く な っ

て い る 。 ( 1 987 鈴木)

近年、 熊本市古町遺跡の調査成果 (2004 美濃口 ・

原 田 ) が公表 さ れ、 111] 屋 の 様子が明 ら か に さ れつ つ

あ る 。

熊本城下への 日 常生活必需 品 は 主 に 海路で高橋港

に 運 び込 ま れ 、 坪井川 を 経 て 輸送 さ れ た 。 そ の た め

図 (Fig) 5 7  熊本県管轄肥後国託麻郡木部村地図 (熊本市 1 993) - 調査地点
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図 (Fig) 59 肥後国絵図 (慶長国絵図) 部分 慶長1 0年以降 ( 1 605年�1 61 4年 熊本市 1 993) 

高 橋 に も 多 く の運送業者や商庖が11司: を 並べ、 幕末に

は さ ら に 下手 の 小 島が物資搬入保管 の 港 IIIJ と し て 栄

え た。 雨 の 川 尻 も 加藤氏のH寺代か ら 務 の 米倉庫が設

け ら れ，緑 川 流域 の 年 貢 米が集積 さ れ 、 多 く の 労働

者が集中 し 、 そ の に ぎ わ い に拍車 を か け た 。 年貢 米

を 運 ん で き た 船 は 、 帰 り に 農業 お よ び 日 常生活に必

要 な 道具類 を 買 い 入 れ た た め 、 川 尻 は 刃 物 と 木製品

の 製造 な ら び に 木造船の 製作が盛 ん で、 高橋 と と も

に五 ヶ IIIJの う ち に加 え ら れ商業の 中心地 と も な っ た。

飽 田 君11 の 南 部 と 託麻郡 の 大 半 は 水 田 地ffi: で、米作の

中 心地であ り 、 馬場楠井手 ・ 大井手 な どのlT�水に よ っ

て 用 水 を Jt有 っ た 。 飽 田 郡北部の金|峰 山 麓や 託麻郡東
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- 御幸木部遺跡群の推定位置

図 (Fig) 60 肥後国 (元禄国絵図) 部分 元禄1 4年 ( 1 70 1 年)

2:l!ヨ出 〉 口三 玉ごみ主デーニ三.0'. ..;: 巳， - 、 も一ーミーミ主1ミ荷主1

此 此 "" か 此 弐 IH 此 河
川 川 iA れ 川 町 人 川 阻
r> 口 川 j鯛 IJ 村 イ， 口 111
ヨ 、 n !: =， σJ 、 、 Ll
'J 測 は リ 下 か 寸
高 時 四 川 紛 れ 三
倍 に 尺 lJì. !1ト 湖 日
町 l手 五 町 の に ヨ
主 六 尺 i主 所 lよ リ
を ヒ 之 川 ! 保 十i� � r.1! 之 三 船 八‘ 飢 内 君 主 日
此 の ニ 鍛 Il\ 迄
間 借 巴 t� 入咽 Jれ ' ド 11 イ I 'U 
i倒 白人 地 八
に lî �t 有 日
以 、 川 ヨ
ヒ か 深 東 'J
八 れ 湖 北 1í.
尺 織 の の 日
に た 風 it

か tt.: 、 に 潮
れ 猟 へ は の
i伺 船 に 船 た
iこ も は 船 、
IJ. m ニ 古 へ
三 人 聞 に
尺 伝 三 1;1 
凹 し nll 合
尺 武
二ク ニ両 首

の
鉛

第 \11 t;I 帆
刷、 :ti5 

会乙lE母、巾 ゆ(

む い

(熊本市 1 993) 

部の台地で は畑作が主体で、 麦 ・ 大豆 ・ 小豆 ・ 粟 な 給す る ダ イ コ ン ・ ナ ス ・ カ ブ ・ !吉芋 ・ ニ ン ジ ン ・ ゴ

どの穀物が主 体で あ っ た が、 l判明 頃 に は城下 町へ供 ボ ウ ・ な どの野菜 ( 主 と し て根菜類) が近郊農村 で
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栽培 さ れ、 販売 さ れ る よ う に な っ た (番太 日 記) 。

幕末の特産品 と し て 「肥の後州名所名物数望附」

の な か に松尾 の唐芋、 水前寺 の 晒 し葛、 熊本織、 熊

本 白 髪素麺、 水前寺 も や し 、 熊本生蕎麦切、 水前寺

苔、 白 川 の鮎、 江津の鯉鮒、 は え 、 熊本大小金具彫

物、 細工町キ セ ル、 象眠鍔、 加世以多、 朝鮮飴、 真

珠丸な どが見 え る 。 (1987 鈴木)

肥後藩 に お け る 地方行政単位 と し て 手永制度が用

い ら れて い た 。 手永は郡 と 村の 中 間 に あ っ て 、 数村

あ る い は 数十村 を 一つ の単位 と す る 行政単位で あ っ

た。 当 時の御幸木部遺跡群周辺の木部村 (802石余) 、

中 木部村 (524石余) 、 下 木部村 (414石余) は 、 託

麻郡 田迎手永 に属 し て い た 。 (2004 池上)

村 を 統括 し 、 村 を 伐表す る の が庄屋 で あ る 。 村役

人の う ち 庄屋 ・ 頭百姓 ・ 村横 目 を村方三役 と い っ た。

村政は、 郡代 ・ 惣庄屋 を 通 し て 達せ ら れ る 「法令J

(村人への伝達方法 は 高札 ま た は 口 達) に基づい て

な さ れ る 。 村 は 村 山 ・ 神 田 ・ 用水路な どの財産 を 持

ち 、 自 治的 に 運営 さ れた。 村規約 ・ 村役人 ・ 座祭 ・

年 中 行事 ・ 農作業 な どむ ら の重要 な事柄 は 農民の寄

り 合い で決定 さ れた。 と く に 正 月 10 日 前後 に 聞かれ

る 初寄 り 合い は そ の 年 の 基本的 な 約束事 を 決め る も

の と し て重視 さ れた 。 寄 り 合い の 決定事項 は村規約

と し て 記録 さ れ，共 同 作 業 に 多 く 依存 し た村社会で

は 、 違反者 に は 出 不足銭や過料銭そ の他の罰則が課

せ ら れた 。

肥後 で は 天草 島 原 の 乱後 に 武士 ・ 町人 ・ 農民 を そ

れぞれ 5 人か ら 7 人ずつ組み合わせ、 檀家名 簿 を 作

り 誓詞 を 書かせ た。 も と も と キ リ シ タ ン 宗門取締 り

を 目 的 と し て い た 五人組 も 、 の ち に は 農作業に お け

る 相互扶助 ・ 連帯責任 を 義務づけ ら れ、 法 を 犯す者

が 出 れ ば五人組は連帯責任 を 関 わ れて罰せ ら れた。

(2004 松本)

以上 を 鑑み る と 今回調査 し た御幸木部遺跡群 は、

近世期 に は、 託麻郡 田迎手永 に 属 し 、 木部村 を 形成

し て お り 集落の そ ば を 流 れ る 溝 (用水路) の上に位

置 し て い た と 考 え ら れ る 。

2 ) 発掘調査 に よ る推定

今 回 の 調 査 で判 明 し た 近 世 の 遺構 はS006 の 溝 で

あ っ た 。 こ の溝 に は 矢穴 を 残 し た石垣が部分的 に列

を な し て い た 。 こ の こ と か ら 溝の北側 は護岸状の石

垣があ っ た こ と が窺 え る 。 南側 に 加勢川 が位置す る

た め 、 堤防の意味 も あ っ た と 推定 さ れ、 堤塘でそ の

上が道で あ っ た こ と が考 え ら れ る 。 ま た 、 堆積土が

青色で粘性が強 く 悪臭の残 る 土層 であ っ た こ と か ら 、

流れの緩や か な 用 水路であ っ た こ と も 考 え ら れ る 。

矢穴 は43個確認 さ れ、 幅 は 平均が9.1cm で あ り 3

寸 ( 9 cm) を 超 え る 。 こ の こ と か ら 江戸前期 に湖 る

可能性が考 え ら れ る 。( J )

溝内か ら 出 土 し た遺物 を 見て も 17世紀初期 -19世

紀前半期 と 時期 幅が広 い (全体的 に み て 17世紀初期

と 18世紀後半の 陶磁器が多 く 見 ら れた) こ と か ら こ

の溝は 、 17世紀 (江戸前期) に 用 水路 と し て つ く ら

れ、 19世紀前半期 に埋め ら れた こ と が推定可能 で あ

る 。 そ の 証拠 に 明 治14年 ( 1881年) ま で に作成 さ れ

た 「熊本県管轄肥後国託麻郡木部村」 の 地図 ( 図57

参照) では、 こ の溝 (S006) の上は、 「宅地」 と な っ

て い る こ と がわ か る 。

出 土遺物 は生活雑器 で あ り 、 江戸時代の 人 々 の生

活 を 垣 間 見 る こ と がで き る 。

調査区外に あ っ た林田氏の屋敷に つ い て は 、 こ の

溝 と の切 り あ い 関係がな い の で、 屋敷の築造時期 は

不明 だが溝が埋め ら れた前後の可能性が考 え ら れ る 。

馬 門石が井戸枠 に使用 さ れて い る こ と か ら 考 え れば

明治 に 入 っ て か ら か も し れ な い。

第 3 節 今後の課題

以下 に反省 と 意向 を 踏 ま え て今後の課題 と し た い。

①弥生時代、 古代の考察 は付近の調査成果 を も っ と

活用 すべ き で あ っ た こ と 。

②中世、 近世の歴史解明 の た め に は文献資料や金石

文ばか り で は な く 、 考古学の成果 も 合 わせて 考察す

る こ と は言 う ま で も な い が、 文献資料の活用 、 歴 史

学の分野か ら の検討が不十分で あ っ た こ と 。

③今後の発掘調査が進 む 中 で、 ま た新た な 事実関係

を 踏 ま え て 、 も う 一度 こ の遺跡の性格 を 聞 い直すべ

き であ る こ と 。

[註】
川 前川清一氏の御教示 に よ る 。
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図版
番号

1 1  

1 1  

1 1  

1 1  

1 1  

1 3  

1 3  

1 3  

1 3  

1 4  

1 8  

1 8  

1 8  

1 8  

20 

20 

20 

21 

21 

遺物
番号 種 別

1 弥生土器

2 弥生土器

3 弥生土器

4 弥生土器
? 

5 弥生土器

6 土師器

7 須恵器

8 土師器

9 土師器

1 0  須恵畿

1 1  弥生土器

1 2  弥生土器

1 3  弥生土器

1 4  弥生土器

1 5  弥生土器

1 6  弥生土器

17 弥生土器

18 弥生土器

19 弥生土器

21 1 20 弥生土器

器 種 部 位

器台 裾錨部

蜜形土器 口録節

聾形土緑 口縁部

高杯形土様 7 目録留鉢形土器

密形土器 ロ縁部

聾 ロ縁部

杯蜜 口縁部~
体部

高台付杯 底部

高杯 口録鶴

高台付杯 完形

ロ縁部~聾 胴留

鉢形土器 口縁
底

鶴
部

~ 

聾形土器 胸部

器台 ? 脚部

聾形土器 口縁部~
脚台郎

聾形土器 ロ縁部~
胴部

ニ宣口縁 口縁部~
童形土器 闘部上半部

小型の ほ ぽ完形鉢形土器

聾形土器 lま ぽ完形

聾形土器
口縁部~

闘部下半鶴

口径 底径 器高 晶台径 残存高回大岡笹
(an) (an) (cm) (cm) ( cm) (cm) 

2.2-

2.7-

1 .9-

4.3-

1 .4-

7.1 -

(1 4.4) 1 .7-

(8.0) 2.7-

4.3-

1 3.8 8.0 4.2 

0 8.2) 1 6.3- 20.0 

0 6. 1 ) 1 3.2- 1 7.7 

1 1 .6 5.7-

1 2.2 7.5-

(21 .4) 0 4.8) 46.0 (23.4) 

1 7.5 32.0- 1 9.8 

(20.4) 24.3- 25.3 

1 0.2 6.9 1 0.5 

27.4 32.6 28.5 

22.3 39.0- 26.5 

踊 整 色 翻

(内面} (外面) (内面) (外面)

織ナデ 楠ナデ にぷい橿 に ぷ い黄櫨
(5YR6I4) OOYR町'4)

栂ナデ 繍ナデ 浅
(2
黄

5Y7f3) 
浅黄

(2.5Y7/4) 

機ナデ 織ナデ 浅黄橿 灰貧褐
0 0YRBl3) (1 0YR4!2) 

摩滅 摩滅 に ぷ い櫨 lこ ぷ い鐙
(7.5YR刀4) (7.5YR7/4) 

横ナデ 椴ナデ 灰 白 灰 白
(2.5Y8J1 ) (2 .5Y8/1 ) 

横ナデ 楠ナデ、 ハ ケ 目 灰 白 に ぷ い貸橿
O OYR町2) 0 0YR7/3) 

ナデ、 回転ナデ
回 転 ナ デ 、 一部指 灰 灰
頭圧復 (N6I) (N5il 

摩滅 ナデ に ぷ い虚 燈
(7.5YR7/4) (75Y即応)

摩波 摩滅 に ぷ い笹 浅貧橿
(7.5YR7/4) (75YR町'4)

ナデ、 回転ナデ ナデ、 回転ナデ 灰 白 灰
(N7il (N6I) 

横方向ハ ケ 、 左右 椴方向 ナ デ 、 縦方 灰 白 黒
斜 め 方向 に ハ ケ調 向 ハ ケ 、 指押 さ え (7.5YR8J1 l (7.5YR1 .7 
整 の様 な ナ デ 11 ) 

ハ ケ 後 ナ デ後指頭 回 転 ナ デ 、 ハ ケ 目 に ぷ い黄櫨 に ぷ い黄橿
圧痕 後 ナ デ 、 :ll :ll キ 後 ( 1 0YR7f3) (1 0YR7/4) ナデ、 ナ デ

斜 め 、 縦方向 に ハ

ナデ ケ 目 、 指押 さ え ハ 浅黄 に ぷ い黄信
ケ 後 ナ デ調整 (D!E (2.5YR8J3) (7.5YR7/4) 
郵)

1 . 8cm 巾 の 斜 め 方 浅賀 灰貧指頭庄痕 向 の 細 か い ハ ケ 目 (2.5YR7/3) (2.5YR7/2) 晶 り

ナ ナ メ 方 向 ハ ケ 鴎 :ll :ll キ後ハケ調整、 浅貧撞 浸糞鐙
整、 不定方向ナデ ナデ、 輸ナデ (7.5YR8J6) (7.5YR8/4) 

橿 (ロ縁部)
織ナデ、 ハケ翻整、 繍 ナ デ 、 縦方向 ハ (7.5YR716) に ぷ い褐色
ナデ、 押 さ え 有 り ケ間整 浅黄信 t底部} (7.5YR5I4) 

(7.5YR町6)

不定方向 の ハ ケ 目 縦方向 ハ ケ調整、 浅黄櫨 浅黄鐙調整、 指押 さ え 後 櫛措文、 織 ナ デ 、 (7.5YR町4) (7.5YR8/4) ナテe消 し 繍方向 ハ ケ

斜
留

め の ハ ケ 目 (胴 に ぷ い貧橿 浅黄色指頭圧密後ナ デ ) 、 不 定 方 向 の
ナ デ (底部) 0 0YR7/4) 0 0YR8J4) 

様方向 ハ ケ調整、 明赤褐

横ハ ケ 、 ハケ飼整 機 ナ デ 、 〈 ぴれ 部 橿 (5YR5/6 ) 
に刺突状の洗線晶 (5YR6I8) 極暗赤褐
。J (5YR2/3) 

償方向 ハ ケ 翻 整 、 :ll :ll キ 、 ナ デ 、 ハ 鐙 橿
縦方向ハケ飼控 ケ銅盤、 機ナデ (7.5YR616) (7.5YR的)

表 (Tab) 6 土器観察表 ( 1 ) 

焼成 調査区 出土地点 厨位
{取上Nu) 胎 土 備 考

良好 1 区 pil1 6 NO. 3 石英、 長石、 角 閃 石 、 赤褐
色粧子

良好 1 区 pil 16  NO. l 石英、 長石、 金宮母、 赤褐 中期前半色粒子

良好 1 区 pit26 2 厨 石英、 長石、 角閃石、 輝石、 黒髭式土器赤褐色粒子

良好 1 区 p祉27 NO. l 
右英、 長石、 輝石、 角 閃

赤
石
褐

、
白 色粒子、 黒色粒子、
色粒子

良好 1 区 pit32 NO. l 石英、 長石、 愚母 県鍵式土器

不良 2 区一 1 5002 NO. 7 輝石、 角閃右、 赤褐色粒子、 残存状況が不良 の た め断面のみ石英、 長石

良好 2 区ー 1 5002 NO. 5 白色粒子、 黒色粒子 8 世紀後半、 つ ま み な し 7

良好 2 区一 1 s∞2 NO. 2 石英、 長右、 金雲母 、 赤褐 外面丹塗 り色粒子、 黒色粒子

良好 2 区一 1 5002 NO. 8 黒色粒子、 赤褐色粒子 内外面丹塗 り 、 残存状況が不良 の た
め断面のみ

良好 2 区一 1 5003 NO.53.89 石英、 長石、 黒色粒子 8 世紀後半 ?

良野 3 区 501 2 角閃石、 斜長右

良好 3 区 501 2 NO. l 角閃石、 輝石、 赤褐色粒子

良好 3 区 501 2 NO. 2 輝石、 石英、 長石、 角閃石、
金盤母

良好 3 区 501 2 NO. 6 輝石、 石英、 角 閃 石 、 雲母

良好 3 区 5009 角閃右、 斜長石 、 石英、 赤 黒斑晶 り色土粒

良好 3 区 5009 石英、 角閃石、 斜長石 、 大 黒斑晶 り粒の砂粒

角閃石、 斜長石、 非常に細良好 3 区 s∞9 が い 黒斑 晶 り

口縁留に 2 個組の穴が不規則 に 4 ケ良好 3 区 5009 NO.80 長石、 角閃石、 輝石、 雲母 所 入 る ( 内 か ら 舛へ)

良好 3 区 5009 角閃石、 斜長石、 右英、 小 黒斑晶 り石 ( 5 mm大) を 含 む

良 好 3 区 5009 石英、 角閃石、 斜長石 黒斑晶 り



図版 遺物 種 別 器 種 部 位
口径 底径 器高 晶台径 残存高 最大関径 詞 整 色 調

調査区 出土地点 層位 胎 土 備 考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (内商) (外面) ( 内面) (外面)

焼成 (取上N�)

21 1 21 弥生土器 台付鉢
口縁部~ (22.0) 1 1 .6- 1 8.5 機方向 ハ ケ調整、 横方向 ナ デ 、 斜 め 浅黄櫨 浅黄櫨 良好 3 区 5009 角閃石、 斜長石

飼部 不定方向ハ ケ 方向ハケ閥整 (7.5YR8/6) (7.5YR8I6) 

回 転横 ナ デ 、 ハ ケ 灰 白 灰 白
NO.276 

21 22 土師器 台付鉢 鉢部 1 5. 1  1 0.4- ハケ後ナテ 良好 3 区 5009 277.278 輝石、 長石
後ナデ (2.5YR7!1 ) (2.5YRZ月 ) 東一括
斜 め の ハ ケ 自 後図 No.40.44. 

22 23 弥生土器 小型の ほ ぽ完形 7.7 6.0 9.6 回転機ナ デ 、 指頭 転 ナ デ 、 不定方向 に ぷ い黄橿 に ぷ い黄樋 良好 3 区 5009 46. 1 75 輝石、 長石、 角閃石、 雲母 ロ縁に少 し ゆ がみ あ り
鉢形土器 圧痕 の 強 い ハ ケ 目 (底 ( 1 0YR7/3) ( l OYRZβ) 

郡)
359. 2 層

検ナ デ 、 不定方向 ハ ケ後指押 さ え 、 浅黄鐙 浅黄櫨
精製 さ れ て お り 、 非常に細

22 24 弥生土器 鉢形土器 ほ ぽ完形 1 5.3 1 1 .5 1 7.5 ハ ケ調 整 後 ナ デ 、 良好 3 区 5009 か い 、 角閃石、 斜長石、 赤 累斑あ り
ナ テ 、 指押 さ え 蜜 ハ ケ調整

(7.5YR8I4) (7.5YR8I4) 色土粒

横方向に工具ナデ、 機 ナ デ 、 斜 め 方 向

22 25 弥生土器 鉢形土器 ほ ぽ完形 21 .7 1 1 .0 1 8.9 ハ ケ調整指押 さ え ハ ケ調 整 、 ハ ケ 調 浅黄櫨 にぷい櫨 良好 3 区 5009 角閃石、 斜長石、 赤色土粒
整後不定方向 ナ デ (7.5YR8/4) (7.5YR7/4) 

後ナデ 仕上 げ

22 26 弥生土器 鉢形土器 ( 1 5.0) 1 1 .8 ( 1 6.0) 回 転 ナ デ 、 ハ ケ 後 回 転 ナ デ 、 ナ デ 、 に ぷ い賛櫨 L ぷ い黄櫨 良好 3 区 5009 NO. 1 59 輝石、 長石、 角閃石、 赤褐
ナデ、 指頭圧痕 世 9 キ ( 1 0YR7/2) (1 0YR7/2) 北一括 色粒子

22 27 弥生土器 聾形土器 回線部~ 21 .0 30.3- 24.0 ナ ナ メ 方 向 ハ ケ 飼 横 ナ デ後補方向 世 檀 桓 良好 3 区 5009 角 閃 石 、 斜長石 、 石英、 砂 黒斑あ り
胴部上半部 整 、 ハ ケ調整 ゴ旨 キ (7.5YR7/6) (7.5YR7，吊) 車立

ハ ケ後指押 さ え 、 回転機 ナ デ 、 縦方
22 28 弥生土器 聾形土器 ほ ぽ完形 1 4.4 33.9 21 .5 斜め方向ハケ調整、 向 ハ ケ 調 整 、 ハ ケ 浅黄鐙 浅黄橿 良好 3 区 5009 角閃石、 斜長石、 石英 、 赤 黒斑あ り 、 丸底

ハ ケ調整後ナデ消 (7.5YR8/6) (7.5YR腕) 色土粒
し 調整後ナ テ消 し

23 29 弥生土器 壷形土器 胴部 1 2.5- 縦方向 ハ ケ 目 刻 み 巨 突帯 、 斜 め に ぷ い橿 に ぷ い黄櫨 良好 3 区 5009 NO.69 
粗 い右英、 赤褐色粒 、 小 さ 突帯

上半部 方向ハ ケ 自 (7.5YR7.β) ( 1 0YR7/4) い 白 色粒、 雲母g 
23 30 弥生土器 高杯形土器 杯部 32.5 7.3- 放射状の暗文 あ り 不定方 向 ナ デ 、 繍 笹 橿 良 好 3 区 5009 角 閃石、 斜長石、 石英 黒斑あ り

ナデ、 ハ ケ飼墜 (5YR618) ( 5YR6/8) 

ロ縁部~ 暗褐灰 陪縄灰
精製 さ れ て い る 、 黒色粒子 1 630-1 640、 肥 前の初期伊万里 、 高

29 31 肥前磁器 染付皿 高台部 ( 1 3.2) 2.8 (5.2) 施紬 施柏 ( 1 0G4!1 ) ( 1 0G41 1 ) 良 好 3 区 5006 NO.328 が わ ず か に残 る 、 台 が 1 /4程度残 る 、 畳付 に砂付着 ( 目
緑 灰 5G6/1 (胎土) 積痕 η 、 ロ ヲ ロ 形成、 植物文様 ?

陪灰 暗灰 5006 、

29 32 肥前硲器 染付皿 ロ縁部~ 1 4.0 3.1 6.4 施柚 施紬
(58511 ) (585/1 ) 良 好 3 区

x -
2 層 精製 さ れ て い る 1 640-1 650、 畳付に砂付着 、 草花の

高台部 青黒 青黒 25.45、 明膏灰 58G 711 (胎土) 文様
(58211 ) (58212) Y -43 

回転ナデ後施柏葉、

29 33 nB前陶器 天 目 椀 ロ縁部 ( 1 2.0) 4.2- 回転ナデ後施紬 ヘ ラ 削 リ 後施 柏 、 黒 褐 累 褐 3 区 5006、 2 層 1 590-1 630 
( 素 地 部 分 ) 回 転 (1 0YR3/) ( 1 0YR3/1 ) A -41  
ナデ、 ナ デ

29 34 肥前陶器 摺鉢 口縁部 (21 .0) 3.2- 回 転 ナ デ 後1 1 本単 ロ縁上部のみ施柏、 に ぷ い赤褐 に ぷ い赤褐 3 区 5006、 2 層 1 7世紀、 第 2 ・ 3 四半期
位の ヲ シ 目 回転ナデ (5YR4/3) ( 5YR4/3) X -45 

香炉 ロ縁部~ 回転 ナ デ 、 口縁部 回 転 ナ デ後施柏 、 灰 白 緑灰
5006 、 2 層

29 35 nB前青磁 信腕付曹) 高台部
(9.8) 7.5 4.7 ま で施柚 3 ケ所に脚が付 く (2.5Y刀1 ) (7.5Y6/1 ) 3 区 Y -45、 Tr 2 厨

1 7世紀後半
Z -42.44 

肥前陶器 口
高
縁

台
部
部

~ ナ デ後施融 、 胎土 ナ デ ( 口 縁 部 ) 、 暗灰黄 陪灰賛29 36 血 ( 1 3.0) 3.6 4.4 粗 い ヘ ラ ケ ズ リ ? 良好 3 区 5006 NO.3 14  胎土 目 つ け痕 、 1 590ー 1 6 1 0
目 (見込み) (胴部)

(2.5Y4/2) (2.5Y4/2) 

29 37 肥前陶器 椀 口縁部~ ( 1 1 .5)  6 .5 4 .6 回転ナデ後施柏 回 転 ナ デ後底部 へ 緑灰 緑灰 3 区 5006、 ト レ ン チ 嬉野 内野山 、 1 7世紀第 4 - 1 8世紀前
高台部 ラ 自IJ り (5G511 ) (5G511 ) Z -44 1 11í!  期 、 軸の緑色 デ ラ デ ー シ ョ ン 晶 り

肥前陶器 ロ縁部~ 回 転 ナ デ 、 施柏 、 に ぷい櫨 に ぷ い桓29 38 椀 高台部
( 1 0.8) 8.5 5.0 回転ナ デ 、 施柚 削 り 後 ナ デ 、 自IJ り (5YR町3) (5YR6/3) 3 区 5006 2 暦 1 7世紀前半

出 し

表 (Tab) 7 土器観察表 ( 2 ) 



図版 遺物 種 別 部 位
口径 底径 器高 高台径 残存晶 最大飼径 闘 整 色 絹 眉位

番号 番号 器 種 焼成 間査区 出土地点 (取上Nn) 胎 土 備 考(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (内面) (外面) (内面) (外面)

29 39 肥前陶器 片口鉢
回線部 ( 1 5. 1 ) ( 1 2.2) 1 2.0 9 9 キ の 当 て具檀 叩 吉 成形、 施軸 黒 オ リ ブ黒 良好 3 区 8006 、 2 眉

底部 あ り 、 施軸 (2.5Y2Il ) (7.5Y3i1 ) A -40 1 580- 1 6 1 0 、 注 ぎ 口 の ふ く ら み残 る

灰白 精製 さ れ て い る 、 に ぷ い赤 1 7世紀後半- 1 8世紀前半、 録 と 茶色、
29 40 !e前陶器 聾

口縁部~ (32.0) (36.5) 施紬 施軸
暗褐 (2.5Y8/2) 

胴部下半部
22.2- ( 1 0YR3/3) 暗オ リ ー ブ 良好 3 区 8006 NO.31 2 褐 ロ ヲ ロ 成 形 、 ナ デに よ る段々 がつ く 、

(5Y4/4) 2.5YR5/4 (胎土) 胴部の一部に細 か い貫入、 二彩手

褐灰 (施柏) 縄灰 (施粕)

30 41 肥前陶器 火入れ ほ ぽ完形 (7.3) 4.7 4.0 回 転 ナ デ 、 口縁部 回 転 ナ デ 、 素 地 (7.5YR511 ) (7.5YR町1 ) 3 区 8006 、 2 厨 1 8世紀前 、 鉄柏ま で施柏 (J車部 ・ 高台 ) に ぷ い 燈 檀 A -42 
( (7.5YR7/4) (7.5Y円716)

回 転 ナ デ 、 高台近 に ぷ い黄 に ぷ い黄
8006 ， A ー 1 1冒 1 8世紀、 歪 み あ り 、 笹の文織 れ 鉄30 42 !e前陶器 小鉢 ほ ぽ完形 8.8 5.1 3.8 施紬 3 区 39.40.41 

く ま で施紬 (2.5Y613) (2.5Y6/3) Z -42 2 眉 柏 、 他 は に ぷ い黄色の紬

ロ縁部~
回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 後 灰黄 灰賛 8006、 熔野内野山窯1 8世紀前 、 蛇の 目 紬剥30 43 肥前閤器 皿 ( 1 2. 1 )  3.4 4.5 施柏 、 蛇の 目 柏朝J 回転へ ラ ケ ズ リ 良好 3 区 2 層

高台部 ぎ
(2.5Y6/2) (2 .5Y6/2) A -40 ぎ

30 44 !e前陶器 摺鉢 ロ縁部 (34.0) 7.0- 回転ナデ1 0本単位 回 転 ナ デ 、 口縁部 に ぷ い赤褐 に ぷ い赤褐 3 区 8006 、 2 厨 1 8世紀中期、 第 2 ・ 3 四半期の ヲ シ 目 に鉄軸 あ り (5YR4/3) (5YR4/3) A -42 

30 45 肥前磁器 染付皿
ロ縁部~ (1 3.0) 3.7 (6.8) 施袖 施穂、 露胎 青灰 育灰 良好 3 区 8006 2 厨 精製 さ れ て い る 、 1 8世紀前半、 内 面 は 梅 、 外面は唐草
高台部 ( 1 08G5/1 ) (1 08G511 ) 明緑灰 1 0GY8/1 (胎土) 文

30 46 肥 剛 陶器 油用瓶
口縁部 3.4 1 3.4 6.0 施柚 回転ナテ 黒褐 黒褐 良好 3 区 8006 NO.372 精製 さ れ て い る
高台部 ( 1 0YR2I3) ( 1 0YR2I3) 1 8世紀前半 、 把手欠損、 ロ ヲ ロ 成形

灰 白 灰 白 8006、 NO.270. 精製 さ れ て い る 、

30 47 肥前陶器 徳利 体部~ 8.0 1 8.0- 1 5.0 施柚 施柏、 呉須白化紬 (7.5Y811 ) (7.5Y8/1 ) 良好 3 区 E -43 343、 に ぷ い黄櫨 1 0YR7/4 (胎 1 8世紀第 2 ・ 3 四半期 、 ロ ヲ ロ 成形、
高台部 暗青灰 暗膏灰 Tr l 眉 1 .2層 土) 草花の文様 ?

(58G3/1 ) (58G311 ) 浅黄 5Y刀'3 (胎土)

オ リ ー ブ累 オ リ ー ブ黒 8006、 精製 さ れ て い る 、30 48 肥前陶器 台付皿 11 ぽ完形 20.0 8.0 7.8 施柏 施柚 良好 3 区 A -40.41 1 8世紀前半(5Y3/2) (5Y3/2) Z -42. B オ リ ー ブ賛 5Y6/4 (胎土)

灰白 灰白

30 49 肥前陶器 皿 ロ縁部~ 1 8.6 4.8- 7.8 蛇 の 目 袖剥 ぎ (見 回転ナデ、 露胎 (2.5Y811 ) (2 .5Y811 ) 
良好 3 区 8006、 精製 さ れ て い る 、

高台部 6.1 込み) オ リ ー ブ褐 オ リ ー ブ褐 A -41 浅黄 2.5Y7/3 (胎土) 1 8世紀前~中 、 歪み があ る

(2.5Y4/6) (2.5Y4/6) 

31 50 !e前磁器 小杯
口縁部 (5.6) 2.7 ( 1 .0) 施租 施柚 暗青灰 暗膏灰 良好 3 区 8006 精製 さ れ て い る 、
高台部 (58311 ) (58311 ) 明録灰 1 0GY811 (胎土) 1 780- 1 8 1 0 、 1 8世紀後半

31 51 肥前系滋器 湯飲み椀
口縁部 8.5 5.3 3.7 施粕 施軸 青黒 青 良好 3 区 8006 、 2 層

精製 さ れ て い る 、 1 780-1 820、 内外
様
面全体に 貫入 品 リ 、

高台部 (5B2I1 ) (582/1 ) A -41 .42 暗緑灰 5G711 (胎土) 草 と 切 り 株 ? の文

31 52 !e前系磁器 湯飲み椀
口縁部~ 7.4 5.6 4.0 施羽 施紬 青黒 青黒 良好 3 区 8006、 精製 さ れ て い る 、 1 780- 1 8 1 0 、 ロ ヲ 口 成 形 、 菊花文 、

高台部 (58211 ) (58211 ) Z -42 T r 一括 明育灰 58G711 (胎土) 四方樺文 、 唐草文、 コ ン ニ ャ ヲ 印判
に よ る 五弁花

暗緑灰 暗線灰 8006、 1 8世紀末 - 1 9世紀初期 、 ロ ク 口 成形、
31 53 肥前系磁器 染付椀 ほ ぽ完形 1 1 .8 5.3 4.4 アル ミ ナ塗布 施粕

( 1 0G411 ) ( 1 0G4i1 ) 良好 3 区 Z -42 精製 さ れ て い る 、
丸に斜線の紋様、 穆文、 コ ン ニ ャ ヲオ リ ー ブ黒 オ リ ー ブ累 明緑灰 5G7I1 (胎土)

( 1 0Y3/2) ( 1 0Y3/2) 43 印判に よ る 五弁花

31 54 波佐見磁器 染付椀 ほ ぽ完形 1 0.0 5.5 4.0 施柚 施紬
灰 灰 良好 3 区 8006、 精製 さ れ て い る 時 オ リ ー ブ 1 8世紀、 一 重 7 ミ 目 文 、 品台~畳付

( N 6il ( N 6/) A -41 .42 灰 2.5GY711 (胎土) に砂付着、 く ら わ ん か手の椀

ロ縁部~ 灰 オ リ ー ブ オ リ ー ブ
1 8世紀後半 、 青磁染 め 付 け 、 ロ ヲ ロ

31 55 肥前系青磁 染付椀 9.5 5.8 3.5 施柚 施紬 や や 3 区 8006 精製 さ れ て い る 成形、 内外面に貫入 品 り 、 四方栂文 、
高台部 (5Y4/2) (5Y5/4) 不良 浅黄 5Y7/3 (胎土) 二霊園線、 コ ン ニ ャ ヲ 印 判 に よ る 五

弁花

31 56 波佐見磁器 染付椀 ほ ぽ完Jf� 1 0.0 4.9 4 . 1  施軸 施紬 青灰 青灰 良好 3 区 8006 、 1 厨 精製 さ れ て い る 、 1 8世紀後半、 ロ ク ロ 成 形 、 畳付に砂
( 1 0BG6/1 ) (108G6I1 ) A -41 明録灰 1 0GY811 (胎土) 付着、 く ら わ ん か手の椀

ーlHO-
--

土器観察表 ( 3 ) 表 (Tab) 8 
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図版 遺物 種 別番号 番号

31 I 57 肥前磁器

31 I 58 肥前磁器

32 59 関西系陶器

(・波佐見)32 60 
磁器

32 61 関西系陶器

32 62 小代焼

32 63 肥前脅磁

32 64 陶緯

33 65 陶器

33 土師器6 I (カワラケ)

33 67 瓦質土器

33 68 土師器

33 69 陶器

33 70 陶器

33 71 瓦質土器

36 94 輸入磁器

36 95 輸入磁器

36 96 綿入磁器

36 97 輸入陶器

36 98 輸入磁器

器 種

染付綿

染付棉

椀

染付皿

徳利

皿

火入れ

土瓶

織力、皿

小皿
ぽI明皿 ? ) 

高杯 7
燭台 7

婚絡

聾

聾

聾

椀 ?

染付皿か楠

染付血

椀か皿

青磁椀

部 位
口径 底径 器高 高台径 残存高陣大圏笹
(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) ( cm) 

ほ ぽ完形 9.9 5.0 3.4 

ほ ぽ完形 1 0.0 5.4 3.8 

ほ ぽ完形 9.0 5.2 3.0 

ロ縁部~
高台部 1 2.0 3.7 4目5

体部 20.6- 1 8.0 

口縁部~ (1 0.6) 8.9 (8.6) 高台郵

口緯鶴~ ( 1 0.4) 7.7 6.4 底部

日銀部~ 1 0.9 1 2.6 1 9.6 高台部

高台部 3.8 2.0-

ほ ぽ完形 8.3 5.3 1 .3 

杯部~ (26.2) 1 9.7-脚部

ロ縁部~ (30.2) 8.0-体節

ロ録商~ (25.4) 1 4.5- (32.5)  体部上半鶴

ロ縁部 (20.0) 9.2-

日銀郡 (49.2) 1 2.8-

高台鶴 4.1  2.0-

高台部 (4.6) 1 .5-

日銀郵~ (1 1 .6)  2.7-体部上半濁

高台部 4.3 1 . 1 -

ロ縁部~ (1 4.8) 5.4-体部よ半部

観 盤 色 翻

{内面) (外面) {内面) {外面)

施軸 施軸 育灰 育灰
( 1 08G6J1 ) ( 1 08001 ) 

明育灰 明育灰施紬 施軸 ( 1 08G7/1 ) (1 08G7/1 ) 

園 転 ナ デ後施柏 、 灰
(7
白
.5Y7/1 ) 

灰 白回転ナ デ後施柚 回線、 削 り 出 し 高
台 (7.5Y7/1 ) 

暗 オ リ ー ブ 時 オ リ ー ブ施柏 回転ナデ (7.5Y4β) (7.5Y4/3) 

赤黒 赤黒施紬 施軸 ( 1 0R2I1 ) ( 1 0R2I1 ) 

暗 オ リ ー ブ褐
陪
褐

オ リ フ

施軸 施柚 (2.5Y3I3) (2.5Y3/3) 
青黒

(58211 ) 
膏

(5
黒

8211) 

施 相 、 回 転 ナ デ へ ラ ケ ズ リ に よ る オ リ ー ブ灰
(素地鵠分) 、 砂 目 軸 の か 書 取 り ( 高 オ リ ー ブ灰 (2 . 5GY61 (2 .5GY6/1 ) (見込み部分) 台の底部) 1 )  

へ ラ 状工具 に よ る オ リ ー ブ灰 オ リ ー ブ黒ナデ、 露胎ケ ズ リ ( 1 0Y3I2) (7 .5Y3/2) 

回転ナデ後施術 施
{素

袖
地

、
部

回 転 ナ デ オ リ ー ブ 褐 に
(1
ぷ
OY

い
R
貸
町

褐
3) 分) (2.5Y4/3) 

回転ナデ 糸切 り 痕 (底面} 、 灰貧 時灰貧
回転ナデ (2.5YR6庖) (2.5YR5J哩)

ナ デ後麿 書 経
ナデ

ナ
後
デ

庖
後

書
磨 曹

(脚部) 、 灰 白 灰 白
N 41 (露胎) N 町 (露胎)

回転繍ナデ 回転繍ナ デ 、 被熱 に ぷ い笹 に ぷ い鐙
の た め不明 (底部) (7.5YR6J4) (7SV開拓)

回転機ナデ 回転繊ナ デ 灰赤 赤黒
(2.5YR4/2) ( 1 0YR2Il l 

回転繍ナデ 閏転犠ナ デ、 凹緯 赤灰 に ぷ い赤褐
(2.5YR4/1 ) (2SVR514) 

工具に よ る ナデ へ フ ケ ズ 1) 、 回転 灰 灰
績ナデ ( N 5t) ( N 4/) 

暗青灰 暗脅灰施紬 施紬 (58311 ) (58311 ) 

施軸 施軸 暗
(5
膏

B
灰
311 ) 

暗青灰
(58311 ) 

暗録灰 暗緑灰
染 付 染付 ( 7 . 5GY71 ( 7 .5GY7/1 ) 1 )  

回 転 ナ デ後施舗 、 回 転 ナ デ後施柏 、 灰 白 灰 白
目 ア ト 露胎 (1 0YRBl1 ) ( 1 0YRBl1 ) 

へ ラ 彫 り に よ る 錨 オ リ ー ブ灰 オ リ ー ブ灰
施柚 ( 2 . 5GY61 

謹弁文 、 施柏 (2 .5GY6/1 ) 1 )  

表 (Tab) 9 土器観察表 ( 4 ) 

層位焼成 観査区 出土地点 (取上Nn)

良好 3 区 S006、
A -41  

S006. 
良好 3 区 A -42. 

Z -42 

S006、3 区 2 眉Z -42 

良好 3 区 S006 

良好 3 区 S006 

良好 3 区 S006 No.265 
No.332 

良野 3 区 S006、 1 眉A -41  

S006、
良好 3 区 2 眉A -42 

3 区 S006、 2 眉Z -43 

S006、
良好 3 区 8 -39 2 厨

良好 3 区 S006 

良好 3 区 S006、 2 眉A -41 .42 

良好 3 区 S006、 2 眉Z -44 

良好 3 区 SO【)6、 2 庖Z -44 

良好 3 区 S006. Z ー 1 庖42.43.45 

SOO6、
良好 3 区 T r 一括Z-44 

良好 3 区 S006 2 層Y -42 

S006、
良好 3 区 2 層Z -43 

3 区 S006、 1 厨A -41  

S006、
良好 3 区 2 眉日 -39

胎 土

精良 、
明緑灰 1 0GY811 (胎土}

精製 さ れ て い る 、
明録灰 5G7/1 (胎土)

精製 さ れ て い る 、
灰 白 1 0YBl1 (胎土)

精製 さ れ て い る 、
黄 2.5Y7/8 (胎土)

精鋭 さ れ て い る 、
褐 色 1 0YR4/4 (胎土)

灰 白 5Y7/1 (素地部分)

輔副 さ れ て い る 、 1 - 3 m
m の 白 色粒子が混 じ 吾 、 に
ぷ い貸橿1 0YR6J4 (胎土)

白色粒子、 黒色粒子

長石、 輝右、 思母

輝石、 長石、 角閃石、 赤縄
色粒子

長石、 輝石

輝石、 長石

精製 さ れ て い る 、
明膏灰 58711 (胎土)

輔自損 害 れ て い る 、
明青灰 587/1 (胎土)

備 考

1 770-1 870、 賛字文

1 8世紀中~末期、 肥前、 ロ ク ロ 成形、
畳付に砂付信

1 8世紀後期 、 笹文 ?

1 8世紀頃、 目 積 み 齢 畠 り 、 蛇 の 目 袖
剥 宮 、 畳付に砂付泊、 く ら わ ん が 手
の皿、 アル ミ ナ塗布、 二重斜格子支

1 8世紀後半- 1 9世紀前半、 ロ ヲ ロ 成
形 、 岡留下半 に 凹 み付所 、 ホ テ イ さ
ん貼 り 付 け 、 「宝山」 の刻印

1 8世紀後半~幕末 7 、 ロ ヲ ロ成形、

1 8世紀後半 、 高 台 に砂 目 跡 と 窯踏 め
の 跡 畠 り 、 見込み に は 砂 が残 っ て い
る 。 高台 は蛇 の 目 高台 、 か な り 歪み
畠 り

1 8世紀後半~幕末 、 薩摩焼の可能性
大

近世、 墨書 r+J

近世、 胎 土 中 に含 ま れ る 粒子 が 少 な
《 極細 い

近世、 黒色に磨研

穿孔が 1 つ確認で き る

D!!前1 7世紀後、 格子 自 の 当 て具痕

肥前1 7世紀前 、 同心円状の当 て具痕

1 6世
台

紀
の

末
内

~
側

1
に
7世

目
紀
積

初
痕

期
、

、 ロ ヲ 口 成形 、
高 高 台 部 の み 残
る

1 580- 1 6∞、 ロ ヲ ロ成形、 明の染付

明 代 、 1 6世紀後半、 小野箇年染付皿
8 2 群

墨書 r-J 、 高 台 に 4 ヶ 所 の 目 跡痕 晶
り 、 1 5世紀代

飽泉窮系青磁 I1 - b 類 D 期 ( 1 2世紀
中~後)



図版 遺物 種 別 部 位
口径 底径 器高 高台径 残存高 母大周笹 闘 整 色 調

焼成 飼査区 出土地点 庖位
番号 番号 器 種 ( cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (内面) (外面) {内面) (外面) (取土地) 胎 土 備 考

36 99 輸入磁器 青磁皿 底鶴 (4.0) 1 . 1 - 櫛描文 と へ ラ に よ 回転 へ ラ ケ ズ リ 後 灰 オ リ ー ブ 灰 オ リ ー ブ 良好 3 区 5006、 2 庖 同安窯系青倍 、 D期 ( 1 2世紀中~後)る 文様後施柚 施柚 (7.5Y町2) (7.5Y6/2) A -41  

体部下半部
線 、 謹弁文 、 回転 録灰 録灰 5006、 1 5世紀中-1 6世紀前、 飽泉稼系、 舛36 1 00 輸入磁接 被 4.7 4.3- 回転ナ デ後施柚 ナ デ後施柏 、 削 り ( 7 . 5GY61 3 区 2 厨~高台部 出 し 高台 (7 .5GY6/1 ) 1 )  A -41  面 は 軸 が垂 れ て ム ラ が あ る

37 101  瓦質土器 火鉢 口緑都 9.6- 回転ナデ、 ナ デ 回 転 ナ デ 、 突帯 2 貧灰 賛灰 良好 3 区 5006 1 厨 輝石、 長石、 鍾母、 角閃石 中世、 X字状の ス 世 ン プ条 (2.5Y511 ) (2 .5Y511 ) 

37 1 02 瓦質土鍵 火鉢 ロ縁部 6.7- 機 ナ デ 、 斜 め 方 向 突帯、 横ナデ 暗膏灰 暗脅灰 良好 3 区 5006 、 2 層 白 色枚 、 輝石 一部のみ残存、 巴文 と 格子 園 状の ス
ハ ケ 目 ( N 4f1 ) ( N 311 ) A -42 � ン プ

37 1 03 瓦質土器 火鉢 ロ縁部 4目5- 回転ナデ 椴 ナ デ 、 1 ;条の突 灰黄 貧灰 良好 3 区 5006 燭石、 長石、 金冨母 一部のみ残存、 六 角 形 と 格子 白 状 の
帯 (2.5Y6/2) (2.5Y5/1 ) Á � ン プ

37 1 04 瓦質土鍵 据鉢 口縁部 8.8- 回 転 ナ デ 、 4 - 7 回 転 ナ デ 、 指頭圧 灰 灰 良好 3 区 5006 No.277 輝石、 長石、 宮母 中世本 の ク シ 目 痕 (5Y6I1 ) (5Y6I1 ) 

回 転 ナ デ 、 ナ デ 、 灰 灰 5006 、
中 世 、 菊花文の ス 宮 ン プ 、 く し 描 書37 1 05 瓦質土器 火鉢 口縁部 (34.6) 1 5.9- ナデ、 回転ナデ 良好 3 区 Z -43 1 眉 長石、 雲母突帯 2 条 ( N 4/) ( N 4f) T r の議文

37 1 06 瓦質土器 指鉢 底郡 6.4- ナ デ後 5 本 の ヲ シ ナ デ 、 回 転 ナ デ 、 灰 灰 良好 3 区 5006、 B 層 輝石、 長石 、 蜜母 中世自 指頭圧痘 (5Y6I1 ) (5Y6I1 ) Z -42 

37 1 07 瓦質土器 小型火鉢か ロ縁部~ ( 1 3.3) 6.5 ( 1 4.2) ヘ ラ ? に よ る 回 転 回 転 ナ デ 、 T 寧 な 暗灰糞 賞灰 良好 3 区 5006 、 2 居 石英、 長石、 輝石、 雲母 中世の三脚 か ?線香立て 脚部 ナデ ナデ (脚部) (2.5Y5/2) (2.5Y411 ) Z -44 

椴 ナ デ 、 へ ラ ケ ズ 灰 オ リ ー ブ黒 5006 、
37 1 08 瓦質土器 火鉢 底部 ( 1 9.2) 5.7- 繍ナデ リ (7.5Y4/1 ) (7 .5Y3/1 ) 良好 3 区 Z -43. 1 居 石英、 長石 中世、 三脚 、 脚がす り 切 れ て い る

T r 

38 1 1 3  須恵器 杯蓋
口縁部~ (1 4.7) 1 .8 ナデ、 回転機ナデ ナデ、 回転機ナデ 灰白 灰白 良好 3 区 5006 2 眉 輝石、 長石 古代 ( 8 世紀後半) 、 つ ま み径1 ，9cmつ ま み部 ( N 7f) ( N 7/) 

38 1 1 4  須恵器 杯蓋
ロ縁部~ ( 1 5.0) 2.7 ナデ、 回転横ナデ ナ デ 、 回転俄ケ ズ 灰 灰 良好 3 区 5006 、 ，、，)レ ト

輝石、 長石 古代 ( 8 世紀後半)底郡 リ ( N 5f) ( N 4f) Z -43 1 1冒

38 1 1 5  須恵器 杯蓋
口縁部~ ( 1 3. 1 )  1 .4 回転織ナデ 回転機ナ デ 灰 灰 良好 3 区 5006、 2 眉 輝石、 長石 古代 ( 8 世紀後半)底部 ( N 町) ( N 町) Y -45 

38 1 1 6  土師器 杯 底鶴 1 .3- 回転繍ナ デ 、 ナ デ へ ラ 切 り 後ナ デ 浅黄櫨 浅黄笹 良好 3 区 5006 
"，)� ト 赤褐色粒子 、 石英、 胎土が

刻密 「周(1 0YR8I3) ( 1 0YR町3) 2 暦 録密

38 1 1 7  土師器 杯 ? 底部 1 .2- 回転機ナ デ 、 ナ テ ナデ に ぷ い橿 鐙 良好 3 区 5006、
長石、 赤褐色粒子 刻密 「根J(7.5YR7/4) (7.5YR7.吊) Z -43 

ロ縁部~ 回転機ナ デ 、 指頭 固転績ナデ、 宋翻 に ぷ い恒 にぷい笹 輝石、 長石、 赤縄色粒子 、38 1 1 8  土師器 鉢 ( 1 2.4) 9.3 7.3 整 だ と 恩 わ れ る ナ 良好 3 区 5006 No356 底部 圧痘 デ . 指の痕 (5YR7/4) ( 5YR7/4 ) 鐘母

38 1 1 1 9  土師器 密
ロ縁部~ (24.2) 9目5- 回転横 ナ デ 、 へ ラ 回転繍ナデ

に ぷ い黄櫨 に ぷ い賛槌 良好 3 区 5006 No363 右英、 長石、 角 閃石、 赤褐 器壁厚 い胴部上半部 ケ ズ リ ( 1 0YR6I3) ( 1 0YR6I3) 色粒子、 輝石

ロ縁部~ 回 転 ナ デ後丁寧 な 回 転 ナ デ (脚部の 笹 浅黄信 5006、 1 層 、 石英、 長石、 角閃石、 赤褐38 1 1 20 土師器 高杯 (20.8) 1 2.0 9目4 み れ 回 転 ナ デ 後 良好 3 区 古代 ( 8 世紀後半)高台端部 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ (坪部) (7.5YR7/6) (7.5YR舗) A -41 .42 2 厨 色粒子、 雲母

ロ縁部~ 回 転 ナ デ 、 不定方 に ぷ い橿 橿 50旧B 、 1 .2周.
38 1 1 21 土師器 高杯 高台錨部

(1 8.0) 1 3.0 9.4 向 ナ デ (底面) 回転ナデ (7.5YR6I4) ( 5YR6/6) 良好 3 区 Z -43.44 T r 石英、 長石 古代 ( 8 世紀後半)
1 .2層

39 1 1 22 iJfJ<生土器 一室 ロ縁聾 口縁部 (23.2) 7.4- 回転繍ナデ 回転横ナ デ 、 波状 に ぷ い笹 に ぷ い笹 良好 3 区 5006 、 2 居 石英、 輝石、 長石、 角閃石、
弥生時代後期形土器 文 (7.5YR7/3) (7.5YR7/3) Z -44 雲母

IH
S
-'

 

土器観察表 ( 5 ) 表 (Tab) 1 0  



宮

図版 遺物 種 別 器 穏 部 位
口径 底径

番号 番号 (cm) (cm) 
39 1 1 23 弥生土器 一重ロ縁壷 ロ縁部形土器

42 1 36 輸入磁器 青磁椀 底部 5.6 

口縁部~44 1 37 輸入磁器 自磁皿 高台部 ( 1 0. 1 )  

49 1 38 土師器 盤 ロ縁部 ( 1 7 日)

49 1 39 土師器 聾 ロ縁部

49 1 40 土師器 密 ロ縁部 (25.0) 

49 1 41 土師器 蜜 ロ縁部

49 1 42 土師器 甑 ロ縁部 (25.0) 

49 1 43 土師器 聾 口縁部

49 1 44 土師器 箆 ロ縁部~ (25.4) 胴郡上半部

49 1 45 土師器 聾 ロ縁部 (26.0) 

土師器 ロ縁部~49 1 46 聾 (26.2) 胴部上半部

49 1 47 須恵器 麓 口縁部~ (1 5.4) つ ま み

50 1 48 須恵器 杯蓋 ロ縁部~ 1 9.6 
体部

50 1 49 須恵器 杯蓋 ほ ぽ完形 1 3.0 3.3 

50 1 50 須恵器 杯蓋 口縁部~ 1 4.0 
体部

50 1 51 須恵器 杯葦 ロ縁部~ ( 1 5.2) 体部

50 1 52 須恵器 高台付杯 回線部~ ( 1 7.0) (6.5) 底部

50 1 53 須恵器 高台付椀 ロ縁部~ ( 1 4.8) (6.2) 底部

50 1 54 須恵器 杯 口縁部~ ( 1 2.0) 6.2 底部

50 1 55 須恵器 高台付杯 回線部~ ( 1 1 .2) 6.4 高台部

50 1 1 56 須恵器 高台付杯 ロ縁
底

部
部- I ( 1 3.2) I (9.0) 

」一一一一一」一一

器高 高台径 残存晶 最大胴唖 翻 整

(cm) (cm) (cm) (cm) (内面) (外面)

4.6- 回転横ナデ 、 刻 目 回転横ナデ

花 文の ス 51 ン プ 7 ヘ ラ 切 り (底部) 、2.7- (見込み) 高台付近 ま で施粕

2.7 4 . 1  施紬 施柏

3.8- ケ ズ リ 椴ナテ

6目7- 横ナデ、 ケ ズ リ 績ナデ

6目5- 回転繍ナ デ 、 ハ ケ 回転横ナ デ 、 ハ ケ
目 、 ケ ズ リ 目

5.2- 検ナデ、 ケ ズ リ 機ナデ

6.6- ハ ケ 目 、 横 ナ デ 、 回 転機ナ デ 、 ハ ケ
回転ケ ズ リ 目

8.3- ハケ 圏 、 ケ ズ リ 機ナデ、 ハ ケ 目

9.0- 回転機ナ デ 、 ケ ズ 回転機ナ デ 、 ハ ケ
1) 目

横ナデ ( 口 唇 部) 、 繍 ナ デ ( 口 縁部) 、
9.6- 縦方向 ハ ケ 目 (悶ケ ズ リ 部 )

回転繍ナ デ 、 ケ ズ 回転機ナデ、 ハ ケ
1 1 .5- 目 、 ハ ケ 目 後 回転1) 

機 ナ デ

1 .4 ナ デ 、 回 転 ナ デ 、 ケ ズ リ 後ナ デ 、 固
指頭圧痕 転ナデ

2.4- 回転ナデ ナ デ 、 回転ナデ

2.5 回転ナデ 回 転 ナ デ 、 回転へ
ラ ケ ズ リ

2. 1 - 回転ナデ ナ デ 、 回転ナデ

2.1 ナ テ 、 回転ナデ ケ ズ リ 、 回転ナデ

5.7 回転ナテ 回転ナデ

6.0 回転ナテ 回転ナデ

3.8 回転ナテ ケ ズ リ 、 回転ナデ

3.5 回転ナテ 回転ナデ

4.7 ナ デ 、 回転ナデ 回転ナデ

表 (Tab) 1 1  

色 調 庖位焼成 調査区 出土地点 (取上No.) 胎 土 備 考
(内面) (外商)

灰 灰 良好 3 区 8006、 2 層 石英、 輝石、 長石、 角 閃 石 弥生中期前半、 城越式土器
( N 5/) ( N 5!l Z -42 

暗緑灰 暗緑灰 飽泉窯系膏磁、 G 期 (1 4世紀初~後) 、
( 7 . 5GY71 良好 3 区 8008 NO. 2 

(7 .5GY7I 1 ) 1 )  
Nイ!煩

緑灰 緑灰
1 6世紀末- 1 630 、 ロ ヲ ロ成形、 内 外

(5G611 ) (5G6/1 ) 良好 3 区 801 4 NO. 1 精製 さ れ て い る 面施柏 、 寅 入 品 り 、 削 り 出 し 人 中
国福建省 の 白磁

褐灰 浅
(7
黄

5
鐙
YR町�)

石英、 長石、 輝石、 角閃石、

( l OYR5!1 ) 良 2 区一 1 5 - 1 8  1 層 白 色粒子、 黒色粒子、 赤褐
色粒子、 砂粒

櫨 に ぷ い檀 良好 2 区一 1 北西T r 2 層 石英、 長石、 輝石、 角閃石、
(5YR7/6) (5YR7/4) 赤褐色粒子

に ぷ い櫨 櫨 良好 2 区一 1 2 眉 石英、 輝石、 長石、 角閃石、
(5YR7/4) ( 5YR7/6) NO. 1 7  赤褐色粒子 、 雲母

灰白 灰白 良好 2 区一 1 5 -1 9、 1 層
石英、 長石、 輝石、 角閃石、

( 1 0YR8/2) (7.5YRB旦) 鋭乱 黒色粒子、 赤褐色粒子

に ぷ い賛痘 に ぷ い撞 良好 2 区ー 1 5 -1 9  1 層 石英、 長石、 輝石、 角閃石、 頚部に凹状のへ こ み 1 条
( 1 0YR7!2) ( 5YR7I4 ) 赤褐色粒子 、 雲母

浅黄 に ぷ ぃ賛橿 良好 2 区ー 1 5 -1 9  3 厨 石英、 長石、 輝石、 角閃石、 (青灰粘土質)
( 1 0YR8/3) ( l OYR7/2) 砂粒

に ぷ い誼 に ぷ い誼 良好 2 区一 1 5 - 1 9  1 層 石英、 輝石、 長石、 角閃石、
( 1 0YR7I3) ( lOYR7/4) 赤褐色粒子

燈 に ぷ い鐙 1 厨 2 庖 石英、 長石、 輝石、 角閃石、
良好 2 区一 1 5 -1 9  

(5YR7/6) ( 1 0YR7/2) No69.74 雲母、 赤褐色粒子

に ぷ い橿 iこ ぶ し 、横 T - 1 9、 2 層. 石英、 長石、 角閃石、 輝石、
良好 2 区一 1(5YR7/4) (5YR7/5) No83 NO.83 赤褐色粒子、 雲母

に ぷ い赤褐 灰 不良 2 区一 1 南 西 Tr 、 1 厨 石英、 長石、 白 色粒子 8 世紀後半、 凝宝珠形つ ま み あ り
(5YR5/3) ( 1 0YR6/1 ) 撹乱 一括

tこぶ い櫨 に ぷ い雀 や や 2 区一 1 8002、 1 層 2 厨 長石、 黒色粒子 B 世紀後半、 つ ま み不明
(7.5YR6/4) (7.5YR百4) 不良 8 - 1 8  NO.8 

灰黄 灰 オ リ ー ブ 不良 2 区一 1 北西Tr
2 層 長石、 白色粒子、 黒色粒子、 8 世紀後半 、 輪状のつ ま み あ り 、 荒

(2.5Y6/2) (5Y6/2) NO.60.63 赤褐色粒子 尾産 ?

灰 灰 良好 2 区一 1 8 -1 9  1 層 石英、 長石、 輝石、 白 色粒 8 世紀後半、 つ ま み不明
(N4/) (N6/) 子 、 黒色粒子

灰白 灰白 良 2 区ー 1 2 層 石英、 長石、 輝石、 白色粒 8 世紀後半、 つ ま み な し ?
(5Y7!1 ) (N7!l NO. 1 子、 黒色粒子

灰褐 灰 良 2 区ー 1 5 -1 9  1 厨 長石、 輝石、 赤褐色粒子 8 世紀後、 赤焼 け な の で荒尾産 7
(7.5YR5/2) (N5!l 

灰 白 灰白 やや 2 区一 1 5 -1 9  1 厨 白色粒子、 黒色粒子、 砂粒 自 世紀後半- 9 世紀前半
(N8!l (N7!l 不良

灰 灰 良 2 区一 1 北 西 Tr 、 1 層 白色粒子、 黒色粒子 8 世紀後- 9 世紀前半、 高台な し
(N6!l (N6/) 南西Tr 2 層

灰 灰 良 好 2 区一 1 2 層 石英 、 長石、 白 色粒子、 黒 8 世紀後半 ? 晶台 が磨耗 に よ り 短 い
(N6!l (7.5YFI町1 ) NO.34 色粒子 (意図的 1 )

に ぷ い笹 償 や や 2 区一 1 T -1 9  1 " 層 石英、 長石、 白 色粒子 萩尾型線、 8 世紀前 ?
(7.5YR6/4) ( 5YR6/6) 不良

土器観察表 ( 6 ) 



図版 遺物 口径 底径
番号 番号 種 別 器 穂 部 位 (cm) (cm) 
50 1 57 須恵器 二重口緑豊 ロ縁部~ (27.2) 

頚部

50 1 58 土師器 杯 回線部~ ( 1 2.7) (6. 1 )  底 部

50 1 59 土師器 杯 口縁部~ ( 1 2. 1 )  7.4 
底部

50 1 60 土師器 杯 ロ縁部~ ( 1 3.8) 8.0 底部

50 1 61 土師器 高台付杯 底部 (1 2.8) 

50 1 62 土師器 杯 ほ ぽ完形 1 3.8 9.0 

50 1 63 土師器 高台付杯 底部 (6.5) 

51 1 64 土師器 鉢 口縁部 (1 9.6) 

51 1 65 土師器 鉢 口縁部

51 1 66 土師器 聾 口縁部~ (9. 1 ) 
鯛部

闘部~51 1 67 土師器 甑 1 6.7 
底部g 

51 1 6日 土師器 鉢 ロ縁部~ (29.3) 
胴部下半部

53 1 1 73 須恵器 杯蓋 ロ縁部~ 1 6.9 つ ま み部

53 1 1 74 須恵器 杯蓋 口縁部~ 1 6.8 つ ま み部

53 1 1 75 須恵器 高台付杯 ロ縁部~ (1 3.4) (9.0) 
底部

53 1 1 76 須恵器 高台付杯 ロ縁部~ ( 1 4.2) (9.9) 
底部

53 1 1 77 須恵器 高台付杯 ロ縁部~ (9.4) 
底部

53 1 1 78 須聴器 高台村杯 口縁部~ ( 1 4.6) (9.8) 
高台部

53 1 1 79 土師器 杯 口縁部~ ( 1 2.7) 9.6 
底部

53 1 1 80 須恵器 杯 口縁部~ ( 1 2.8) (7.4) 
底部

53 1 1 81 須恵器 鉢 体部下半部

口縁部~53 1 1 82 土師器 聾 (24.0) 
胴部上半部

器晶 晶台径 残存晶 最士飼径
(cm) (cm) (cm) (cm) 

5.1 -

3.3 

3.2 

3.4 

3.1 -

4.1  

2.7-

5.6-

5.1 -

4.8-

1 1 .7-

9.6-

1 .7 

1 .6 

4.5 

4.1 

6.2 

3.9 

3.8 

3.3 

1 0.8- (22.5) 

1 0.3-

調

( 内面)

回転ナデ

績ナテ

由転ナデ

回転ナデ

ナ デ

横 ナ デ

横ナデ

横ナデ、 ケ ズ リ

横ナデ

構ナデ、 ケ ズ リ

ケ ズ リ

ナ デ (口縁部) 、
ケ ズ リ (底部)

回転機ナデ

回転横ナデ

回転横ナデ

回転横ナデ

回転機ナデ

回転績ナデ

回転機ナデ

回転横ナデ

回転ナデ

回転横ナデ、 ハ ケ
後 ケ ズ リ

整

(外商)

回転ナデ

横ナデ、 ハ ケ 目

ケ ズ リ 、 回転ナデ

ハ ケ 目 、 回転ナデ

ナデ

へ フ 切 り 後 ナ デ
(底部) 、 繍 ナ デ

横 ナ テ

横ナデ、 ハ ケ 目

績ナテ

横ナデ、 ハ ケ 目

ハ ケ 自 調整の痕跡
か' わ ず か に残 る も
のの判別不可能

ナ デ ( 口 縁部 ) 、
ハ ケ 目

回転檎ナデ

回転償ナデ

回転機ナデ

回転横ナ デ 、 ナ デ

回転横ナデ

回転績ナデ、 ナ デ

回転繍ナ デ 、 ヘ ラ
切 り 後ナ デ

回転横ナデ

回 転 ナ テ 、 一部 に
自 然糊 晶 り

回転
後

横
横ナ

ナ デ 、 ハ ケ
目 デ 、 ハ ケ
目

表 (Tab) 1 2  

色 調 眉位
(内函) (外面)

焼成 調査区 出土地点 (取上N�) 胎 土 備 考
灰 灰 良好 2 区一 1 S - 1 9  1 層 石英、 長石、 白 色粒子 8 世紀後- 9 世紀前(1 0Y円51) ( 1 0Y411 ) 

に ぷ い黄橿 に ぷ い黄櫨 良 2 区一 1 S -1 9  1 I百 輝石、 長石、 雲母 内外面丹塗 り(1 0YR7/2) ( 1 0YR7I2) 

浅黄櫨 浅黄櫨 良 2 区一 1 S -1 8  2 厨 輝石、 赤褐色粒子 内外面丹塗 り(7.5YR8/3) (7.5YR町3)

に ぷ い黄鐙 に ぷ い黄櫨 良 2 区一 1 S -1 9  1 1百 長石、 赤褐色粒子( 1 0YR7/2) ( 1 0YR7/2) 

に ぷ い黄橿 に ぷ い黄櫨 不良 2 区一 1 一括 石英、 長石、 角閃石、 輝石、
内外面丹塗 り( 1 0YR7/3) ( l QYR7I3) 雲母、 赤褐色粒子

誼 淡橿 良好 2 区一 1 S -1 9  2 層 、 石英、 長石、 角閃石、 赤褐
(5YR7/6) ( 5YR8/3) NO.32 色粒子

浅黄櫨 に ぷ い橿 良 2 区一 1 S -1 9  1 層 石英、 輝石、 長石、 赤褐色 9 世紀中~後 ?(1 0YR8/3) (5YR7/4) 粒子

浅黄櫨 灰 白 良 好 2 区一 1 S -1 9  1 眉 石英、 長石、 輝石、 角閃石、
(7.5YR8/4) (1 0YR8I2) 4 眉 赤褐色粒子

灰黄褐 浅黄信 不良 2 区一 1 T -1 9  1 層 石英、 長石、 角閃石、 赤褐
(1 0YR5/2) (1 0YR813) 色粒子

に ぷ い檀 に ぶ い櫨 良 2 区一 1 S -1 9  1 厨 石英、 長石、 輝石、 角閃石、
(7.5YR7/4) (7.5YR町3) 赤褐色粒子

明黄褐 に ぷ い黄櫨 石英、 長石、 輝石、 角閃石、良好 2 区一 1 S -1 9  2 層( 1 0YR7/6) (1 0YR7/4) 黒曜石、 赤褐色粒子、 砂粒

浅黄撞 浅黄櫨 良好 2 区一 1 S -1 9  1 層 2 暦 石英、 長石、 輝石、 角閃石、
底部欠鏡、 工具痕 、 煤の付着(7.5YR8/3) (7.5YR町4) NO.65 赤褐色粒子、 砂粒

櫨 燈 や や 3 区 古 代 遺 物 輝石、 長石 B 世紀後半(5YR7/6) (7.5Y円71百) 不良 厨
灰 白 灰 白 や や 3 区 古 代 遺 物 輝石、 長石、 赤褐色粒子 、 B 世紀後半(5Y711 ) (5Y711 ) 不良 層 雲母

灰 白 灰 や や 3 区 古 代 遺 物
輝石、 長石、 雲母 8 世紀後半、 内面に丁寧 な ナ デ(5Y7!1 l (5Y6!1 l 不良 層

灰 灰 良好 3 区 古 代 遺 物
輝石、 長石 8 世紀後半( N 5/) ( N 41) 層

灰 灰 良好 3 区 古 代 遺 物 輝石、 長石 8 世紀後半( N 町) ( N 6/) 層

灰 白 灰 良好 3 区 古 代 遺 物 輝石、 長石 B 世紀後半( N 7/) ( N 6/) 層

燈 鐙 良好 3 区 古 代 遺 物 石英、 輝石、 長石、 角閃石、
(5YR7/6) (5YR7/6) 居 赤褐色粒子

灰 灰 良好 3 区 古 代 遺 物 輝石、 長石( N 6/) ( N 5/) 麿
灰 灰 良好 3 区 古 代 造 物 把 手 あ り 、 外面に一部 自 然紬 晶 り 、

(5Y411 ) ( N 6/) 層 ( 自 然紬 黒 N 2I)

に ぷ い鐙 に ぷ い櫨 古 代 遺 物 石英、 長石、 角肉右、 赤褐良好 3 区(7.5YR7/3) (5YR7/4 ) 層 色粒子

土器観察表 ( 7 )



図版 遺物 器 穏 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石材 ・ 石賀 調査区 出土地点 層 位 備 考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) ( g )  
40 1 24 一次加工剥片 6.6 4.1 1 .3 35.9 多久産サ ヌ カ イ ト 質安山岩 3 区 Z -42 2 厨一括

40 1 25 縦長剥片 4.0 3.0 0.8 8.6 腰岳産黒随石 3 区 Z -42 2 層

40 1 26 二次加工石器 火打ち石 ? 4.7 3.2 1 . 1  1 5.4 灰白色の チ ャ ー ト 3 区 8006、 Z -42

40 1 27 石製模造銃 4.2 4.3 0.7 1 6.9 滑石に な り か けの緑泥変岩 3 区 80郎、 Z -42 底面

40 1 28 石臼 を砥石に転用 1 1 .0- 8.30- 4.6 466.1 砂岩 3 区 8006 NO.1 32-1 39 (一部取 り 上 げ )

40 1 29 砥石 1 2.0- 5.2 6.3 497. 1  流紋岩 (天草砥石) 3 区 8006、 Y -44 2 眉点 あ げ す り 面 3 面 ( 1 面 は 部分的) 、 部分的に被熱 し て ス ス 付着

42 1 35 石臼 を砥石に転用 1 1 .6- 9.95- 5.4 701 .5 砂岩 3 区 8008 No. 5 ス ス 付請 ( 2 菌に す り 疲 あ り )

52 1 72 砥石 1 5.6 8.3 8.4 1 01 9.4 砂岩 2 区一 1 3 層 、 ネ チ ネ チ層一括 4 面に す り 痘 晶 る が欠損、 被熱 し て 赤変

表 (Tab) 1 3  石製品 ・ 砥石観察表

図版 遺物 種 �IJ 長 さ 幅 厚 さ 穿孔径 焼成 胎 土 色 調 残存度 調査区 出土地点 層 位 備 考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) (cm) 

41 1 30 土製紡錘車 6.45 6.65 2.30 0.90 良好 石英 、 長石、 角閃石 3 区 s∞E 、 Y -44

41 1 3 1  土錘 4.20 2.90 2.80 0.70 良好 石英、 角閃石、 赤褐色粒子、 灰賛 (2.5Y7/2) 由河国川 3 区
No、266、

粒子が綴密 No、260-290一括

41 1 32 土錘 4.50 1 . 1 0  1 . 1 0  0.40 良好 石英、 輝石、 雲母 に ぷ い権 (2.5YR6/4) 完形 3 区 8006、 Z -42 2 厨

41 1 33 土鐙 3.70 0.85 0.85 0.30 良好 蜜母、 粒子が綴密 に ぷ い赤褐 (7.5YR5/3) 先端部欠損 3 区 8006、 8 -40 2 眉一括

41 1 34 土錘 4.50 1 .65 1 .65 0.70 良好 輝石、 赤褐色粒子、 粒子が綴密 赤褐 ( 1 0YR5β) 先端部欠損 3 区 80郎、 Z -44 上層一括

52 1 69 ど ろ め ん こ 1 .80 1 .50 0.85 良好 長石 橿 (5YR6/6) 2 区一 1 T -1 9  1 1百 近世の遺物 を 含 む灰色砂質土

52 1 70 土錘 5.00 3. 1 5  2.90 良好 輝石、 長石、 雲母、 赤褐色粒子 に ぷ い黄櫨 ( 1 0YR7β) 2 区一 1

g 表 (Tab) 1 4  土製品観察衰

図版 遺物 部 位 長 さ 高 さ 火皿径 重量 調査区 出土地点 取 り 上 げ
層 位 僑 考

番号 番号 (mm) (mm) (mm) ( g )  No 

34 72 雁首 52.0 26.0 1 7.0 9.5 3 区 近世溝、 X -45 下層 接合痕 あ り 、 銅 に 金 メ ッ キ 、 江戸中期の羅宇の き せ る 雁首

34 73 雁首 51 .0  1 5.0 1 4.0 1 1 .5 3 区 1 05 火皿に査み、 腕部断面が六 角 形 を 成 す 、 銅 に 金 メ ッ キ 、 接合痕 7 、 サ ビ ぷ く れ あ り 、 江 戸 後期 、 羅字 書 せ る の雁首、 六角
買手

34 74 雁首 73.0 26.0 1 6.0 7.3 3 区 8006 、 A -41 近世大溝鼠下厨 羅宇挿入部下部 に 溺 れ 、 接合痕 あ り 、 銅 に 金 メ ッ キ 、 江戸初~中 ? 羅宇 幸 せ る の雁首

34 75 吸口 64.0 1 0.0 5.0 3 区 Z -44付近 不明 ( く わ し い灰土の中) 銅に金 メ ッ キ 、 接合痕あ り 、 段差あ り 、 江P中期の羅字 書 せ る の吸 口

34 76 吸ロ 65.0 1 2.0 1 0.4 3 区 Z -42 上層 羅宇挿入部に毛筋巻、 銅 に 金 メ ッ キ 、 接合痕あ り 、 江戸後期

34 77 吸ロ 76.0 1 3.0 1 2. 1  3 区 近世溝、 Y -45 下層 銅 に 金 メ γ キ 、 接合痕晶 り 、 江戸後期

雁首 54.0 23.0 1 6.5 6.8 3 区 A -41 黒灰土 火皿に歪み

雁首 70.5 30.0 1 5.0 8.5 3 区 近世溝 Y -45 下層 フ ウ 挿入部上面に灰落 と し に よ る 潰 れ

雁首 51.0  26.0 1 8.0 5.5 3 区 Z -43 87 火皿に歪み 、 ラ ウ 挿 入部上面に灰落 と し に よ る 潰れ

雁首 46.5 28.0 1 7.5 8.5 3 区 94 ラ ウ 挿入部に毛筋巻、 ラ ウ 挿入部上面に灰落 と し に よ る 潰 れ

雁首 64.5 26.0 1 5.0-1 6.5 6.9 3 区 s∞6、 8 -39 2 層一括 火皿がフ ウ 輸 を 長軸 と す る楕円形 を 成 す

畷 ロ 45.5 (7.0) 2.2 3 区 A -42 下層 ラ ウ 挿入部が大 宮 〈 潰れ る

吸口 54.0 1 0.0 8.0 3 区 8006 、 Z -41 下層

吸ロ 55.5 1 0.5 5.3 3 区 8006、 A -42 下層よ り l Ocm上

吸口 49.0 7.50 2.5 3 区 8006、 A -40 2 層 括 フ ウ 挿入部 に ラ ウ 現存 ラ ウ 挿入部一部欠損 胴部に潰れ

吸口 (56.5) 3.2 3 区 1 04 ラ ウ 挿入部一部欠損、 大 吉 〈 潰れ る フ ウ 挿入部に フ ウ 現存

唄口 56.0 8.50 3.0 3 区 8006、 Z • A -42 1 26 2 層 フ ウ 挿入部 に フ ウ 現存

火皿 1 8.0 5.3 3 区 91 雁首の う ち火皿の み現存、 やや歪む

表 (Tab) 1 5  き せ る 観察表



図版 遺物 種 類 f呈 重量 調査区 出土地点 取 り 上 げ
層 位 備 考番号 番号 (mm) ( 9 ) No 

34 80 寛永通宝 22.0 1 .7 3 区 黒灰色土 新寛永

34 81 寛永通宝 23.0 1 .9 3 区 1 1 3  新寛永

34 82 寛永通宝 24.0 2.5 3 区 1 06 新寛永

34 83 寛永通宝 25.0 2.6 3 区 5006 、 Z -42 2 層 No. 5 4 - 2 、 古寛永

34 84 寛永通宝 25.0 2.8 3 区 97 背面に 『文j 、 文銭

34 85 寛永通宝 23.0 2.4 3 区 96 新寛永

34 86 寛永通宝 25.5 3.4 3 区 5006、 Z -42 2 眉 No. 2 古寛永

34 87 寛永通宝 25.0 3.1 3 区 50郎、 Z -42 2 層 No. 3 ② 2 枚が面積 、 背面に 『文J 、 文銭

37 1 09 大観通宝 24.5 2.4 3 区 1 02 AD1 1 07年北宋 (真)

37 1 1 0  洪武通宝 23.0 2.0 3 区 8 -39 373 AD1 368年明 、 ビ 9 銭 ?

37 1 1 1  皇宋通宝 24.0 2.8 3 区 潟、 X-45 1 厨 AD1 039年北宋 (築) 、 ビ 9 銭 7 歪み 晶 り

37 1 1 2  閑j[;ì畠宝 23.5 2.9 3 区 Z -44 AD621 年唐、 ビ 合 銭 ? や や 小 さ く て 歪み あ り

52 17 1  寛永通宝 25.0 3.3 2 区一 1 5 -1 9  近世の造物 を 含 む灰色砂質土 古寛永

不明 23.0 2.1  3 区 北側l石組み 黒灰土 劣化 し て 文字不明

寛永通宝 24.5 1 .9 3 区 A -41 ガチ ガチ黒の土 ( お そ ら く 黒灰土か ら の落 ち た も の) 、 新寛永

寛永通宝 22.5 2 . 1  3 区 近世溝 、 Z -43 2 層 新寛永

不明 24.5 3.0 3 区 近世溝、 Z -43 2 層 劣化 し て 文字不明

寛永通宝 23.0 3.2 3 区 5006、 Z -42 2 層 No. l 、 古寛永

寛永通宝 23.0 2.7 3 区 5006 、 Z -42 2 層 No. 4 

寛永通宝 24.0 3.2 3 区 5006 、 Z -42 2 層 No. 5 4 - 1 、 古寛永

寛永通宝 25.0 3.4 3 区 5006 、 Z -42 2 厨 No. 5 4 - 3 、 背面に 『文』

寛永通宝 24.5 3.7 3 区 5006、 Z -42 2 層 No. 5 4 - 4 、 古寛永

寛永通宝 24.0 2.4 3 区 92 古寛永

寛永通宝 24.0 2.4 3 区 93 鉄銭 ?

寛永通宝 24.5 2.7 3 区 95 新寛永 ?

寛永通宝 25.5 4.0 3 区 98 背面に 『文j 、 文銭

寛永通宝 24.0 2.5 3 区 99 新寛永

寛永通宝 24.5 3.2 3 区 1 00 新寛永

寛永通宝 25.0 3.3 3 区 1 0 1 ー① 古寛永

寛永通宝 24.0 3.5 3 区 1 01 ー② 古寛永

寛永通宝 24.0 4.4 3 区 1 03 新寛永

寛永通宝 24.5 3.2 3 区 1 07 古寛永

寛永通宝 24.5 3.0 3 区 1 08 新寛永

寛永通宝 24.5 3.1 3 区 1 09 古寛永

寛永通宝 23.5 3.9 3 区 1 1 0  新寛永

寛永通宝 24.5 2.5 3 区 1 1 1  新寛永

寛永通宝 24.5 3.2 3 区 1 1 2  古寛永

寛永通宝 25.0 3.7 3 区 1 1 4  古寛永

寛永通宝 24.5 3.3 3 区 1 1 5  古寛永

寛永通宝 24.0 3.1 3 区 1 1 6  新寛永 ?

寛永通宝 23.0 2.5 3 区 1 1 7  新寛永

寛永通宝 23.0 2.7 3 区 1 1 8  新寛永

ーl
Hou-
--

古銭観察表 ( 1 ) 表 (Tab) 1 6 



図版 遺物 種 類 径 重量
調査区 出土地点

取 り 上 げ 層 位 備 考
番号 番号 (mm) ( g )  No 

寛永通宝 25.0 2.8 3 区 1 1 9ー① 新寛永

寛永通宝 24.0 2.3 3 区 1 1 9ー② 新寛永

寛永通宝 25.0 3.2 3 区 1 20 背面に 「文』 、 文銭

寛永通宝 23.0 2.5 3 区 1 21 新寛永

寛永通宝 23.0 2.3 3 区 1 22 新寛永

寛永通宝 24.0 3.2 3 区 1 23 古賀永

寛永通宝 23.5 2.7 3 区 1 24 新寛永

寛永通宝 23.0 2.3 3 区 1 25 新寛永

寛永通宝 23.5 2.7 3 区 1 29 新寛永

寛永通宝 25.0 3.6 3 区 295 背面に 『文J 、 文銭

表 (Tab) 1 7  古銭観察表 ( 2 ) 

図版 遺物 種 �IJ 長 さ 幅 厚 さ 重 さ
鼠査区 出土地点

取 り 上 げ 居 位 備 考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) (cm) No 

34 78 鉄釘 1 0.7 3.4 0.6 27.9 3 区 Z -44 89 

34 79 鉄釘 1 2.4- 1 .5 0.5 1 3.6- 3 区 8 -39 374 2 厨

U ?  5.5- 0.8 0.7 4.5- 3 区 清掃一括
量T 1 1 .7- 1 .0 0.6 8.6- 3 区 Z • A -42 1 27 2 層

船釘 8.3- 0.9 0.8 5.8- 3 区 黒灰色土

船釘 1 1 .6- 1 .8 0.2 1 3.7- 2 区一 1 S - 1 9  近世の遺物 を含む灰色砂層
o 船釘 5.0- 1 .4 0.9 5.2- 2 区一 1 近世の遺物 を含む灰色砂層

船釘 1 1 .4- 1 .2 0.9 25.0- 2 区一 1 S -1 9  膏灰粕質土 木質部付着

船釘 6.5- 1 . 1 0.6 7.7- 2 区一 1 S -1 9  青灰粕質土 部分欠損

鉛釘 7.5- 1 .4 0.5 8.0- 2 区一 1 S -1 9  D層褐色土砂質土

銭 1 7.5- ? 0.3 1 44.5- 3 区 S006、 8 -43 柄一部現存

鎌 9.5- 3.8- 0.3 22.5- 3 区 A -42 2 層

鋒 7 6.6- 3.3 0.5 1 7.4- 3 区 S006 、 8 -40 鉄器NO. 1

鉄製品 ? 8.5- 1 .7 0.7 1 3.6- 3 区 Z -45 

不明鉄器 3.8- 7 0.5 2.8- 3 区 北壁石組み 、 8 -39

環状銅製品 3.0- 2.9- 0.1 1 .3- 3 区 90 

不明鍋製品 ? ? 2 30.9- 3 区 近世溝、 Z -44 下層

不明真銭製品 1 .4- 1 .2 0.3 7 . 1 - 3 区 SO旬、 近世大溝、 Y -45 底面

耳環状金属製品 2.6 2.5 0.3 1 .7 3 区 355 

表 (γab) 1 8  鉄 ・ 銅 ・ そ の他製品観察表

図版 遺物 器 種 部 位 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 調査区 出土地点 層 位 備 考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) ( g )  
35 88 丸瓦 玉縁 1 7.4- 1 3.- 673.3 3 区 S006、 A -42 1 7世紀初~中期 、 近世、 91 と 同 じ 時期 、 内面に布 閤 痕 あ り

35 89 丸瓦 広端部 1 7.8- 9.3- 2.0- 479.0 3 区 S006、 Z -42 1 厨 1 9世紀初 ~ に 至る 、 近世、 布 目 と 縄の あ て 具痕 晶 り

35 90 軒丸瓦 瓦当 7.4- 1 .9- 1 09.2 3 区 SO師、 Z -421 T r 近世、 桔梗紋 、 青松1 7世紀、 加藤氏の家紋

35 91 軒丸瓦 瓦当 1 4.5- 1 .8- 1 .8- 302.8 3 区 S006 NO，1 94 1 7世紀初~中期、 近世、 巴紋の軒丸瓦 、 文殊、 接合の カ キ 目 あ り

35 92 平瓦 1 7.3- 1 8.3- 2.5- 976.0 3 区 S006、 A -42 2 層 近盤、 時期不明

35 93 布 目 瓦 6.7- 8.0- 2.3- 1 22.8 3 区 S006 NO，200 古代、 布 固 と 生 ;. キ痕 あ り

表 (Tab) 1 9  瓦観察表
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Summary of the Miyukikibe sites 

1. Environmental introduction of the site 
The Miyukikibe sites (Miyukikibe town， Kumamoto city， Kumamoto Prefecture) is located on 

the right side of the lower reaches of the Kase river. It is about three meters above sea level. 

Along this river， there are many sites in Yayoi period， Nara period， Heiαn period， Medieval pe

riod and Edo period (modern times) . 

2. Opportunity for investigation 
Embankment of the Kase river and prerfectural road were decided to construction by 

Kumamoto branch of Ministry of Land， Infrastructure and Transport. 

So we needed to record the statement of the Miyukikibe sites as a report before the construc

tion under the Law for Protection of Cultural Properties， because the construction would destroy 

and bury the site permanently. Investigation was carried out from December 2004 to March 

2005.  An area of the investigation was about one thousand one hundred siz square meters. 

3. Result of investigation 
1) Outline 

We could find the human trace from the latter half of late stage to latest stage in Yayoi 

period (from eighteen hundred to seventeen hundred years ago， to Edo period from four 

hundred to one hundred forty years ago) . 

We could mainly find archaeological features and artifacts from the latter half of late stage 

to latest stage of Yayoi， Nara period and Edo period. And a grave in unknown period， too. 

2) yiαyoi period 
We found five archaeological features in Yayoi period (three dwelling pits， a earthen pit， 

a ditch) . A dwelling pit in the third section had many portteries and showed the structure 

of the dwelling， which had a rectangular plan about two or three meters broad， a central 

furnace and two pi11ars. 

3) Nara period 
A small ditch of the second section had almost complete Sue ware whitch was made in 

the second half of the eighth century (between a thousand two hundreds fifty and a thou

sand two hundreds years ago) . 1 suppose that it runed from the south to the north and con

cerned with the cultivated land. 

4) Edo period (Modern times) 
A large ditch was made of the destroyed layer containing cultural remains and archaeo

logical features. Many glazed potteries and stone wall in one row were discovered in it. The 

average length of many holes for cracking stones remained on the surface of stone wall 

were nine point one centimeters. 1 suppose that it was built in the first term in Edo period. 

About unearthed many glazed potteries， they were made in the Early stage to late stage of 

Edo period 
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P.L.9 Cross section in the section 2- 1 under excavation 

P.L. I 0  Cross section i n  the section 3 under excavation 

P.L. l l Relics (S009:the section 3 under excavation) 

P.L. 1 2  Remained pillar of pit3 1 (the section 1 under excavation) 

P.L. 1 3  Well out of the section under excavation 

P.L. 1 4  Relics (S006:g1azed potteries in the 1 7th-the first half of the 1 8th century) 

P.L. 1 5  Relics (S006:g1azed potteries in the 1 8th- 1 9th century) ( 1 )  

P.L. 1 6  Relics (S006:g1azed potteries in the 1 8th- 1 9th century) (2 ) 

P.L. 1 7  Relics (Iayer containing Ancient times relics) 

P.L. 1 8  Relics (characters written i n  ink， with a spatula: the section 3 under excavation)  

P.L. 1 9  Relics (imported glazed wares: the section 3 under excavation) 

P.L.20 Relics (S009: Yayoi period ( 1 ) )  

P.L.2 1 Relics (S009: Yayoi period (2) ) 

P.L.22 View before excavation (the section 1 ・ 2 )

P.L.23 Whole view after excavation (the section 1 )  

P.L.24 View after excavation (the section 1 )  ( 1 )  

P.L.25 View after excavation (the section 1 )  (2)  

P.L.26 Pit  30 (the section 1 under excavation) 

P.L.27 Relic of pit 5 (the section 1 under excavation) 

P.L.28 Relic of pit 20 (the section 1 under excavation) 

P.L.29 Relic of pit 35  (the section 1 under excavation) 

P.L.30 Cross section and remained pillar of pit 3 1  (the section 1 under excavation)  

P.L.3 1 View after excavation of pit 7 (the section 1 )  

P.L.32 View after excavation of pit 2 (the section 1 )  

P.L.33 View after excavation (the section 2・ 1 )

P.L.34 View of lower part of layer 2 (the section 2・ 1 under excavation)  ( 1 )  

P.L.35 View of lower part of layer 2 (the section 2・1 under excavation) (2 )  

P.L.36 Pits of lower part of layer 2 (the section 2・ 1 under excavation)  ( 1 )  

P.L.37 Pits of lower part of layer 2 (the section 2・1 under excavation)  (2 ) 

P.L.38 Cross section of the southwest (the section 2・ 1 under excavation) 

P.L.39 Cross section of the northwest (the section 2・ 1 under excavation) 

P.L.40 View after excavatin (SOO I :  the section 2- 1 )  

P.L.4 1 View after excavatin (Iower part of layer 2: the section 2・ 1 ) ( 1 )  

P.L.42 View after excavatin (Iower part of layer 2: the section 2・ 1 ) (2 )  

P.L.43 archaeological features of S003.4，5 ( Iower part of layer 3: the section 2・ 1 under excavation) ( 1 )  

P.L.44 ar 

P.L.45 Relic of S003 (the section 2・ 1 under excavation) ( 1 )  

P.L.46 Relic of S003 (the section 2 ・ 1 under excavation) (2)  

P.L.47 Relic of S003 (the section 2・ 1 under excavation) (3 )  

P.L.48 Cross section of S003 (the section 2 - 1  under excavation) 

P.L.49 Cross section of S005 (the section 2 ・ 1 under excavation) 

P.L.50 Human skelton of S004 (the section 2-1 under excavation) ( 1 )  
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P.L.5 1 Human skelton of S004 (the section 2・ 1 under excavation) (2 )  

P.L.52 Human skelton of S004 (the section 2・1 under excavation) (3 )  

P.L.53 Human skelton of S004 (the section 2・ 1 under excavation) (4) 

P.L.54 View of excavation of S005 (the section 2- 1 )  

P.L.55 View after excavation of S005 (the section 2・ 1 )

P.L.56 View after excavation ( lower part of layer 3: the section 2・ 1 )

P.L.57 Whole view under excavation (the section 3)  ( 1 )  

P.L.58 View before excavation (the section 3) 

P.L.59 Archaeological feature (SO I 8) 

P.L.60 Whole view after excavation (the section 3)  ( 1 )  

P.L.6 1 Whole view after excavation (the section 3) (2 )  

P.L.62 View after excavation of S006 ( 1 )  

P.L.63 View after excavation of S006 (2)  

P.L.64 Archaeological feature (SO I 2， 1 3， 1 7) under excavation 

P.L.65 Stone wall of south side (S006) under excavation 

P.L.66 Stone wall of north side (S006) under excavation 

P.L.67 Wooden implements (S006) under excavation 

P.L.68 Iron sickle . old coins (S006) under excavation 

P.L.69 Carbonized wood and wooden implements (S006) under excavation 

P.L.70 Stakes and stone wall (the section 3 under excavation) 

P.L.7 1 Stakes (the section 3 under excavation) 

P.L.72 Hole 1 3  for cracking stones remained on the surface of stone wall (S006)  

P.L.73 Hole 1 1  for cracking stones remained on the surface of  stone wall (S006)  

P.L.74 Hole 2 9  for cracking stones remained on the surface of  stone wall (S006)  

P.L.75 Hole 30  for cracking stones remained on the surface of  stone wall (S006)  

P.L.76 Traces of digging (S006) under excavation 

P.L.77 Relics (S009)  under excavation 

P.L.78 View after excavation of S009， 1 1 

P.L.79 Archaeological feature of S008 

P.L.80 Animal bone (S008) under excavation 

P.L.8 1 Relics (SO I 2 ， 1 7) nder excavation 

P.L.82 Relics (SO I 2) under excavation 

P.L.83 Cross section of S0 1 3  

P.L.84 View after excavation of SO I 2. 1 3. 1 6. 1 7. 1 9  

P.L.85 Cross section of S0 1 9  

P.L.86 View after excavation of S0 1 0  

P.L.87 Cross section of S006 and northside of the section 3 under excavation 

P.L.88 Cross section of southside of the section 3 under excavation 

P.L.89 Distant view of well (out of the section) 

P.L.90 Crose view of well  (out of the section) 

P.L.9 l Urine pot well (out of the section) 

P.L.92 Layer containing relics in Ancient times (out of the section 3 under excavation) 

P.L.93 Picture of workers 

P.L.94 Aerial photograph 8by US Air Force (2 1 th January 1 948) 

P.L.95 Relics (the section 1 ，2 under excavation) 

P.L.96 Relics (S 
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P.L.99 Relics (S006:g1azed potteries in the 1 8th- 1 9th century) ( 1 )  

P.L. I 00 Relics (S006:g1azed potteries in the 1 8th- 1 9th century) (2 )  

P.L. I 0 l  Relics (S006:g1azed potteries in  the 1 8th century) ( 1 )  

P.L. I 02 Relics (S006:g1azed potteries in the 1 7th century) ( 1 )  

P.L. I 03 Relics (S006:g1azed potteries in the 1 7th century) (2 )  

P.L. I 04 Pipes (S006)  

P.L. I 05 1ron nails (S006)  

P.L. I 06 1ron copper . other implements (S006) 

P.L. I 07 01d coins (S006) 

P.L. I 08 Tiles (S006) 

P.L. I 09 Stone implements (S006) 

P.L. l l 0  Relics in Medieval period (S006) 

P.L. l l 1  Relics in Modern times (S006) 

P.L. 1 1 2  Relics (S006)  

P.L. 1 1 3  Relics in Yayoi period. Kofun period. Ancient times (S006)  

P.L. 1 1 4  Relics in Ancient times (the section 2 under excavation) 

P.L. 1 1 5  Relics (the section 2 under excavation 

P.L. 1 1 6  Whetstones (S006)  

P.L. 1 1 7  Millstones (S006)  

P.L. 1 1 8  Baked clay objects (S006) 

P.L. 1 1 9  Wooden implements (S006)  and remained pillar of pit  3 1 .  
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附 吾• .6. 
a岡

御幸木部遺跡群で検 出 さ れた石列遺構 に 残 る 加 工痕跡 に つ い て

は じ め に

こ こ で は 、 御幸木部遺跡の 治 水 に 関 わ る 遺構の性

格 は 別 項 に 譲 り 、 遺跡か ら 検出 さ れ た 石列 を 構成す

る 間 知 石 、 特 に 表面 に 残 る 加工痕か ら 、 一般的 な 石

工の技術 に つ い て コ メ ン ト す る 。 緑 川 治水 ・ 使用 さ

れ た 「島111奇石」 の 流通 な ど、 御幸木部遺跡そ の も の

に 関 わ る 問題 に 直接答 え る も の で は な く 、 ま た 、 筆

者 は そ の よ う な 評価 を 下す 知 識 を 持 ち 合わせて い な

い こ と を 最 初 に 断 っ て お き た い 。 本論の 目 的 は 、 熊

本県下で発掘調査の 際 に 検出 さ れ る 可能性が高 い 、

近世石工が手 を 加 え た 様 々 な 石造文化財 と 思 し き 出

土 IRI を 見 る 際 に 、 判 断材料 と な る 加工痕や使 わ れ る

道具 な どの基礎的 な 理解 を 示す こ と に あ る 。

活 用 す る 事例 等 は 、 筆者が担 当 し 平成 1 5il� 度 、 16

年 度 に 開 催 し た 、 県 立装 飾 古墳古墳館 前 期 企 画展

「 阿 蘇 の 灰石展」 時 の 調 査成果 に よ る O こ の 企画展

で の 目 的 は 、 県 内装飾古墳の総合 的 な 調査の一助 と

な る よ う 、 石室 ・ 石棺製作 に 使用 さ れた石材、 な か

で も 「阿蘇溶結凝灰岩」 の 基礎的理解 を 目 的 と し 、

特 に 地元石工技術 の理解 か ら 古墳時代 の石工技術 に

つ い て 迫 ろ う と し た 企画 で あ る 。 従 っ て 、 装飾古墳

の 調査研究 を 目 的 と し た 筆者 の 知 識 は 、 石工技術の

基礎的 な 理解 を 示す に は い さ さ か の偏 り があ る 。 体

系 的 な 説 明 と し て は 程遠 い 。 特 に 「軟石」 で あ る

「凝灰岩 (通称灰石) J に 調 査 の 主 眼 を 置 い て い た の

で そ の 点 で も ご容赦願 い た い。

熊 本県 内 は 改 め て 述 べ る ま で も 無 く 、 石橋 を は じ

め 多 数の石造物の宝庫 で あ り 、 或 る 時期の肥後の石

工 は 、 紛れ も 無 く 熊 本 を 代 表す る 産業で あ っ た は ず

で あ る 。 従 っ て 、 遺跡か ら 検出 さ る 機 会 は 決 し て 珍

し く は な い だ ろ う 。 そ う し た調 査 の |燦 に 、 本文が少

し で も 役立つ な ら ば幸 い で あ る O

【県立装飾古墳館 池 田 朋 生】

遺跡 と し て の取扱 い

対 象 と な る 本追跡の 近 世遺 構 は 、 文化庁次長通知

( 平 成 1 2年 度庁保記第27号) に お い て 、 地域の特徴

を あ ら わす物 に つ い て は調査の必 要性が認め ら れ て

い る 。 県内 に お い て 、 塘、 水道橋、 干拓堤 防 上 に 作

ら れ た樋 門 な どの利水 ・ 治水 に 関 わ る 遺構 は 、 文化

財 保護法 の な かで は 一 般的 に 「建造物」 と し て 扱 わ

れ、 指定 さ れ て い る 場合が多 い 。 一方で、 破却 さ れ

埋め ら れ た こ の種 の 遺構が、 埋蔵文化財 の 調 査現場

に お い て 検出 さ れ る 可能性 は充分に あ る が、 そ れ ら

の 発掘 調 査現場 で の取扱 に つ い て も 、 「建造物」 と

し て の 取扱 い と 同 様 な 調 査 に よ り 、 資料化 に 努 め な

け れ ば な ら な い 。 雄大 な 阿蘇の l噴 火 に よ っ て 得 ら れ

る 豊富 な 水資源 と 凝灰 岩 と い う 石材 。 眼鏡橋 に 代表

さ れ る 石橋 や 、 遠 浅 の 海 の 存在 に よ っ て 可 能 な干拓

追 跡 は 、 「建造物J I埋蔵文化財 」 と い う 法律上 の 区

分 に 関 わ ら ず、 熊 本 と い う 地域の特徴 を あ ら わ す歴

史遺 産 で、 あ る こ と に 間違 い な い。

玉名市月 田石工の石切場跡検出状況 (北の崎遺跡)



石工技術理解の ま え に

冒 頭 で も 述べ た よ う に 、 御幸木部遺跡で検出 さ れ

た 石 の 多 く は 、 肉 眼観察 の み で の 検討 で あ る が、 熊

本城石垣普請で多 く 使 わ れ た 「 島 111奇石」 と 呼は、れる

輝石安 山 岩が多用 さ れて い る と 思わ れ る 。 一般的 に 、

石工が生業 と す る 石 は 、 民俗学か ら ア プ ロ ー チ す る

|際、 大 き く 「硬石系」 と 111次石系」 と い う 分け 方 で

捉 え る こ と がで き る 。 近 世 に 、 金111華 山 周 辺 で採取 さ

れ て い た 「鳥11府石」 は 安 山 岩 と い う 「磁石系」 の技

に よ っ て は じ め て 加工が可 能 な 石 で あ ろ う 。

「硬石J 111次石」 と い う 見方 は 、 理化学的 な 石 材

鑑定か ら 診れ ばい さ さ か乱暴 な 区分 で あ る が、 そ れ

を 裏付 け る 石 工技術 に 大 き な 違 い が あ り 、 道具 に そ

の特徴が見 出 せ る 。 と こ ろ が、 明 治 か ら 昭和 初 期 に

か け て の技術革新 や 、 高 度経済成長期 以 降 の 、 著 し

い 機械化 を 境 に 、 囲 内 の石工技術 は大 き く 変容す る o

特 に コ ン ク リ ー ト の 導 入 に よ っ て 間 知 石 の需要が急

速 に無 く な っ た現在で は 、 石 工 も そ の 多 く が廃業、

或い は兼業 と な っ て お り 、 実際 に使用 さ れ る 道具 は 、

硬石系の石工技術保持者が軟石 を 加工す る 場合 も あ

り 、 逆 に 軟石 系 の石工が硬石系 の 道具 を 工夫 し て使

用 す る こ と も あ り 、 実 態 の 把握 は 簡 単 で は な い 。

11欽石J 1硬石」 の 区 分 は 、 多 分 に技術的背景 = 石工

道具の形態 に 反映 さ れ て お り 、 そ の 違 い を 民具学、

菊池川 の灰石 に 使 わ れ た石工道具 (伝統工芸館蔵)

各種理化学的分析 を 用 い て 、 で き る だ け 記録 し て い

く こ と が県 内 で の 課題で あ る 。

熊 本 で は 、 筆者が管見す る 限 り 、 111次石系 石工 集

I:IIJ と 「硬石系石工集団J の二つ の 大 き な流れがあ っ

た と 考 え ら れ る 。 最 も こ の 二つ は 、 そ れぞれが大 き

な グ ル ー プ を 形成 し て い た と は考 え に く く 、 そ の 活

動範囲、 H寺期 も 様 々 で、 多 く の 石 工 集 団 が存 在 し た

と 考 え る べ き で あ る 。 県 内 各地域 で 様 々 な 「石」 の

|呼称があ り 、 ブ ラ ン ド 名 と し て 知 ら れて い た よ う で

あ る 。 「島崎石」 も そ う し た 数 あ る ブ ラ ン ド の な か

の 一 つ で あ り 、 先祖 代 々 「 島111奇石」 を あ い て に 、 石

工業 を 生業 に さ れ た 方の子孫が居 ら れ る はずで、 あ る 。

今の我 々 に と っ て 「硬石系石工」 の技術 と し て 身 近

な の は 御 影 石 製 の 墓石 で あ ろ う 。 「硬石 系」 の 石 と

し て 民具収集 や 考古学上 の 調 査対 象 に な っ て い る 事

例 に は 、 香 川 県 11奄 知 石 ・ 牟礼石」 、 奈 良 県 「 奈 良

石 」 、 兵庫 県 「竜 山 石」 な どが挙 げ ら れ る 。 一 方 、

111次石系」 で は 、 島根県 「来待石」 福井県 IW谷石」

栃木県 「大谷石」 な どが例 に な る の で は な い だ ろ う

か。 こ の 他、 阿蘇溶結凝灰岩 で の 「軟石系J 技術の

範111需 に は 八女燈龍で有 名 な 「 八女石」 の 調査が含 ま

れ る だ ろ う 。 熊 本県 下 で硬石系 の 道 具 は 、 天草下ìllj

一 帯 で 、 「天草砂岩」 の 加 工 を 生業 と し た 下 浦 石 工

の 集 団 の 道具 に 見 ら れ る 。 こ の 石工集団 に 関 わ る 調

査 は 、 本渡歴 史民俗資料 館が行 っ て お り 、 同 館 で下

浦石工の道具の ご く 一部が見学で き る 。 こ の地域は 、

11次石系 の 石工集 団 が、 五和 IIIT御領周 辺 で活動 し て お

り 好対 照 を 為 し て い て 興味深 い 。 こ ち ら は 阿蘇溶結

凝灰 岩 が 相 手 で 、 「 灰 石 ( ひ ゃ あ い し ) J 若 し く は

「御領灰石」 と 言 う 。 両 者 の 技術基盤 ・ 職 人 集 団 が

全 く 異 な る と い う 好例 で あ る 。

熊 本 を 代表す る 著 名 な 石工集団 と そ の研 究 は 、 東

陽 の 種 山 石工 と 、 眼鏡橋 に 代 表 さ れ る 。 前 述 の 「軟

石J . 1硬石」 の 区 分で彼 ら の道 具 を 見 る と 、 ツ ル

ハ シ な ど の 111次 石 系 」 道 具 と 、 角 ビ シ ャ ン な ど の

「破石系」 道具 を 併せ持つ。 江戸時代、 「備前‘石工」

と の技術交流 を 持 つ 彼 ら は 、 硬石 を 加工す る 道具 や

技 も 受 け継 い だ よ う で 、 凝灰岩 の な か で も 、 彼 ら が

使 う 石 は 一際硬い。 11次石 系 の技術 を 基盤 に 、 硬石系

弓J



の技術が合 わ さ っ て い る と 思考 し て い る 。 眼鏡橋 に

使用 さ れ る 凝灰岩 は 特 に 硬 く 重 い 。 お よ そ 古墳時代

の 石棺材ー な ど に は 向 か な い 硬石系 の技で切 り 出 さ れ

た モ ノ で あ る 。 最近、 緑川 流域で こ の種の遺構 と し

て 塘や例 と い う 治 水 に 関連す る 近 世 の遺構が検出 さ

れ て い る 。 使用 さ れ た 問 女[ J 石 の 一 部 は 美里 町教育委

員 会 ( I 日 中 央町教育 委 員 会 ) で 見 る こ と がで き る 。

凝灰岩の な かで も 、 �IJ に 黒 曜 石 の よ う な ガ ラ ス 質の

硬 い不純物 を 層状 に 含 み 、 相 当 に 重 い も の で あ る 。

御幸木部遺跡の石工道具 に よ る 痕跡

以上の視点 で も っ て 、 fá'IJ��木部遺跡 出 土 の 間知石

を 観察 し て み る 。 こ こ で検出 さ れ た 無数の石例 と 木

杭 は緑 川 中 流域で検出 さ れ た 石釧 遺跡の遺構 と 類似

す る も の で あ ろ う 。

金峰 山 周 辺で採れ る 石 の な かで も 、 熊 本城の石垣

と 同 質 の 硬い も の で あ り 、 硬石系 の技術、 い わ ゆ る

「矢穴技法J に よ っ て 切 ら れた 石 を 間知石 と し て使 っ

て い る 。 こ の よ う な 聞 知 石の 石 切場 は 、 近年発掘調

査が行 わ れ 、 事例が増 え つ つ あ る 。 鹿 児 島 県 串 木野

市栴城跡 は 、 中世末~近 世初頭の 石 切 り 場 を 知 る 好

例 で あ る 。 こ こ で は 、 石 を 削 る 「矢」 の他、 「矢穴」

の 掘 削 に 使 わ れ た と 思 わ れ る 「 ノ ミ ※ 」 も 検出 さ れ

て い る 。 水平方 向 と 垂直方 向 か ら の 矢 の 衝撃 に よ っ

て 、 丸 く 扶 り 取 ら れ、 半 円 の よ う う な 形 に な っ て い

鹿児島県串木野市栴城跡で見つ か っ た石切場跡

鹿児島県串木野市精城跡で見つ か っ た石工道具 ・ 石材

る 。 I�� 知石、 又 は 割石 と し て 使 用 す る た め に、 こ の

後、 更 に 半切 し 、 一面が丸み を 帯 びた 三 角 錐 の 形 に

仕 上 げて い る 。 ( ※ 灰石 の 石 工 道 具 に は 「 ノ ミ 」 と

い う 呼称 は 無 い 、 島111奇石の 石工道具は未調査 な の で 、

一般的 な 道 具 の 名 称 を 用 い る 。 )

現代の間知石の石切場 ( 山鹿市鍋田)

山鹿の民家で使われ て い る鍋回石 (ベン ガ ラ で書 か れ た 「江J の字)

- 1 1 8 一



O 20cm 
S =1 /8 1::::1 ==:::I 

割石 ( わ り い し ) 実測図

l 点 サ ン プ ル と し て 持 ち 帰 ら れ た 割石 に は 、 「矢

穴」 が二箇所残 る 。 一 方 は 半切 し た |際の も の 、 も う

一方 は 四 分割 さ れた |僚 の も の で あ る 。 石全体の形状

は一 面 に 丸 み を 持つ ゆ が ん だ三 角 錐の 形 を 呈 し 、 割

石 の形状そ の ま ま で あ る 。 恐 ら く 、 1m 分割 さ れ た 矢

穴が、 石 切場 で 切 り 出す 際の も の と 思 わ れ る 。 ま た 、

O 
S =1/2 1  

矢 穴 に 残 る ノ ミ 痕実測図

1 0cm 

半切 し た 矢 穴 は 、 小割 り し 間 知 石 と し て 製 品 化 し た

際の も の で あ ろ う 。 二 つ の 矢穴 の 底 に は 、 ノ ミ に よ

る 矢穴 を 掘削 し た 痕跡が残 っ て い る 。 半 切 し た 矢 穴

を 観察す る と 、 ほ ほ三 分 の こ の 深 さ の と こ ろ でl幅が

狭 ま り そ れ よ り 下部 で ノ ミ 痕跡 が顕著 に な る と こ ろ

か ら 、 矢の先が約 3 セ ン チ 程 度 入 っ た段階で割れ た

も の と 見 ら れ る 。 矢穴技法 と は 、 矢 の 先端 で割 る の

で は な く 、 よ り 幅広 い胴 の 部分が、 ゲ ン ノ ウ で打 ち

込 ま れ る こ と で石 を 押 し 切 る 技術 で あ る た め 、 矢 穴

の底 に こ の よ う な痕跡が認め ら れ る 。 一方、 矢が入 っ

た 矢 穴 の 上 の 部分で は 、 細 か な ノ ミ の 稜線 は 残 り に

く い と 思 わ れ る 。

② 

O 
S =1/ 3 l 

l Ocm 

矢穴掘用 ノ ミ 実測図 (植木町正清の民具資料)

ヤ と ヤ ア ナの模式図



前述の梼城跡 で は 、 石切場で小割 り さ れた三角 錐 主要参考文献
状の石 も 多量 に 検出 さ れて い る 。 半 円 の ま ま 放置 さ

れて い る も の は、 規格に合わず小 さ い た め で あ ろ う 。

こ う し た 規格 に そ っ た 間 知石 を 取 る 近世の石切場が

かつ て 島 崎周 辺 に 存在 し た 。 現在、 県内 で近世の石

切場 は発見 さ れて い な い 。 後世の石切場 と し て使わ

れて い な け れ ば、 熊本市金峰 山周辺で石切場跡が発

見 さ れる こ と は、 充分に 考 え ら れ る 。

発見 さ れた 際 は 、 現在の石工技術 と 近世の石工技

術の差、 島崎石への ニ ー ズが近世以降 どの よ う に 変

化 し た か な どの課題が挙げ ら れ る だ ろ う 。

お わ り に

熊本の石工 の 歴 史 は 、 種 山 石工 ら 眼鏡橋の技術者

を 対象 と し た研究が良 く 知 ら れて い る 。 一方で、 こ

の他の地域 ・ 時代の調査 ・ 研究 は あ ま り 認知 さ れて

い な し 、 。 石造物の調査な ど各市町村史で も 綾密 な 調

査 は 行 わ れ て お り 、 考古 ・ 民俗 ・ 文献史学 ・ 各種分

析科学 に よ る 、 よ り 総合的 な 理解が求め ら れ る 。 そ

の こ と は 、 取 り も 直 さ ず、 貴重 な歴史遺産の 資料的

価値 を 高 め る だ け で な く 、 材質の調査か ら 保存 ・ 公

開への活用 も 化可能 な デー タ に な り う る 。 県 内 に 僅

か に の こ る 伝統技術 を 持 っ た石工達 は、 瞬時に使わ

れ た 石の特性 を 知 る 確 か な 目 を も っ て い る 。 そ う し

た確かな 目 に よ っ て 出 さ れた言葉の 中 に は、 な ん ら

かの方法で客観的 に 数値化す れ ば、 様 々 な 貢献がで

き る は ずだ。 史跡の保存施設構築の 際 に 、 慌 て て 各

種デー タ を 集め る の で は な く 、 そ の よ う な 普段の調

査成果 ・ 調査方法が生か さ れて い く 事 を 願 っ て い る 。

最後 に 、 執筆の機会 を 与 え て い た だ い た 岡本真也

氏 に御礼 申 し 上 げ ま す。

調査協 力 者 (順不同 ・ 敬称略)

長井勲、 小林石材、 大林ハ モ ノ 工場、 松本健次、 今

回 秀樹、 山 下義満、 青木勝士、 本渡市歴 史民俗資料

館、 熊本県伝統工芸館、 繁明館、 山鹿市立博物館、

八女市伝統工芸館、 鹿児島県立埋蔵文化財セ ン タ ー 、

牟礼町石の民俗資料館、 竜 山 市教育 セ ン タ ー

- 120 

金子久明編 1998 r下浦石工物語J 自 費 出 版

兼康保明 ・ 北垣聴一郎 ・ 先 山徹 ・ 清水一
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山採石遺跡詳細分布調査報告一高砂市教

育委員 会

原 口 長之 1985 I石工J r熊本県の 諸職J 熊本県文

化財調査報告72集

本多康二 1999 r く ら し に 息づ く 下浦石工展』 平

成 10年度小企画展 本渡市立歴 史民俗資
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⑧ 

ノF

写真(PU 22 
調査1 ・ 2区
調査前風景

写真(PU 23 
調査1区

交も

完掘状況全景

写真(PU 24 
調査1区
完掘状況 (1)
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写真(PU 25 
調査1区
完掘状況 (2)

写真(PU 26 
調査1区
ピッ ト 30番検出状況

写真(PU 27 
調査1区
ピッ ト 5番遺物出土状況



写真(PU 28 
調査1区
ピッ ト20香遺物検出状況

写真(PU 29 
調査1区
ピッ ト 35番遺物出土状況

写真(PU 30 
調査1区
ピッ ト 31番半裁状況 と
木質部残存状況

> 
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写真(PU 31 
調査1区
ピッ ト 7番完掘状況

写真(PU 32 
調査1区
ピッ ト 2番完掘状況

写真(PU 33 
調査2区-2
完掘状況
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写真(PU 34 
調査2区一1
②層 下 面 (1)

写真(PU 35 
調査2区一1
②層 下 面 (2)

写真(PU 36 
調査2区-1
②層 下 面 ピ ッ ト 検出状況 (1)



⑧ 

写真 CPU 37 
調査2区一1
②層 下 面 ピッ ト 検出
状況 (2)

写真 CPU 38
調査2区一1
南西側土層 断面

写真 CPU 39 
調査2区一1
北西側土層 断面

司 々 "，...��-.そと骨吋，.，....戸
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写真(PU 41 
調査2区-1

⑧ 

②層 下 面 完掘状況 (1)
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写真(PU 40 
調査2区-1
S001完掘状況

写真(PU 42 
調査2区-1
②層 下 面完 掘状況 (2)
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写真 (PU 46 
調査2区-1
S003遺物出土状況 (2)

写真 (PU 47  
調査2区一1
S003遺物出土状況 (3)

写真 (PU 48 
調査2区-1
S003土層 断面
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写真(PU 52 
調査2区 1
S004人 骨検出状況 (3 )

写真(PU 53 
調査2区 1
S004人 骨検出状況 (4)

写真(PU 54 
調査2区一1
S004人 骨調査風景
(松下 孝幸氏)
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⑧ 

写真(PU 55 
調査2区 1
S004完掘状況

写真(PU 56 
調査2区-1
③層 下 面 完掘状況

写真(PU 57 
調査2区
調査風景
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凶門桝宮川

OU(」牛)剛仲

←

 

照射寸召鑑∞-oω

凶円山畑罷

白山(」牛)剛仲

握桝EM

凶円山畑属

∞山(」牛)剛仲
ヘ
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写真 (PU 61 
調査3区
完掘状況全景 (2)

写真 (PU 62 
調査3区
S006完掘状況 (1)

写真 (PU 63 
調査3区
S006完掘状況 (2)
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- 1 35 -

写真 (PU 64 
調査3区
S012 ・ 1 3 ・ 17検出状況

写真 (PU 65 
調査3区
S006南側石 列検出状況

写真 (PU 66 
調査3区
S006北側遺物検出状況



写真(PU 67 
調査3区
S006木 製 品 出土状況

写真(PU 68 
調査3区

J 

S006鉄鎌 ・ 寛永通 宝 等
出土状況

写真(PU 69 
調査3区
S006炭化材 と

木 製 品出土状況
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写真(PU 70 
調査3区
杭及 び 石 列検出状況

写真(PU 71 
調査3区
杭検出状況

⑥ 

写真(PU 72 
調査3区

も

S006 石 列 矢穴13状況

百 d
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凶門桝属
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写真(PU 76 
調査3区
S006掘 削 痕跡の検出状況

写真(PU 77 
調査3区
S009遺物出土状況

写真(PU 78 
調査3区
S009 ・ 11完掘状況



写真(PU 79 
調査3区
S008検出状況

写真(PU 80 
調査3区
S008獣 骨検出状況

写真(PU 81 
調査3区
S012 ・ 17遺物出土状況
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⑥ 

ア
写真(PU 82 

調査3区
S012遺物出土状況

@ 

写真(PU 83 
調査3区
S013土層 断面

写真(PU 84 
調査3区
S012 ・ 1 3 ・ 16 ・ 17
・ 19 完 掘状況



写真 (PU 85 
調査3区
S019土層 断面

写真 (PU 86 
調査3区
S010完掘状況

⑥ 

グ
写真 (PU 87 

調査3区
S006土層 断 面 及 び
北側土層 断面
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";:_"�斗咽園田岡国明嵐官72 ・4
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写真(PU 88 
調査3区
南側土層 断面

⑥ 

写真(PU 89 

民、

調査区外井戸遠景

⑥ 

ヘ

写真(PU 90 
調査区外井戸 内状況



写真(PU 91 
調査区外の 小便聾 ( 左端)

写真 (PU 92 
調査区外の古代遺物層

写真 (PU 93 
作 業 員 さ ん 方 と の

集合写真
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写真 (pL) 94 空撮 8 (昭和23年 [ 1 948] 1 月 21 日 米極東空軍撮影)

高度8.000 フ ィ ー ト (約2.400m) 上空 よ り S = 1 /30 .850 

※この写真は、 国土地理院長の承認を得て同院及び米軍撮影の空中写真、 米軍

撮影空中写真を掲載 し たものである 。 (承認番号 平18九複、 第195 号)
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( 写 真 の み )

6 

8 9 

写真 (pL) 95 . 2 区 出土遺物

1 3  

写真 (PL) 96 S01 2出土遺物
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(写真 の み )

801 0 

写真 (PL) 97 S009出土遺物 弥生 ( 1 ) 

f') 
、、

\

 

\ ， 
(写真の み )

写真 (pL) 98 S009出土遺物 弥生 ( 2 ) 

1 47 



ぷ
. . . ・ー

... 

(写真の み)

写真 (pL) 99 S006出土遺物近世陶磁器 [ 1 8世紀後�1 9世紀] ( 1 ) 

(写真の み)

写真 (pL) 1 00 S006出土遺物近世陶磁器 [ 1 8世紀後�1 9世紀] ( 2 ) 

4q

 



JSb 

F 

(写真 の み )

写真 (pL) 1 01 S006出土遺物近世間磁器 [ 1 8世紀]

，-

(写真の み)

、、、---田島ーー〆
写真 (pL) 1 02 S006出土遺物近世陶磁器 [ 1 7世紀1 ( 1 )  

4
 



" d 
';.t:'l 

/ 't 

写真 (pL) 1 03 S006出土遺物近世陶磁器 [ 1 7世紀1 ( 2) 

71  

77 

76 

74 

写真 (pL) 1 04 S006出土遺物 (近世の き せ る )
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(写真の み)

75 

(番号以外 は写真 の み )



78 

79 

写真 (pL) 1 05 S006出土遺物 (鉄釘)

(番号以外 は写真 の み )

E二I 可 (写真 の み )

写真 (pL) 1 06 S006出土遺物 (鉄 ・ 銅 ・ そ の他製品)

FD

 

./ 



表

写真 (pL) 1 07 8006出土遺物 (古銭)

91 

88 

写真 (pL) 1 08 8006出土遺物 (瓦)
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1 26 

1 28 1 36 

写真 (pL) 1 09 S006出土遺物 (石器)

1 02 

写真 (pL) 1 1 0 S006出土遺物 (中世)
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(写真 の み )

」 -J|

(写真 の み 写真の み )
写真 (pし) 1 1 1  8006出土遺物 (近世)

(写真 の み )

写真 (pL) 1 1 2  8006出土遺物
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1 21 

1 1 3  

写真 (pL) 1 1 3  S006出土遺物 (弥生 ・ 古墳 ・ 古代)

1 54 
1 64 

1 62 

1 65 

1 63 

1 50 

1 53 1 70 

1 52 

写真 (pL) 1 1 4  2 区 出土遺物 (古代)
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1 40 

1 59 

1 69 

写真 (PL) 1 1 5 2 区 出土遺物
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，

 

、、•

 

J岨

岨

‘

 

1 66 

1 48 

1 67 

1 7 1  



(番号以外 は写真 の み )

写真 (pL) 1 1 6  8006出土遺物 (砥石)

(写真 の み )

写真 (pL) 1 1 7  8006出土遺物 (石臼)
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1 37 

1 38 

1 35 1 36 

写真 (pL) 1 1 8  5006出土遺物 (土製品)

(写真 の み )

写真 (pL) 1 1 9  5006出土遺物 (木製品) と ピ ッ ト 31 の柱材の一部
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あ と が き

調査区が 3 箇所 に 分け て お こ な っ た 御幸木部遺跡群 の発掘調査 も 作業 に携 わ っ て い た だ い た 皆 さ ん の お 陰

で無事 に終了す る こ と がで き た。

こ の調査 に お い て 特 に 勉強 に な っ た こ と は 、 近世の大溝 を 発掘 し 、 肥前陶磁器の素晴 ら し さ を 知 っ た こ と

で あ っ た 。 整理作業の段階で九州 陶磁器文化館の大橋康二館長 に遺物 を 見 て も ら い 、 感銘 を 受 け た こ と は い

う ま で も な い。

寒い 中 、 一緒 に 汗 を 流 し て 下 さ っ た作業員 さ ん方、 遺物 の水洗い、 註記、 接合 を し て い た だい た 一 次整理

作業員 さ ん方、 報告書作成 に 関 わ っ て下 さ っ た 二次整理作業員 さ ん方、 そ し て 調査か ら 報告書作成 ま で ご指

導 い た だ い た全ての皆 さ ん方に感謝を し て 、 結 びの言葉 と し ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た 。

(現場作業員 )

森川 護 ・ 征子、 松永一代 ・ 里美、 西岡正治 ・ チ ズ子、 中村 キ ヌ イ 、 田 上次俊 ・ ト シ子、 吉 川 雅信 、 早 田 咲

百合、 庄司修三、 田 中 マ リ 子、 三宅幸生、 境百合子、 森田登、 柴 田 道子、 河野義勝、 白 石美智子、 田 島弘子、

今村明美、 番 山 明子、 梅原美奈子、 山 田 由美、 土 山 富枝、 岡 田 イ ツ 子、 松井昭子、 古林喜久江、 上村久子、

前 田和子、 堀 川 貞 子

(一次整理作業 員 )

今福英子、 上 田律子、 原 田春子、 大石啓子、 大津 由美、 緒方智世、 江島園子、 上村孝子、 後藤直美、 中 原

ひで子、 山下千栄子 諸氏 (順不 同 ・ 敬称略)
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フ リ ガ ナ
コ 一 ド 北 東 調 調 調

所在地
査 査 査

所収遺跡名 市町村 遺跡番号
期 面 原

緯 経 間 積 因
クマモ ト シ 国土交通省

ミユキキベイセキグン 熊本市
32 13.0 H. 16.12 .1 熊本河川

御幸木部遺跡群 ミユキキベマチ 4320.1 201 - 398 44' 43' ~ 1 .1 00 rri 国道事務所

御幸木部町
27" 4" H.17.3.30 加勢川 改修

事業

所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 注 事 項

御幸木部 弥生時代
遺跡群 中期 黒髪式土器

包蔵地 後期 ~終末期 竪 穴 住 居 跡 ・ 溝 弥生式土器 ( タ タ キ 目 を 持

な ど つ 聾形土器 な ど)

古代 溝 な ど 須恵器、 土師器、 布 目 瓦 な
ど

中 世 龍泉窯系青磁、 景徳鎮窯系
磁器火鉢、 播鉢、 渡来銭 な
ど

近世~ 溝 ・ 礎石柱建物 肥前系 陶磁器片 (椀、 皿、
な ど 湯飲み、 華、 指鉢な ど) 瓦、

古銭 (寛永通宝 ) 、 鉄器、
き せ る な ど

(遺跡の概要)
調査結果 の要点 は 次 の よ う に な り ま す。 ①弥生時代 の後期 ~終末期 に か け て の 住居跡が 3 件確

認 さ れ た こ と 。 ②古墳後期 以前 ( 6 世紀前 半 期 以 前 ) の 土壌墓が 1 基確認 さ れ た こ と 。 ③古代
( 8 世紀後半期 ) の溝が 1 条確認 さ れ た こ と 。 ④近世 ( 17世紀-19世紀) の大溝 が 1 条確認 さ れ、
当 時 の庶民の生活雑器 (肥前 陶磁器 な ど) が多 く 出 土 し た こ と 。
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